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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　──それはとある夏の日だった。高校二年生の夏休み、六む尽じん総そう太た郎ろうは怠たい惰だな日々を過ごしているのだった。

　クーラーの効いた部屋で自じ堕だ落らくな生活をおくっていたら、お目付け役の幼おさな馴な染じみに怒おこられ、外へ出てみたわけだ。と言っても、クーラーの冷気に慣れたこの体。真夏の炎えん天てん下かを歩けば数分で脱だつ水すい症しよう状じょう寸前の状態となってしまう。

　そんなわけで、総太郎は近所の公園の木こ陰かげに避ひ難なんし、ベンチの上でその瘦そう身しんをグッタリとさせているわけだ。

「えぇい、チクショウ。暑い、暑すぎるぜ、クソ。この夏の日の暑さはあたかも煉れん獄ごくの炎ほのおがその真っ赤な舌でチロチロと俺の体を舐なめまわすようだぜ」

　ムダに詩的な表現をしてみるが、煉獄の炎なんて体験したことがないので中身はカラッポな表現である。彼の脳ミソは暑さのために沸わいているのだ。

「総太郎様。お暑いのでしたら、これをお食べください」

　と、静しず刃はが持ってきたのは小さな紙かみ袋ぶくろだった。開けてみると中から甘い熱気がただよってきた。

「うわ、なんだ、これ？」

「そこの屋台で売っていたお菓か子しです」

　見れば、公園の片かた隅すみに屋台がある。売っている品は焼き菓子だ。焼きたてらしく、袋越ごしに熱さが手に伝わってきた。

「って、なんでこのクソ暑いときに熱いもの食うんだよ！　ガマン大会じゃないんだぜ！」

　総太郎が文句を言うが、静刃は汗あせ一つない涼すずしげな顔で答えた。

「暑いときに熱いものを食べる。それが最高の納のう涼りよう法なのです。ただ今の気温は三二度ほどですが、それならば体温を五〇度くらいまで上げればこの気温でも十分に涼しいはずです」

「いや、死ぬから！　人間は体温が四〇度を超こえたら生命の危機だから！」

「最近の若い人は軟なん弱じやくですね」

　静刃は肩かたをすくめた。そういう問題じゃない、と総太郎は心の中で思ったが、口にする気力はなかった。

　せっかくなので、総太郎は菓子を一つ手に取り、口に運んでみた。焼きたての菓子は、想像以上においしかった。甘味がほどよく押さえられた味わいで、飽あきのこない味である。

「ふむ……なかなか美う味まいな。こいつは」

「あら、いいものもっているじゃない」

　背後から新たな声。ベンチの後ろから伸のびてきた手が総太郎の持つ袋から菓子を奪うばったのだった。

　現れた小こ柄がらな少女──総太郎の幼馴染である春日川かすがい夢ゆ姫きは戦利品の菓子を口に運んだ。

「うん、ほんと。おいしいわね」

「なんだよ、ユキ。勝手に取るなよ」

「いいじゃない。代わりにいいものあげるから」

　ヒヤリ、と総太郎の頰ほおに冷たい感かん触しよくがあった。夢姫が手に持っていた缶かんジュースを押し付けてきたのだ。

「冷てぇな」

「怒らないの。これでも飲んで頭を冷やしなさい」

　ノドがカラカラであるのは間ま違ちがいないので、総太郎は夢姫が持ってきたジュースを素す直なおに受け取ってノドを潤うるおすこととした。

「……クゥー、これだな」

「はいはい。飲んだらその汗を少しはふきなさい。油断していると、夏なつ風か邪ぜひくわよ」

　一息にジュースを飲み干す総太郎。隣となりに座った夢姫がハンカチを差し出してくる。面めん倒どう見みのいい性格をしているのだ、この小柄な幼馴染は。

「春日川夢姫。私の分の飲み物はないのですか？」

「はいはい、月つく詠よみさんは日本茶よね？　『やーいお茶　京都宇う治じ金きん時とき味』を買ってきたわ」

「まぁ、それで手をうちましょう」

　静刃はまんざらでもない顔をして夢姫から缶を受け取り、ノドを潤しはじめた。

　総太郎はまだある菓子に手を伸ばしつつ、周囲の光景を見回した。

　静刃が総太郎の家に突とつ然ぜん押しかけてきてすでに三ヶ月。いつの間にか、静刃がすぐそこにいる光景にも慣れてしまった。

「変化って、やつなのかな？」

「え？　なにか言った、ソータ？」

「いや、別に」

　総太郎はもう一度焼き菓子を口に運びつつ、それを売っている屋台へと視線を戻もどした。

　こうして何気なく過ごしていると、総太郎はふと思うことがあるのだ。

　自分はいったいなにをしているのだろう、自分にはなにができるのだろう、自分はなにがしたいのだろう。

　そんなマジメなことを悩なやむのは、自分には向いてないと総太郎自身思っていた。だからこそ普ふ段だんからお気楽な生活を送っているのだ。

　だが、いかに気楽な総太郎とてたまには悩むことだってある。

　時々、自分はなんでもできるのではないかと思い上がることもある。もしくは、自分に価値なんてないのではないかと悩むこともある。思春期特有のくだらない悩みだ。

　いったいどうなのだろう。結局自分は、これからどうすればいいのだろう？

　総太郎は真夏の青い空を見上げた。当然のことだが──その空はなにも答えてくれそうになかった。







　第一章　忍にん者じや帝てい國こくＶＳ邪じや神しん組合（偽にせ者もの編）







　とある日曜の昼下がり──水すい天てん主しゆ高校二年生である六む尽じん総そう太た郎ろうは、自宅にてのんびりテレビを見ていた。ヒョロリとした長身が特とく徴ちようの、少し自分の欲望に正直な少年である。

　見ているのはごく普ふ通つうのバラエティー番組。だらしない姿勢でなんとなく見つめる総太郎であった。

「ただいまー。あぁ、今日も暑いわね」

　と、玄げん関かんのほうから声がした。そのまま中へ入ってきたのは、小柄な少女である。長身の総太郎と比べれば、胸よりも下にその頭が来る。

　彼女の名は春日川かすがい夢ゆ姫き。隣りん家かに住む総太郎の幼馴染である。ただ彼女の親が現在単身赴ふ任にん中であるため、日常の大半はこの六尽家で過ごすことになっている。

　夢姫は買い物にいっていたようである。両手にスーパーのビニール袋ぶくろを持って、居間へとやってきた。

「まったく、最近暑いわよね。ホント、イヤになっちゃう……って、ソータ！　あんたはまたそんな、だらしないカッコウで、ダラダラして！」

「ん？　なんだよ。べつにいいだろ、ちょっとくらい」

　総太郎は軽く伸びをしながら夢姫を振ふり返った。季節は夏。六尽家の居間は、不健康なくらい冷れい房ぼうでガンガンに冷やされていた。

「寒！　寒すぎるわよ！　いったいなにしてるのよ！」

「うるさいな。これくらい普通だろ？」

「普通じゃないわよ！　設定温度一五度ってなによ、一五度って！　冷蔵庫じゃないのよ！」

「今日は暑いからな。熱射病にならないように注意しないと」

「熱射病にならなくても、クーラー風邪ひくわよ！」

　夢姫は口こう角かく泡あわを飛ばしながら、テーブルに置いてあったエアコンのリモコンを操作した。

「とにかく、これ以上の冷房は禁止！　本日より、エアコン戒かい厳げん令れいを発令します！」

「あ、なにすんだよ、ユキ！」

　緊きん急きゆう停止された冷房を見て、総太郎が文句を言う。だが夢姫はまなじりを吊つり上げて幼馴染をにらんだ。

「あんた、だらしなさすぎよ！　いくらオジさんたちがいないからって、気が緩ゆるみすぎ！　留守をまかされた身としては、見み逃のがせないわ！」

　総太郎の父親は小説家である。彼は数日前から取材旅行と称しようして、母とともに出かけてしまった。年とし頃ごろの子どもたちだけを家に残していくとは、なにを考えているかよくわからない親である。

　それはさておき、総太郎は頭をかきながら反論した。

「でもな、ユキ……ぬぉ、あ、暑い！　クーラーの冷風が消えたことによりたちまち紅ぐ蓮れんの炎が我が肉体を焼きつくさんと赤い舌をのばしてくるような思いだ……」

「ウソつきなさいよ！　ここは焦しよう熱ねつ地じ獄ごくか！　こんなに冷やしまくって、かえって体に悪いわよ！　そもそも朝からずっと家の中にこもって、このヒッキー予備軍！　天気もいいんだから、たまには外で遊びなさい！」

　まるで小学生と母親の会話である。総太郎は面めん倒どうそうな声を出した。

「バカいえ、この暑さの中外へ出たら、俺はたちまち干上がっちまう！　俺を殺す気か！」

「死なないわよ、こんな日本のど真ん中で大おお騒さわぎするほどの暑さなんてないわよ！」

「自分だってちょっと外へ出ただけでヒィヒィ言ってたくせに」

「お、大きなお世話よ！　とにかくさっさと外へ行きなさい！」

「わかったわかった。いきゃぁいいんだろ、行けば」

　口うるさい幼馴染に追い出されるようにして歩きはじめる総太郎。正直気は進まないが、このまま幼馴染のうるさい口こう撃げきに耐たえつづけるだけの気力がなかった。

「ま、いーか。駅前のマンガ喫きつ茶さで適当に時間つぶせばいいし」

「だから、そーゆーとこ行ってもうちにいるときと変わらないじゃないの！　もっとアウトドアな生活をしなさい！」

「メンドーだな、まったく……と、外へ出る前に、水分補給だ。クーラーの風でノドがかわいた」

「あ、それはあたしも。汗かいたら、ノドがかわいたわ」

　二人は一時休戦し、仲良く冷蔵庫の前に立った。夢姫は冷やされた麦茶のボトルを取り出し、氷とともにグラスへ注いだ。

「やっぱり、夏は麦茶だわ」

　と言い、ノドを鳴らして美お味いしそうに飲む夢姫。ノドが渇かわいたときにはこれに限る、と思う。

「あ、ソータ。あんたも麦茶でいい……」

　振り返ったそこで、夢姫は固まった。総太郎は冷蔵庫から取り出した清せい涼りよう飲料水のペットボトルをラッパ飲みしているところであった。封ふうを開けたばかりのボトルは、すでに大半が総太郎の細い体の中へ消えた後だった。

「プハー。夏はやっぱこれだな」

　口をぬぐいながら息を吐はく総太郎。二リットルをあっさり飲み干したにもかかわらず、総太郎の瘦そう身しんに外見上の変化はなかった。

「美味い。そして美味いついでにもう一本……ん？　なんだ、ユキ。そんな体を振るわせて、お前も飲みたかったのか？」

　ホレ、とペットボトルを差し出す総太郎。夢姫はそのペットボトルを強ごう引いんに払はらいのけた。

「いるか、このバカッ！　あんたは、なに考えてんのよ！」

「なんだよ、なに怒おこってるんだ？　わかった。体重が気になるんだろ？　安心しろ。ちゃんとダイエットコークが……」

「そういうこと言ってるんじゃないわよ！　体に悪いって話したばっかなのに、そんなジュースをがぶ飲みするバカがどこにいるのよ！」

　目の前にバカ総太郎がいるわけだ。

「いいだろ。夏なんだし、少し多めに水分補給したって」

「あんたの場合、少しじゃないでしょ！　お腹壊こわしたらどうする気よ！」

　ますます小学生と母親の会話になってきた。しかもそこへ、新たな声が割り込んできた。

「騒さわがしいですね、いったいなにごとですか？」

「あ、静しず刃はか。お帰りー」

　現れたのは冷たい美び貌ぼうを持つ長身の少女。名を月つく詠よみ静刃という。彼女は総太郎を主人として仕える忍にん者じやである、マジで。現在彼女は六尽家の居い候そうろうとして身を寄せているのである。

「ちょっと、月詠さんからもなにか言ってよ。このバカ、朝から不健康としか言いようのない生活をしてるのよ」

　夢姫の言葉に一回うなずき、静刃は口を開いた。

「左様ですか……私としては、一七歳にもなって成長の兆きざしも見えない春日川夢姫の貧ひん弱じやくな肉体のほうがよほど病的に思えますが」

「な！　お、大きなお世話よ！」

　夢姫の体は確かに小こ柄がらだ。どう見ても中学生、たまに小学生にさえ間ま違ちがえられることがある。

「月詠さんの場合は、育ちすぎよ！　特に胸回りとかに脂し肪ぼうがつきすぎじゃない！　なにを食べたらそんなに大きくなるのかしら」

「そうですね。少なくとも、春日川夢姫と同じものを口にすることだけは避さけたいですね。私まで貧乳病にかかってしまいます」

「ぐっ、こ、この……」

　顔を赤くする夢姫。怒いかりのあまり、続く言葉がうまく口からでないようである。一方の静刃は、外出から戻もどってきたにもかかわらず涼すずしげな顔で総太郎を見つめた。

「それはそれとして、総太郎様。確かにそのようなジュースをガブ飲みするのはどうかと思います。いざというとき胃の中が水分で一いつ杯ぱいでは、すばやく動くことができません」

　珍めずらしく静刃がまともなことを言った。身近な少女二人にそう言われ、さすがの総太郎も少しばつが悪そうだった。

「ム、そうか？　ちょっとばかり飲みすぎたかな？」

「えぇ。少しは御ご自愛ください、総太郎様」

　肩かたをすくめた後、静刃はつかつかと進み、冷れい凍とう庫この扉とびらに手をかけた。

「夏と言えばアイスです。総太郎様もいかがですか？」

　静刃は両手にアイスを山盛りにして振り返った。しかも手早いことに、すでに数本のアイスに口をつけ、あっというまに食べてしまった。

「月詠さん、お前もか──っていうか、やっぱりあなたもなにもわかってないのね、どうせそんなことだろうとは思っていたけどね」

　夢姫は頭痛のひどくなってきた頭を抱かかえてうめいた。

「ユキ、どうしたんだ、そんな頭をかかえて」

「わかりましたよ、春日川夢姫。さては私のいないスキにアイスを食べまくって、頭痛がするのでしょう。情けないですね」

「……もういい、もういいわよ！　あんたらにこれ以上なに言ってもムダだろうから、もうなにも期待しないわよ！　でも取りあえず、ジュースもアイスもそれ以上口にしないで！　クーラーは切って！　スダレを下ろして窓を開ければ、それなりに涼しいはずだから！　お願いだからこれくらいはいうことを聞いて！」

　半分涙なみだ目めで言う夢姫。さすがに気まずいと感じたか、総太郎と静刃は黙だまって夢姫の指示に従った。

　その結果……

「む？　意外だな。思ったほど暑くない」

「そうですね。むしろ心ここ地ちいいくらいです」

　と、総太郎と静刃は満足そうである。夢姫はため息を吐いた。

「当たり前よ。あんなムチャクチャな環かん境きようで体が冷え切っていれば、むしろ温かい風のほうが気持ちいいわよ」

　なんだかんだで騒いでいるうちに、日もだいぶ傾かたむいていた。もうすぐ夕刻である。今からでは改めて外出するのもあれである。今日はこのままおとなしく家で過ごしたほうがよさそうだ。

「あぁ、もうこんな時間？　イヤになるわね。夕食の準備しないと」

　疲つかれた顔で立ち上がる夢姫。彼女の苦労は絶えないようである。軽く肩を廻まわしながら、背後の二人を振ふり返った。

「二人とも、夜はなにが食べたい？」

「高級フランス料理のフルコースにしろ、ユキ」

「満漢全席あたりでガマンしてあげましょう、春日川夢姫」

「……あぁ、そうよね。あんたら二人にまともな答えを期待したあたしがバカだったわ」

　心底ウンザリ、といった様子で夢姫は重いため息を吐ついた。

「もういいわ……夜はサラダと冷麦で十分ね。手間かかる物を作る気力がないし」

「おい、手て抜ぬきだぞ、ユキ」

「うっさい、ならあんた自分で作りなさいよ、フランス料理のコースを！　作れるもんなら作ってみてよ！　カップメンみたいにお湯を注いで三分でできるわけじゃないのよ！」

　逆ギレしてきた夢姫を前にして、さすがの総太郎も困った顔になった。

「なんだよ、そんな怒るなよ。少しワガママ言っただけじゃないか」

「まぁまぁ、総太郎様。お気になさらずに。女性には、毎月機き嫌げんの悪い時期があるものです」

　静刃の言葉に、夢姫は顔色を変えた。

「ちょっと、月詠さん！　そーゆーことを堂々と言わないでよ！」

「あ、そーだったのか、ユキ。悪ぃ、俺、全然気付かなくってさ……」

「あんたも！　そこで気まずそうな顔しないでよ！　そっちのほうがかえって気まずいし、そもそもあたしの機嫌が悪い原因はそーゆーあんたたちの態度なんだから！」

　もっともな意見である。

「とにかく、これ以上あたしを怒らせないで！　あんたたちは食事まで静かにしていて！」

「わかったよ、ユキ」

「はいはい、わかりましたよ……それはそうと、総太郎様。実は私、先ほど夏に入ってからうなぎ登りな不快指数を紛まぎらわせるべく、イラついた気持ちをぶつけるカモがいないかと街を徘はい徊かいしていたのですが……」

「だから、そーゆー話をしないで黙っててって言ってるのよ、月詠さん！」

「ふむ。ですが……」

「黙ってないとご飯抜きよ！」

　いつになく怒りっぽいユキを前にして、静刃は肩をすくめて押し黙った。

　──後々考えれば、これがそもそもの事件の発ほつ端たんだったのであろうが──このときの総太郎たちにとっては知るよしもない出来事であった。




　休み明けの月曜日、六尽総太郎は走っていた。となりには夢姫と静刃もいる。全員が走っていた。なんのことはない。寝ね坊ぼうして学校に遅ち刻こくしそうなのである。

「ちっくしょう、なんで起こしてくれなかったんだよ、ユキ！」

「起こしたわよ！　朝からずっと、五回くらい起こしたじゃない！　起きないあんたが悪いのよ！」

「二回目に起こされた時のボディーブローのせいで意識が飛んだんじゃないか！」

「あ、あれは悪かったわよ……だから目を覚ますまで看病してあげたじゃない！　そもそも、こうなるから昨日、夜よ更ふかしするなって言ったじゃない!!」

「うるさい！　なんとしてもエミちゃんとデートイベントまで進みたかったんだ！」

　総太郎が言うのは当然ゲームの話である。彼に現実の恋こい人びとなど、いるはずがない（断言）。

「ともあれ、このスピードならばギリギリで時間内に登校できますね」

　総太郎と夢姫が必死に走る横、静刃だけはいつもと変わらぬ涼しい顔であった。かなりの速度のはずだが、彼女はまだ余よ裕ゆうがあるようであった。しかも脚あしは高速で動いているのに、上半身は微び動どうだにせず垂直を保った状態である。

「静刃、なぜ十じゆつ傑けつ集しゆう走りをしている!?」

「この程度、忍者ならば朝飯前です」

　ともあれ、静刃のいう通りそのままの速さならばギリギリで間に合いそうであった。

　だが、目の前に校門が見え始めたとき、その前に仁に王おう立だちになっている人ひと影かげに気がついた。

「ん？　誰だれかいるぞ」

「あ、あれってもしかして……」

「コラ、お前ら！　もう時間だぞ！　なにをしているか！」

　そう叫さけぶのは、スキなくスーツを着こなした中年の男性である。総太郎たちの通う水天主高校の生徒指導担当である野の中なか教きよう諭ゆである。

「ヤベ、野中だ！」

「あちゃー、マズッたわね」

　総太郎と夢姫は顔を見合わせた。野中教諭はその生き真ま面じ目めで神経質な性格から、厳しい生徒指導で有名である。遅刻ギリギリの時間に登校しては、間に合ったとしてもなにか説教をくらうに違ちがいない。

「面めん倒どうなことになったな」

「お任せください、総太郎様！」

　走りながら静刃が自分の胸を叩たたいた。

「あのような雑兵の一いつ匹ぴき、私にとってはなんの障害でもありません。すぐさま排はい除じよしてごらんにいれます」

「って、なにをする気だ！」

「暴力はだめよ、月詠さん！」

　たちまち怒おこる静止の声に、静刃は走りながら器用に肩をすくめた。

「しかたありませんね。そうおっしゃるならば……この手を使うしかありませんね」

　言いつつ、静刃は両手を構えて時代劇の忍にん者じやのように印を切った。

「月詠流忍術……分身の術！」

「おぉ！」

　静刃の掛かけ声が響ひびいた瞬しゆん間かん、総太郎たちの周囲に無数の静刃が現れた。その数、一二人ほど。全員が静刃と寸分もたがわぬ姿をしていた。

『総太郎様。こうして大量の私に紛れて走れば、余裕で校門を突とつ破ぱできるはずです』

「確かに……にしても、静刃もこういうまともな忍法がつかえたんだな」

　なぜか感かん慨がい深ぶかく総太郎はつぶやいた。ここのところ静刃の使う忍術が、トンデモ忍術ばかりでウンザリしていたからである。

『無論ですとも、総太郎様。私を誰だとお思いですか』

「どうでもいいけど、一二人の月詠さんが口をそろえてしゃべる姿は不気味ね」

『それが分身の術の特とく徴ちようです』

　分身の術の原理は不明だが、そういうものらしい。

　ともかく、総太郎たちはそのまま人数の多さに任せて正面突破を試みた。それに対たい峙じする野中教諭。突とつ拍ぴよう子しもない事態に一瞬あっけにとられたが、すぐに気を取り戻した。

「なんだ、これは、夢か……いや、落ち着け、私。きっとこれは、幻げん覚かくに決まっている。そうでなくては十数人も同じ顔をした生徒が来ることなど、ありえんことだ。双ふた子ご祭りではないのだぞ」

『一二人一いつ緒しよじゃダメですか？』

「いや、静刃とか、正直一人だけでおなか一杯だから」

　はっきり言って、静刃など二人以上いらない（一人以上も微び妙みようという説も……）。

　ともかく、迫せまる大勢の静刃を前にした野中教諭は、慌あわてるのを通り越こしてむしろ落ち着いた心境となった。

「そうだ、これはきっとなにか夢現の幻まぼろしに違いない。本物は一体だけにすぎないはずだ。本物を見分けるのだ、野中早そう雲うん」

　自分自身に言い聞かせるようにつぶやいた野中教諭は、胸の前で手を合わせて目を閉じた。

「心の眼で……心眼で相手を捉とらえるのだ。そうすれば自然と相手の実体もつかめるはず」

　落ち着き払はらった野中教諭。その様はあたかも、滝たきに打たれる修しゆ行ぎよう僧そうのように堂々としていた。

　迫る静刃たち──瞬間、野中教諭はカッと目を見開いた。

「見切った、そこだぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　おたけびを上げるや、野中教諭は先頭を走っていた静刃（の中の一人）に向かって飛び掛かかった。強きよう烈れつなタックルである。過去静刃と相対してなんども煮にえ湯を飲まされてきた野中教諭である。最初から手加減なしだ。飛び掛かった静刃から感じた確かな肉感に、野中教諭は己おのれの勝利を確信した。

　だがそこで野中教諭に二つの誤算があった。

　まず一つ──忍にん者じやである静刃の足あし腰こしは強い。十傑集走りもなんなくできるくらいに強い。具体的には、ダンプカーと正面衝しよう突とつしても平然としていられそうなくらいだ。そんな静刃に飛び掛かったところで、所しよ詮せん一いつ般ぱん人に過ぎない野中教諭の力では到とう底てい止めることなどできるはずもなく……あっさり弾はじき飛ばされた。

「ブゲッ！」

　そして二つめの誤算──それは、すぐ後ろから来た他の一一人の静刃全員にも実体があり、はじかれた野中教諭を次々と踏ふんでいったことである。

　ドカドカドカドカドカ

「ウギャゲゲガヤゲグフゲヘガハ」

　一瞬のうちに静刃たちが駆かけ抜けていった跡あとには、マットのように潰つぶれた野中教諭の姿があった。

『ふっ、甘いですね。分身に実体がないなどと、誰が言いましたか』

「いや、本当にどういう仕組みで分身してるんだ、静刃？」

『質量のある残像によって分身しただけですよ、総太郎様』

　納なつ得とくいくようないかないような、微妙な回答である。しかし突つっ込こんだところで埒らちが明かないのは目に見えているので、それ以上は聞かなかった。

「まぁいいか。結果として、上う手まく校門抜けれたし」

「まぁ、そうかしらね」

　と、総太郎たちもうなずいた。終わりよければ全すべてよしの理論である。

「というか、これって勝てば官軍的な考え方よね」

　夢姫がそうつぶやいたが、あまり細かいことは考えないようにしよう。

「あら？　なにか、大切なことを忘れているような気が……」

　夢姫が怪け訝げんな顔で首をかしげたが、なにを忘れているのかが思い出せない。

「おい、ユキ。早く教室いかないと、遅刻になるぞ」

「あ、待ちなさいよ。わかってるから」

　思考は総太郎によって中断させられた。釈しやく然ぜんとしないものを感じたまま、夢姫は自分たちのクラスである二年二組へと入って朝の挨あい拶さつをした。

「みんな、おはよ～」

　教室内の友人が挨拶を返そうとして──その顔が引きつった。

「うわ！　月詠さんが一二人いる!!」

　……忘れてた。

　そして一方──校門の地面に半ば埋うもれている野中教諭が発見されたのは、たっぷり三〇分はたってからであった。




　野中早雲──水天主高校勤続二〇年。教師生活二五年のベテラン。また生徒指導担当として、生徒たちから恐おそれられる男でもある。ちなみに独身。

　結局同どう僚りようの手によって救出された野中教諭は、背広の泥どろを払っただけですぐ復活した。問題児（主に静刃）に付き合っているうちに、いつの間にか体が頑がん丈じようになってしまったのである。

　だが、体が頑丈になっても、痛みまで感じないわけではない。あれだけのことをされればかなり痛い。野中教諭は全身に残る鈍にぶい痛みに顔をしかめた。

「おのれ、月詠に、六尽のやつめ。このままで済むと思うな」

　つぶやく野中教諭。総太郎と静刃は問題児として、生徒指導のブラックリストに載のっているのである。

　彼はなによりも秩ちつ序じよと規律を尊んでいた。社会に出て最も求められるのは、規則を守る人間である。だからこそ、彼は生徒たちにもそうなって欲しかった。常つね日ひ頃ごろから生徒たちを厳しく教育し、また自分自身も厳しく律してきた。教育者であるならば、生徒たちの見本となる人間でなくてはならない、それが彼の信念である。

　野中教諭は職員室の自分の席に腰こしを下ろした。そこでふと前方を見て、ため息を吐ついた。

　だが──彼は最近思うのだ。近頃はどうも、教育者にふさわしくない人間も増えてきたようだと。

「……東ひがし峰みね先生、いいかな？」

「はいぃ？」

　水天主高校の職員室で、ちょうど向かいの机に座っている女性教員に向かって野中教諭は声をかけた。

「東峰先生。あまりこういうことは言いたくないが、机の上はもう少し整せい頓とんしたらどうかね？」

「あぁ、これですかぁ？」

　声をかけられた東峰教諭──ウェーブした髪かみにたれ目。そしてその口調からもわかる通り、ノンビリした性格の女性だ──は、手にしたチョコレートを食べながら首をかしげた。

「わたしもしようしようと思ってるんですけどぉ、ついついゲキムにボウサツされてしまってぇ」

　東峰教諭の机の上は、控ひかえめに言って大地じ震しんが発生した都市部のような状じよう況きようだった。早い話、散らかっているのである。その上机の上の大部分を占しめるのは、チョコレートやキャンディーといったお菓か子し類である。

　チョコレートをモゴモゴ食べている同僚を眺ながめ、野中教諭は首をふった。

「激務に忙ぼう殺さつ？　よく言うものだ。ならば今、そうやってお菓子を食べている暇ひまがあったら、少しくらい整頓したらどうかね？」

「これはゲキムの間のスンカでしてぇ、この休きゆう憩けいがないとあたしぃ、過労死しちゃいます」

「あいかわらず、口だけは達者だな。それに、まだ君は学生気分が抜ぬけてないようだ。昔と全然変わらん」

「すいませぇん。昔から子供っぽいってよく言われるんですぅ」

　東峰教諭もこの水天主高校の卒業生である。そしてなにを隠かくそう、在学中の担任は野中教諭だったのである。

「ともかく、東峰先生。この職員室にも生徒の目はある。あまりだらしない様子を見せつけられるのは困るのだよ」

「はいぃ。前向きにゼンショしまぁす」

「そう思うなら、せめて足元のゴミ箱をどうにかしたらどうだね？」

　東峰教諭の机の傍かたわらに置かれた小さなゴミ箱からは、ゴミがあふれて周囲の床ゆかにまで散乱していた。ゴミのほとんどは、お菓子の包み紙や空き箱である。

「あぁ、これですかぁ？　さすがにこれはわたしもマズイなぁ、って思ってぇ、今日整頓しようと思ったんですよぉ」

「ほぉ。君にしてはいい心がけだね」

「はいぃ。雑貨屋さんにいってぇ、大きなゴミ箱を買って来たんですよぉ」

　どこに隠してあったのか、東峰教諭はドラム缶かんくらいありそうなサイズのゴミ箱を取り出し、満まん杯ぱいになったそれまでのゴミ箱をその中に捨てた。

「ほらぁ、これならいくらでも捨てれますからぁ、もう無問題って感じですよねぇ」

　根本的なところはなにも解決していなかった。しかもゴミ箱が大きすぎて通路を塞ふさいでいる。にもかかわらず、東峰教諭はその問題点に気づいた様子もなくニコニコ笑っている。野中教諭はいらだたしげに自分の額を叩たたいた。

「東峰先生。わたしが言いたいのは、そういうことではない。もっとマメに掃そう除じと整頓をしろということだ」

「だからぁ、こうしてゴミ箱を用意して整理したじゃないですかぁ」

「そういうのは整理とは言わん！　その場しのぎと言うんだ！」

「野中先生、どうしました？　声が廊ろう下かにまで聞こえてますよ」

　と、同僚の男性教師に言われて野中教諭は自分の失態に気づいた。ごまかすように咳せき払ばらいをする。

「ゴホン、とにかくだ。そのゴミ箱は大きすぎてジャマだ。使わないように。そして掃除はマメにするように。東峰先生、わかったかね？」

「はぁーい」

　本当にわかったのかは疑問だが、取りあえず東峰教諭はそう返事をした。野中教諭は首を振ふりながら机の上に広げた書類に視線を戻もどした。

「……そう言えば、例の件ですが」

「む？」

　と、隣となりの男性教師に声をかけられ、野中教諭は再度視線を上げた。

「ほら、朝の会議で少し話が出たでしょう？　例の部活の件ですよ」

「あいにく、朝は少々席を外していたのでな」

　地面に埋まっていたからだ。

「そういえばそうでしたね。いや、なに、大したことじゃないんですがね、なんでも定員に満たない同好会があるとか」

「ほほぅ」

　水天主高校の規則では、同好会の設立には最低でも四人の生徒が必要とされている。だが三人しかメンバーがいないにもかかわらず、活動を続けている同好会があるというのだ。

「事実としたら問題だが……本当なのかね？」

「えぇ。ちょっと調べてみたんですけど、なんでも学園長が特例で認めたとか」

「なるほど。あの人の気まぐれか」

　野中教諭はため息を吐いた。水天主高校の学園長はワンマンで、たまに思いつきだけで部下に相談することなく様々な行動をとることがある。今回のそれも、そうらしい。

「まぁ、学園長が認めたのならば我々がどうこう言うことではないな」

「まぁそれはそうなんですがね、さすがに顧こ問もん教師が決まっていないのは問題でしょう。これはなんとかしないと」

「確かに」

「で、この同好会……『忍にん者じや帝てい國こく』って名前なんですけど、調べてみたら、メンバーっていうのが東峰先生、おたくの生徒ばかりじゃないですか？」

「えぇ？」

　ビスケットをかじっていた東峰教諭は、いきなり話を振られてキョトンとした顔を上げた。

「ほら、ここにメンバーの名前があります。代表が六尽総太郎。メンバーは春日川夢姫に、月詠静刃。三人とも二年二組の生徒でしょう？」

「えぇ、うちの生徒ですねぇ」

「ふむ？」

　他ひ人と事ごとのように返事をする東峰教諭。野中教諭は聞き覚えのある名前に、片かた眉まゆを上げた。

「確か、東峰先生はどこの顧問にもなっていませんでしたよね？　せっかくだから、この機会にどうです？」

「えぇー、わたしですかぁ!?」

　東峰教諭は困ったように眉を寄せた。

「わたし新米ですしぃ、担任のお仕事だけでいっぱいいっぱいなんですよぉ」

「そうは言っても、新卒教師が顧問をやるのは普ふ通つうです。特にうちの場合、クラブの数が多いから必然的に受け持つことになります。それをあなたが今までノラリクラリと断ってきたんでしょう」

「うーん。顧問手当は欲しいけどぉ、これ以上仕事が増えるのはぁ、ちょっとぉ……」

　身勝手な理由で小首をかしげる東峰教諭。裏表のない性格なのだ、悪い意味で。

「東峰先生。ちょうどいいじゃないですか。いいかげん観念して……」

「いや、いい。わたしが引き受けよう」

　と、言ったのは誰だれであろう、野中教諭であった。

「え!?　野中先生がですか？」

「そうだ。なにか、問題でも？」

　ジロリ、と視線を二人に投げる野中教諭。貫かん禄ろくと迫はく力りよくに満ちていた。同僚の教師が慌あわてたように尋たずねてきた。

「でも、確か野中先生はすでに園芸部の顧問をしていたと……」

「去年最後の部員が卒業し、新入部員は一人もいない。園芸部は事実上の廃はい部ぶだ。よって今のわたしは特定のクラブの顧問ではない」

「はぁ。まぁ、野中先生がそう言うのならかまいませんけど……じゃぁ、こっちの書類にサインと印をお願いしますね」

「うむ」

　いつもと同じしかめ面つらでうなずき、野中教諭は書類を受け取った。

「でも、いったいどんな風の吹ふき回しですか？　こう言っちゃなんですがね、こういういいかげんなクラブとか、野中先生はキライだと思ってたんですけど」

「なに、少しわたしにも思うところがあってね」

　野中教諭は書類に書かれた忍者帝國のメンバーの名前に目を走らせた。

「六尽に月詠か……ふふふ、なにをしているかは知らんが、きっとボロをつかんでみせるぞ」

　不気味な笑いを浮うかべる野中教諭を見て、東峰教諭は手を叩いた。

「そっかぁ。野中先生ぇ、そんなに顧問手当が欲しいんですねぇ？　意外に生活厳しいんですかぁ？」

　取りあえず、それはないだろう、絶対。




　その日の放課後、総太郎たち三人は呼び出しを受けた。それも、普ふ段だんはあまり使わない部室にである。

「なんでこんなところに俺たちは呼ばれたんだ？」

「あたしも知らないわよ。ホームルームで、いきなり東峰先生に言われたんだから」

　東峰教諭は総太郎たち二年二組の担任だ。その彼女から放課後部室に集合するよう言われたのである。部室はもともと物置に使われていた部屋なので、中は雑然としていた。

　転がっていたガラクタを拾い上げ、総太郎はしみじみとつぶやいた。

「よく考えたら、最近はここもあんまり使っていなかったな」

「というか、最近は忍者帝國の活動自体全然やってないじゃない」

　その通りである。だがそこで一人、キョトンとした顔をしている人物がいた。

「そもそも、ここはなんなのですか？」

「とても創設者本人のセリフとは思えないわね」

　静刃は不思議なものを見る目つきで夢姫を見返してきた。この様子だと、本気で忘れているようだ。

「ここはあたしたちの部室じゃない！　以前月詠さんの思いつきだけでつくった同好会、忍者帝國の部室よ！」

「言われてみれば、そんなものもありましたね」

　忍者帝國はそもそも、その場のノリと勢いだけでつくった同好会だ。しかも静刃が妖あやしげな手段を使って定員にも満たないまま設立してしまったインチキ同好会だ。

　それでも設立当初はものめずらしさもあって総太郎たちもなんらかの活動をしていたが、しばらくたったら飽あきて、今まで放ったらかしになっていたのである。

　夢姫は暗い顔つきでうつむいた。

「きっと、そのことでなにか言われるわよ」

「そうなのかな、やっぱ」

「三人とも、いるようだな」

　ガラリと扉とびらを開け、いきなり入ってきたのは誰であろう、野中教きよう諭ゆである。予想外の登場人物に、総太郎たちは顔を見合わせた。

「え!?　野中先生？　どうして？」

「説明がまだだったな。この度たび、わたしがこの同好会『忍者帝國』の顧問をやることになった」

『えぇぇぇ!?』

「さっそくだが、顧問としてこの同好会の活動内容を把は握あくしておきたいと思ってな、お前たちには集まってもらった。簡単に済ませるから、いくつかの質問に答えてもらおう」

　そう言う野中教諭の言葉には、反論をゆるさない圧力が込こめられていた。

「まず最初にだが……この忍者帝國などとふざけた名前の同好会は、いったいなにをする集まりなのだ？　まさか全員で忍にん者じやのコスプレでもするわけではあるまい？」

　疑ぎ惑わくに満ちた野中教諭の眼まな差ざし。そこには、『もし遊んでいるだけの内容だったら、すぐに取りつぶす』といった意味の圧力が込められていた。

「いや、その、まぁなんというか……忍者帝國はですね、忍者の修しゆ行ぎようとかをする同好会なんですよ」

　と、総太郎は答えた。実際、そう答えるしかなかった。忍者帝國での活動は数えるほどしかやったことがない上に、その活動内容も、静刃の忍術で暴れただけで終わったのだ。

「忍者の修行？　いったいそれはなんだ？　そもそもなにをして忍者というのだ？　そんなことをして、いったいなんの得があるというのだ？」

「いや、それはその……」

　矢や継つぎ早ばやな質問に、たちまちシドロモドロとなる総太郎。うまく答えられない。と、そこで救いの女め神がみが現れた。

「得と言われましても、それは難しい話ですね」

　と、二人の会話に割り込んできたのは静刃である。彼女は腕うで組ぐみをして偉えらそうに胸をそらしながら言った。

「忍者の修行をすれば、本人の体力がつきますし、何より精神的にもタフになります。得というと、それくらいですかね」

　その言葉を聞くと、たちまち野中教諭が反論してきた。

「それだけなのか？　対外試合だとかそう言ったものはなにもないのか？　我が校の名めい誉よになるような活動は？」

「いや、そういうのは、ちょっと……」

　夢姫が口ごもると、たちまち野中教諭は鬼おにの首を取ったような顔になった。

「それは困った話だな。同好会にも毎年会費は支給しているが、それはなにも生徒を遊ばせるためだけに渡わたしているわけではない。なんの実績もない同好会を存続させる義理など、こちらにはないのだぞ」

　確かに、野中教諭の言葉にも一理ある。だが、静刃がそこに反論してきた。

「それはおかしな話ですね。実績のない同好会が存続できないというのでは、弱い者には生きる価値がないと言うのと同じですよ。教育者の言葉とは思えませんね」

「黙だまれ。資本主義の社会において、自由競争こそが基本原理だ。その原理において弱者が強者に駆く逐ちくされるのは摂せつ理りなのだ」

「ならば、力のない赤子には生きる資格がないという結論に行きついてしまいます。ナンセンス。話になりませんね」

　鼻を鳴らし、相手を小ばかにするような態度の静刃。それを見て野中教諭は激げつ昂こうした。

「黙れ、月詠！　貴様教師を馬ば鹿かにする気か！　そもそも、そんな極論を持ち出して一いつ般ぱん化しようとするな！」

「極論を出したのはそちらが先でしょうに」

「屁へ理り屈くつを！　教師に口答えする気か！　とにかく、遊んでいるような同好会を認めるわけにはいかん。他にも設立届けを出している同好会はあるんだ！」

「……ならばいいでしょう。そこまで言うのであるならば、我々の活かつ躍やくをご覧に入れましょう」

　激昂する野中教諭に触しよく発はつされたか、静刃も立ち上がって言い放った。

「我々忍にん者じや帝てい國こくの実力を全国にしらしめ、我が校の名をとどろかせてご覧にいれます」

「お、おい、静刃！」

「ちょっ、大だい丈じよう夫ぶなわけ？」

　総太郎と夢姫が慌てて止めようとするが、すでに後の祭りだ。野中教諭が勝ち誇ほこったように叫さけんだ。

「言ったな、月詠！　言った以上は、やってもらうからな。もはや言い逃のがれはできんぞ」

「えぇ、かまいませんとも。野中教諭はご存じないようですが、全国の忍者たちが競きそう大会は数多く存在します」

「本当かよ！」

　かなりマユツバものである。しかし静刃は自信たっぷりにうなずいた。

「えぇ。ちょっと思いつくだけでも、忍者甲こう子し園えんに忍者大運動会、忍者フードファイトなど、有名なものがいくらでも……」

「あきらかにウソくせぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　誰が聞いてもそんなものが存在しないというのは丸わかりである。だが、静刃の態度は落ち着き払はらったものだった。

「フフフ、どうやらお疑いのようですね。ならば、証しよう拠こをお見せしましょう」

　静刃はそう言うと、部屋に備え付けられたテレビに近づいていった。

「幸い、昨年度行われた忍者甲子園のビデオがあります」

「マジかよ」

　半信半疑ながら、静刃がスイッチの入れたテレビを見つめる一同。画面に映された映像は──大勢の忍者が野球をしていた。全員が忍しのび装しよう束ぞくを身につけた典型的忍者のカッコウ。それぞれがベースの上で争っている。忍者らしく風のように走ったり、分身魔ま球きゆうを投げたりと、かなりレベルの高い争いであった。

「これが忍者甲子園全国大会の模様です」

「ほ、本当にあったのかよ……」

「いかがですか、野中教諭」

　静刃の勝ち誇った視線に、野中教諭は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔となった。

「クッ……しかし、野球は最低九人必要なはずだ！　人数が足りんぞ！」

「問題ありません。私が六人分働きます！」

　静刃が力強く断言した──が、さすがに少し無理があった。

「イヤ、ムリだろ、物理的に」

「ムリというなら、相手チームを闇やみ討うちして、三人以下に数を減らせば同等です」

「月詠さん、あなた野球のルール知らないでしょ！　絶対、これっぽっちも、二〇〇％知らないでしょ！」

　すかさず入る夢姫のツッコミ。だが静刃は平然としたまま胸を叩たたいた。

「確かに野球のルールは知りませんが、忍者甲子園のルールは熟知しています」

　相変わらず偉そうな態度のまま、静刃は言い放った。

「忍者甲子園のルールはただ一つ。チームに忍者が最低三人いれば、なにをしてもＯＫなのです！」

「なら俺たち出れないじゃん！　忍者、静刃しかいないし！」

　そこでようやく気付いたように、静刃が手を叩いた。

「フム、言われてみれば……総太郎様？」

「なんだ、その期待に満ちた眼まな差ざしは！　言っとくけど、俺は忍者なんかになる気はないぞ！」

「忍者になればいいことだらけですよ。忍者は人を殺しても合法ですから、なにをしても赦ゆるされる至高の存在ですよ」

「ウソだ、絶対ウソだ！　だいたい俺は忍法もなにもできないぞ！」

「大丈夫です。ほんの一週間ほど、地じ獄ごくの特訓をすれば忍者ビームくらいは出せるようになります」

「目からビームなんて撃うちたくない！　なんか、眩まぶしそうだし」

　強きよう硬こうに反対する総太郎を見て、静刃は肩かたをすくめた。

「止やむをえませんね。春日川夢姫くらいでガマンしますか」

「くらいってなによ、くらいって」

「春日川夢姫。忍者になればいいことだらけですよ。忍者は人に殺されても平気ですから、いくらでも死ねます。さっそく殺しますね」

　静刃が日本刀を振ふりおろしてくるのを、夢姫は真しん剣けん白しら刃は取りでなんとか受け止めた。

「ちょ!!　なにする気よ！」

「ちっ、死んでも平気と言っているでしょう。安心して地獄に行きなさい！」

「地獄にいって平気なわけないし、そもそもあたしは忍者じゃないわよ!!」

　そんなコントじみた三人のやり取りを見ていた野中教諭は鼻を鳴らした。

「くわしくはよくわからんが、どうやら問題があるようだな」

　しかし静刃も負けてはいない。すぐさま何気ない顔で言い返してきた。

「ふっ、少々誤算があったようですが、許容範はん囲い内です。忍者大運動会ならば細かい規定はないので、そちらで全国大会に出てみせましょう」

「そうは言うがな、丸一年も同好会を遊ばせておくほどの余よ裕ゆうは……」

「一ひと月つきです！」

　静刃が指を一本立てた。

「夏休みが始まるまでに結果を出してみせましょう！　ならば問題はないはずですね！」

「ちょっと、月詠さん！」

「いいだろう。その言葉忘れるなよ、月詠」

　歯を見せて笑った後、野中教諭は教室から出ていった。しかし去り際ぎわに一言言い残すことを忘れなかった。

「だが結果が見れない場合は、この同好会を取りつぶすぞ。忘れるな！」

「えぇ。そちらこそ、結果が出た暁あかつきには、我が同好会の部への昇しよう格かくを忘れないように」

「まぁいいだろう。本当にできるのならば、それくらいは考えてやる」

「せいぜい首を洗って待っているがいいでしょう」

「それはこっちのセリフだ！」

　足音も荒あらく、野中教諭は去っていった。残された総太郎たちは静刃を見た。

「で、大丈夫なんだろうな、静刃？」

「えぇ、モチロン。私には策があります。準備は万ばん端たんです」

　静刃が自信たっぷりにうなずいた。そして静刃がこういう態度の時はロクな結果にならないということを、総太郎も夢姫もよく心得ていた。

「すでにパスポートは用意してあります。今夜の便で海外へ高飛びして、ホトボリが冷めるまでこのまま……」

「つまりあなたはなにも考えてないのね！　行き当たりばったりなのね！」

　夢姫の言葉に、静刃は憤ふん慨がいしたように反論した。

「失敬な。私を誰だれだと思っているのですか！　ここから空港までの逃とう走そうルートから海外での潜せん伏ぷく先まで、全すべて完かん璧ぺきな計画が……」

「なんでたかが同好会のゴタゴタ程度で海外まで逃にげなきゃいけないのよ！」

　もっともである。総太郎もうなずいた。

「そうだな、静刃。いきなり海外ってのもな……」

「ソータからも言ってあげてよ、なにか」

「ウム、静刃……実は俺、まだ海外旅行したことないんだよね。楽しみだな」

　総太郎が期待を込こめた顔で言えば、夢姫は頭をかきむしって叫んだ。

「ちょっと待ちなさいよ！　あんたなんでそんな行く気満々なのよ！　正気！」

「うるさい、俺は外国へ行ってパツキンネーちゃんとウハウハハーレムをつくるんだ！」

「ムリよ！　海外いったからって急にあんたがモテるわけじゃないんだから！」

「うるさい、男のロマンは誰にもジャマさせんぞ、行こう静刃。俺たちの輝かがやかしい未来へ向かって……で、その新天地はどこなんだ！」

　期待に顔を輝かせる総太郎。しかし、それも次の静刃の言葉を聞くまでのことであった。

「はい。南太平洋のど真ん中にある絶海の孤こ島とうです。周囲には海の邪じや神しん九く頭ず龍りゆうをあがめる原住民が少数いるだけという、まさに身を隠かくすにはうってつけといえるでしょう」

「……日本が一番だよな」

「夢からさめたようね、このバカは」

　話がだいぶ脱だつ線せんしてしまった。取りあえず話を戻もどそうと、夢姫は静刃を振り返った。

「取りあえずその逃とう亡ぼう計画は置いておくとして、その忍にん者じやなんたらの大会には出ないの？」

　そこで静刃は夢姫を見下すように鼻を鳴らした。

「愚おろかですね、春日川夢姫は。あの世太話を真まに受けたのですか」

「世太話って、全部ウソだったの！」

「当たり前です。忍者の大会なんてものが本当にあると思ったのですか。世を忍ぶ忍者が目立ってどうするのです。常識で考えなさい」

　静刃に常識云うん々ぬんを言われると、正直すさまじく腹が立つ思いだった。

「じゃぁ、さっきの甲こう子し園えんのビデオは!?」

「あぁ、あれですか」

　言うと、静刃はビデオデッキから延びたケーブルを持ち上げた。

「なに、そのケーブル？」

「映像というものも所しよ詮せんは電気信号の集積に過ぎません。人体に流れる微び弱じやくな電流をコントロールしてケーブルへ流せば、自分の思い通りの映像をテレビに映すことが可能です。名づけて月詠流忍術奥おう義ぎ、忍者リッピングです」

　理り屈くつはともかくすごい技わざだ、いろんな意味で。

「それじゃぁ、結局月詠さんがさっき言っていたことは全部、二〇〇％口からデマカセだったってことなの!?」

　静刃は腕うで組ぐみをして重々しくうなずいた。

「止むをえませんね。百歩譲ゆずってその通りだと認めましょう」

「譲るもなにも、すべて真実でしょーが!!」

　夢姫は頭を抱かかえた。

「あぁ、もぉ。あたし知らないわよ、野中先生にあんなタンカきっちゃって、あとで絶対問題になるから！」

「そうだな」

　と、総太郎もうなずいた。

「まぁ俺としては今いま更さらこんな同好会なんてどうでもいいけど、野中に目をつけられたのは問題だな。あいつ、普ふ段だんから俺たちを目の敵かたきにしてるからな」

「それは誰かさんの普段の素行のせいでしょ」

　静刃はそこで自分のあごに指を当てると、少し考え込むように目を閉じた。

「フム……確かに今更同好会などどうなってもかまいませんが、このままあの野中教きよう諭ゆに負けを認めるというのもシャクですね」

「シャクとは言っても、どうしようもないでしょ、月詠さんの言ったことはウソだったんだから」

「策がないわけではありません」

　静刃が目を開いた。なにかを思いついた顔だ。そう、なにか、ロクでもないことを。

「要は、なんらかの実績を残せばいいわけです。忍者としての実績を」

「でも、忍者の実績ってなによ」

「忍者とは、すなわち正義の味方です。そのことは普段の私を見ていただければ納なつ得とくの事実でしょう」

　厚こう顔がん無む恥ちとは静刃の代名詞だな、と総太郎と夢姫は心の中で思った。

「そう、この学園の平和を我々忍者帝てい國こくが守るのです！　そうすれば、きっと忍者帝國の功績と認められるでしょう」

「……一応うちには、学園の風紀を守る風紀委員会ってものがあるんだけど」

　と、夢姫がつぶやいた。ちなみに夢姫がその風紀委員長であったりする。

「風紀を守るなどと生なま易やさしいものではありません。日夜増大する凶きよう悪あくなテロリストと正面から渡わたり合える最強の武装集団、それこそが我々忍者帝國なのです！」

「あなたは軍の特とく殊しゆ部隊でも指揮するつもり！」

　しかし静刃はそんなツッコミなどもはや聞いていなかった。

「手て柄がらさえたててしまえばこちらのもの。うまい具合に言いくるめて、同好会を部へ昇格させましょう」

　一人熱血する静刃を見て、総太郎は尋たずねた。

「静刃、やけにやる気だな？」

「当然です。シシはウサギを倒たおすにも一億玉ぎよく砕さいという言葉があります」

「ない！　そんな言葉はない！」

「要は、どんなときも全力投球ということです」

「一億玉砕は全力を超こえて、ヤケクソレベルだと思うぞ」

　まったくである。

「さて、後は凶悪なテロリストが学校に襲おそいかかってくるのを待つだけです。早く来ませんかね」

　とんでもない正義の味方がいたものだ。夢姫が呆あきれたようにつぶやいた。

「言っとくけど、テロリストがそうそう来るとは限らないわよ」

「信じる者は救われる。夢は決してあきらめてはいけません。信じれば、きっと夢がかなうのです」

　いい言葉である。その夢がロクでもない内容であるという点は置いておくとして。ユキが呆れて言った。

「ま、信じるのは月詠さんの勝手だけど、まずムリよ」

「可能性ゼロというわけではありません」

「限りなくゼロに近いわよ」

　まず実現不可能だろう。だが静刃の自信は揺ゆるがなかった。

「大だい丈じよう夫ぶです。なにをしなくとも、息をしているだけで身の回りで事件が発生する。それが主人公の特技というものです」

「そんなに都合よくいくわけないわよ。マンガじゃあるまいし」

「では、こういうコトワザはご存じですか──鳴かぬなら、鳴かせてみせようホトトギス」

「なにをする気よ、月詠さん!?」

　静刃はニヤリと妖あやしい笑えみを浮うかべた。

「事件が発生しないというならば、こちらから発生させるだけです」

　静刃のそんな顔を見て、あぁ、とんでもないことになりそうだな、と総太郎と夢姫は漠ばく然ぜんと感じた──そしてその予感は見事に的中するのである。




　水天主高校から歩いて十数分の距きよ離りに公園がある。それなりの広さがある上、園内は緑が多く、スポーツ施し設せつもいくつか存在する。休日ともなるとカップルのデートスポットによく使われる場所だ。

　その公園の片かた隅すみに屋台があった。平日の午後という時間、公園内にはそれなりの数の人間が存在していた。だが誰もその屋台には見向きもしなかった。

「えぇー、ミュミュ様焼きいかがっすかぁー。甘くて美お味いしいミュミュ様焼きぃー」

「お子様のオヤツ、お土産みやげにぜひどうぞー」

「一〇個で四〇〇円と、お買い得でぇす」

　屋台の前に並んだ男たちが必死に呼び込みをしているが、誰も客はこない。というか、人はその屋台から逃げるように離はなれていく。

「むぅ、どういうことだ!?　客がこないではないか！」

「わかりません、リーダー。どうしてでしょうか？」

　屋台でお菓か子しを焼いていた男が、呼び込みをしていた部下たちと話しはじめた。

「おかしい。研究に研究を重ねたこの邪神印のミュミュ様焼き。味は完璧だ。老ろう若にやく男なん女によに好まれるほどよい甘さを体現している。値段だって、このサイズで四〇〇円ならば決して高くないはずだ」

　と、男は頭を抱えてなげいた。男の名は睦む月つき──邪神組合という秘密結社の幹部である。邪神組合とは、リリカル・ミュミュという名の邪神を崇すう拝はいするカルト集団のことであり、総太郎たちとは敵対関係にあった。

「リーダー。愚ぐ考こうしますに、この形が問題なのでは？」

　と、睦月の部下が商品のミュミュ様焼きを手に取った。ミュミュ様焼きというのは、早い話人形焼の親せきである。ただ形がミュミュ様の姿──メガネとネコ耳をつけた子供メイドの姿をしているのである。細部まで表現するため、手の平くらいのサイズがあるので結構大きい。

「形？　特注の鉄板で作ったこの形は完かん璧ぺきなはずだ。我らが崇拝するミュミュ様の特とく徴ちようをよく捉とらえていると思うのだが」

「そこです！　このミュミュ様焼きの完成度はもはや芸術の域にまで高められております。だからこそ、ミュミュ様の愛らしいお姿を食べてしまうなどという蛮ばん行こうができないのです！」

「そうだったか、なんてこった。盲もう点てんだった。造ぞう詣けいにこだわったのが仇あだとなったか」

　頭を抱えて身もだえする睦月。ハタから見たら妖しすぎる。実際、近くを通りかかった子供が指をさしながら母親に尋ねた。

「ママァ、あの人たち、なんでムラサキなの？」

「これ、見ちゃいけません。はやく行くわよ」

　足早に去っていく親子連れ。そう──邪神組合の面々は、トレードマークであるムラサキローブをつけていたのである。睦月だけは顔を出しているが、呼び込みをしている男たちはＫＫＫクー・クラックス・クランみたいな三角頭ず巾きんまでつけている。はっきり言って、夜中に出会ったら変質者確定の姿である。昼間会っても十分ヘンタイだが。

　そのヘンタイ集団は公園の片隅で額を寄せ合って相談していた。

「そもそも、どうして我々がこんなところでこんな屋台なんてやってるんでしょう？」

　部下の言葉に、睦月はカッと目を見開いた。

「しかたなかろう！　資金不足なのだ。なにごとにも金は必要。金がない以上、稼かせがねばならない。これはいわば自然の摂せつ理りなのだ」

　そこで睦月は拳こぶしを握にぎり締しめると、涙なみだを流し始めた。

「クゥ～。本来ならば夏コミでミュミュ様グッズを販はん売ばいして資金を稼ぐと同時に全国のミュミュ様信者を増やすという遠大な計画のために今いま頃ごろは大急がしだったはずなのに」

「どうしてこうなったんでしょう、リーダー？」

「しかたないだろう！」

　睦月が泣きながら叫さけんだ。

「抽ちゆう選せんで落選したんだから！」

　遠大な計画は、クジ運によって挫ざ折せつしたのであった。

「だが、我々は諦あきらめない。いつの日かミュミュ様の、ミュミュ様による、ミュミュ様のための世界を構築するため、我々は常に邁まい進しんし続けるのだ！」

「そうです、リーダー！　信じる者こそ救われるのです」

「リーダー！　一生ついて行きます！」

「リーダー！」

「リーダー！」

「ウム──全員、気合いは入っているか、アミィィィゴォォォォ!!」

『アミィィィィゴォォォォォォ!!』

　突とつ然ぜん全員が絶ぜつ叫きようしだした。カルトだ。そしてますます道行く人が遠ざかっていった。

「邪じや神しん組合、ファイヤァァァァァァァァァァッ!!」

『ファイヤァァァァァァァァァァァァァァァッ!!』

「ミュミュ様モエモエェェェェェェェェェェッ!!」

『モエモエェェェェェェェェェェェェェェェッ!!』

「よぉし、邪神組合唱歌斉せい唱しようぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　睦月が絶叫すると、全員が手を振ふりながら前奏を口ずさみはじめた。何度も繰くり返かえし歌って慣れている様子だ。一堂はそのままアカペラで歌いだした。




　あぁ、夢にまで見た邪神組合　今日も元気に行きましょう、ハイ！

　邪神の挨あい拶さつはアミーゴだ　朝から晩までアミーゴだ　今日から一年後までアミーゴだ

　道行く子供にアミーゴ　逃にげ行く大人にアミーゴ

　迫せまるパトカーにアミーゴ　務所仲間にアミーゴ　お迎むかえの天使にアミーゴ

　ＪＡＳＨＩＮ　ボンバイエ　ＪＡＳＨＩＮ　ボンバイエ　アミーゴ　フラミンゴ

　それでは皆みなさんご一いつ緒しよに　邪神組合アミィィィィゴォォォォッ！　レッツラゴ～♪




　歌い終わると、彼らは空に向かって拳を突つき出した。

「アミィィィィィィィィィィィィゴォォォォォォォォォォォォォッッ!!」

『アミィィィィィィィィィィィィゴォォォォォォォォォォォォォッッ!!』

　白昼の公園のど真ん中で絶叫するムラサキ集団──ただひたすらにカルトであった。一いつ般ぱん人が遠ざかる速度も加速度的に上じよう昇しようしていた。

「はぁ、はぁ、よし、続いて、ミュミュ様賛歌を……」

　息も絶え絶えな睦月。さすがに部下が手を上げた。

「リーダー！　はぁ、はぁ、息が続きません。今はこれだけにしておいて、賛歌はまた後ほどということで」

「う、うむ、そうだな、はぁ、はぁ、こんな状態で賛歌を歌っても美声は出ん。はぁはぁ、それではかえってミュミュ様に失礼だ」

　と、睦月もうなずいた。彼も結構限界に近いようである。

　ともあれ、カルトな儀ぎ式しきは一区切りついた。睦月は息を整えると、腕うで組ぐみをして重々しくうなずいた。

「ともかく、ミュミュ様焼きの形はいまさら変へん更こうすることはできん。それにミュミュ様の愛らしくも尊いお姿は、きっと民衆にも受け入れられるはずだ」

「となりますと……」

「味が問題っすかね、モグモグ」

　部下の一人がミュミュ様焼きを食べながら首をかしげた。

「モグモグ……こんなに美味しいのに、なにが問題なんすかね」

「味には自信はある。知り合いから安く手に入れた国産小麦と小豆あずきだ。そこら辺の店で売っているものより、うちの屋台のほうが断然美う味まいはず。焼き方だって研究したから完璧だ」

　睦月が自信たっぷりにうなずく。意外にマメな性格である。その労力をもう少し違ちがうベクトルに向ければ、世の中もっと平和になっていたかもしれない。

「モグモグ……この味なら絶対問題ないはずっす。いくら食べてもクドくなく、飽あきのこない最高の味っすね、モグモグ」

　別の部下がおずおずと、気になる点を口にした。

「しかし、昨日開店してから客が一人も来ないというのは問題ですよ」

「そうだな。味には自信があるのだ。せめて誰だれか一人、誰か一人でも客が来てくれれば、きっと味がわかってもらえるはず」

「そうっす。誰かに食べてもらうのが重要っすよ、モグモグ」

「ウム。誰か客がくれば、きっとそこから口コミで一気に集客が見込めるはずだ。誰かにうちのミュミュ様焼きを食べてもらえれば……」

「それならお試ためし期間ということで、いくつかタダでくばるのはどうっすか？　モグモグ……」

「木きの下したぁぁぁぁぁぁぁ!!　貴様食いすぎだぁぁ!!　売り物をバクバク食うなぁぁぁ!!」

　睦月の怒ど鳴なり声に、その部下は首を縮めた。

「ご、ごめんっす。モグモグ。でも、どーせ今夜のご飯も売れ残ったこれっすよね？　ならいいじゃないっすか、モグモグ」

「とか言いながら食うんじゃない！」

　叫びながら睦月は非常識な部下の頭をおもいっきりドツいた。信者は地面に転がりながら、涙目で睦月を見上げた。

「イ、イタイっすよ、リーダー」

「黙だまれ、自じ業ごう自得だ！」

「ヒドイっす。これ以上バカになったらどうするっすか」

「お前以下のバカは存在しないから安心しろ。そもそもこのミュミュ様焼きは売り物なんだ！　お前に食わせるためにわたしは汗あせ水みずたらしてミュミュ様焼きを焼いているんじゃない！」

「やっぱ、焼きたてのほうが美味いっすよ」

「売れ残りはくれてやるから、家に帰ってレンジでチンして食え！」

「うち電子レンジないっす」

　とか話していたら、背後から声をかけられた。

「ちょっと、そこの」

「はい、いらっしゃいませ！」

　睦月はたちまち相そう好ごうを崩くずして接客スマイルを浮うかべた。切り替かえが早い。

「おぉ、美しいお嬢じようさん。ミュミュ様焼きがご入用でしょうか？」

「ミュミュ様焼き？　それはどういったものですか？」

「百聞は一見にしかず！　試食をどうぞ！」

　笑え顔がおのまますかさず焼きたてを一つ差し出す睦月──が、そこで動きが止まった。相手の顔に見覚えがあったからだ。

「おや、お嬢さん……どこかで会ったことがあるような……」

「口説き文句としては芸がないですね」

　そこで気付いた部下の一人が睦月に耳打ちをした。

「リーダー、こいつ、月詠静刃ですよ」

「そうか！　貴様、月詠静刃か！」

　思い出したように睦月が顔を上げた。目の前にいたはずの静刃は──いつの間にか屋台の前へ移動し、焼きあがったミュミュ様焼きを勝手に頰ほお張ばっていた。

「フム、見た目の割に味はそれなりですね。これなら食べれなくもありません」

「なに勝手に食ってるんだ、貴様ぁぁぁぁぁ!!」

　と、静刃は両手にミュミュ様焼きを持ってパクパク食べていた。口で言うよりも気に入っているようだ。

「月詠静刃！　なんの用だ！　我々の商売をジャマしに来たのか！」

「まさか、私はそれほどヒマではありませんよ、モグモグ」

「ならなんの用だ！」

「なに。ちょっと、あなたがたに耳寄りな話を持ってきただけですよ、パクパク」

「取りあえず、遠えん慮りよもなくバクバク食うなぁぁぁぁぁ!!」

　一向に食べるのをやめようとしない静刃に対し、睦月がきれた。

「こんなにたくさんあるのだから、いいではありませんか」

　静刃は売り物のミュミュ様焼きをひたすら食べ続けた。あいかわらずの厚こう顔がんぶりだ。

「それは我々の貴重な収入源だ！」

「試食していいと言ったのはそっちでしょう。それに、収入源ならば問題ありません。あなたがたに耳寄りな話を持ってきたのですから」

「なんだと？」

　宿敵の意外な言葉に、睦月たちは眉まゆをひそめた。

「なんだ、その話とは？」

「うふふふ……」

　静刃はニタリと、悪あく魔まのような笑いを浮かべて取引を持ちかけた。その内容は──




　──その翌日、平和な水天主高校の放課後は突とつ如じよ乱入した怪あやしいムラサキ色の集団によって破られたのだった。

　いきなり学校へ乱入してきた邪神組合。連中は一部の生徒を人ひと質じちとして教室へたてこもったのだった。

「なんてこった、昨日静刃が言っていたことが、本当に起こるなんて！」

　校庭から校舎の様子を窺うかがいつつ、総太郎が頭を抱かかえて叫さけんだ。その隣となりにいる夢姫の顔は、妙みように青ざめていた。

「……あたし、すっごく悪い予感がするのよね」

「どうした、ユキ？」

「昨日月詠さんが騒さわいで、今日いきなりこれでしょ？　タイミングがよすぎるとは思わない？」

「そう言われれば……」

「それにさらに言えば……さっきから、月詠さんの姿が見えないのよね」

「それって、まさか……」

　二人は冷ひや汗あせを流しながら、邪神組合に占せん拠きよされた教室を外から眺ながめた。教室の窓からは人質となった女子生徒が顔を出していた。

「だ、誰か、わたくしをお助けくださいまし!!」

「げ！　しかも人質って、会長かよ！」

　左右で束ねた髪かみ型がたに整った顔立ちの彼女は、この水天主高校生徒会の会長、嶌しま智とも香かその人であった。総太郎たちともそれなりに面識のある人物だ。

「あの人もまた、タイミングが悪いな……」

「あの部屋って生徒会室だから、きっとタマタマいたのね……」

　総太郎と夢姫はハァ、とため息を吐ついた。が、その次の瞬しゆん間かんに訪おとずれた驚きよう愕がくに比べれば、今の心境などまだまだ序の口だった。

「誰も近づくのではありません！　近づけばこの女の命はありませんよ！」

　拡声器を使って叫んだのは、ムラサキローブに頭ず巾きんをつけた邪じや神しん組合の信者──のはずだが、その声には妙に聞き覚えがあった。

「一歩でも近づいてみなさい、この女の髪を剃そって丸まる坊ぼう主ずにしてやりますよ！」

「イヤですわ、髪は女の命ですのよ！　せっかくここまで伸のばしたのに、どなたか助けて!!」

「この女を無事に帰して欲しくば、甲こう虫ちゆうカードを百万枚用意しなさい！」

　──なんだか、微び妙みように緊きん張ちよう感の欠ける脅きよう迫はくだった。総太郎は頭をかきながら夢姫を見た。

「なぁ、ユキ。あれってさ……」

「言わないで、ソータ。あのバカみたいな脅迫を言う人には、あたしも心当たりがあるから」

「あ……会長に突つきつけている刀って、静刃がいつも持ってるやつだぜ？」

「えぇ、わかっているから、言わないで」

　教室内から、その信者は会長を抱だきかかえながら叫んだ。

「後三〇分以内にカードと逃とう走そう手段を用意しなければ、人質がどうなっても知りませんよ！　一分ごとに髪先から一〇センチ刻みに切ってやります！」

「いやですわ、そんなの！　三〇分後には髪が三メートルも切られてしまいますわ！　誰か助けて!!」

　会長の髪はせいぜい三〇センチくらいしかない。

　それはともかく、もはや正体がバレバレの信者は窓にカーテンを閉めると、外からの視線をさえぎった。

「な、なぁ、ユキ、どうしよ？」

　総太郎が尋たずねると、夢姫は頭痛をこらえるようにうめいた。

「……いくわよ、ソータ。これ以上大事になる前に、早く行ってあのおバカさんを連れ戻もどすわよ」

　校庭はこの事件に、大おお騒さわぎだった。総太郎たちの周囲では、多くの教師たちが右往左往している。

「くっ、いったいどうなっているんだ！　とにかく、生徒の避ひ難なんは済んだのか！」

「あの校舎には犯人と人質以外いないようです」

「警察への連れん絡らくはどうなっている！」

「電話が不通です。携けい帯たい電話までなぜか使えなくて……」

「なら直接警察へ行け！」

「何者かの手によって車のタイヤが全すべてパンクさせられています。走って警察まで行くとなると、三〇分くらい時間が……」

「なんてことだ！」

　総太郎と夢姫は顔を見合わせた。

「聞いたか、ユキ？」

　たぶん、この妨ぼう害がい工作は静刃が事前にやったことだろう。普ふ段だんはズボラなくせに、こういうときだけ用よう意い周しゆう到とうなのだ、静刃は。夢姫もうなずきながら答えた。

「えぇ。三〇分以内に月詠さんを止めて、なんとかごまかすのよ。こんなこと、先生たちにバレたらよくて退学よ」

　もはや同好会存続がどうという問題を超こえてしまっていた。一刻も早く事態を収拾させねば、どんな大惨さん事じとなるかわかったものではない。

「でも、どうする？　さすがにみんなが見ている前であの教室に侵しん入にゆうするのは難しいぜ」

「そうよね……」

　二人が腕うでを組んで対策を考えていると、そこに新たな人物が接近してきた。

「あ、いた！　君たち、これはいったいどういうことだい！」

　慌あわてた素そ振ぶりで早口に尋ねてきたのは誰だれであろう、水天主高校生徒会副会長、緋ひ月づき暁さとるである。水天主高校の三年生で、総太郎たちにとっては気さくな先せん輩ぱいである。

　彼はこう見えて、伊い賀が忍にん者じやの末まつ裔えいでもあり、静刃とはこれまで何度か争ってきたライバルでもある。もっとも、これまでのところその勝負は静刃の圧勝に終始しているが。

「さっきのあれ、どういうことなんだい！」

「え？　い、いや、なんのことだか、俺にはさっぱり……」

　総太郎はとぼけてごまかそうとしたが、緋月は甘くなかった。

「ふざけないでくれ！　さっき見えたあれ、なんでここに邪神組合の連中が来たのかは謎なぞだけど、それにくわえて一いつ緒しよに月詠静刃までいたじゃないか。いったい、彼女はなにを企たくらんでいるんだい！」

　どうやら緋月も静刃の正体に気づいてしまったようだった。

「……やっぱ、わかりましたか、副会長？」

　夢姫が尋ねると、緋月は重々しくうなずいた。

「まぁね。顔を隠かくしていても、動きでだいたいわかるよ──もっとも、それに気付いているのは今のところ僕らだけらしいけどね」

　緋月は周囲を見み渡わたして言った。

「他のみんなは突とつ然ぜんの出来事に慌てるばかりで、そこまで気がまわってないね。それに、この距きよ離りだとそこまで細かく見えないだろうね」

　総太郎たちがいる場所と教室とは間に校庭一つが丸々挟はさまっている。直線距離で一〇〇メートル以上。裸ら眼がんでこの距離を見み極きわめるのはかなり難しいだろう。

「へぇ、副会長、目がいいんですね」

「まぁね。両目とも二・〇だからね」

　少し得意そうに緋月が言った。

「忍者たる者、目はよくないとやっていけないからね、これくらい当然さ」

「そうなんですか……でも、俺だって二・二はありますよ」

　総太郎が得意そうに言った。夢姫と総太郎もこの距離で静刃に気付いたわけだから、視力はいいわけだ。

「ユキは確か、二・五だっけ？」

「そうね。眼科で前計ってもらったら、それくらいあったわね、確か」

「…………」

「あれ、どうかしました、先輩？」

　総太郎が尋ねると、緋月は乾かわいた笑いをこぼした。

「いや、なに。先輩としてのありかたとおのれの無力さをかみ締めていただけだよ」

「？」

「それよりも、話を戻そう。それであの月詠静刃は、いったいなにを考えてあんなことをやってるんだい！」

「いや、それが……」

　総太郎と夢姫は緋月にこれまでの経けい緯いを説明した。

「……なるほど。それで、同好会存続のために君たちは動いていたわけかい？」

「そうです。それで昨日静刃が飛び出していって……なにがあったかは知らないけど、今日になってこんなことをしでかしたわけです」

　どうやら緋月も状じよう況きようは理解できたらしい。緋月は呆あきれ果てた、といった様子でため息を吐いた。

「やれやれだね。どうしてこう、月詠静刃って女は、問題ばかり起こすのかねぇ」

「すいません、副会長」

　夢姫が頭を下げると、緋月は慌てて手を振ふった。

「おっと、君たちを責めたわけじゃないよ。悪いのは月詠静刃本人に決まっているんだからね」

「でも……」

「まぁ、その議論について今は置いておこう。それよりも、今は事態を収拾させるのが先だろう？　早くいこう」

　緋月はそう言うと、先頭に立って歩き出した。総太郎と夢姫が慌ててその後を追った。

「副会長、どこへ!?」

「ん？　決まってるだろう？　あのバカな忍者を止めにいくのさ。君たちはいかないのかい？」

「手伝ってくれるんですか!?」

　緋月は夢姫に向かって親指を立てた。

「まぁ手伝うってのは少し違ちがうかな？　月詠静刃は、僕にとっての宿敵だからね。彼女の邪じや魔まをするのは僕の使命さ。君たちとはタマタマ目的が合がつ致ちしただけのことだよ」

　うそぶく緋月。どこまで本心かはわからないが、今は協力し合うことができそうだった。

「でも、先輩。どうやってあそこまで行くんすか？　さすがにみんなに見られながらいくわけにはいかないでしょ？」

「大だい丈じよう夫ぶ、僕に考えがある」

　総太郎の問いに、緋月が自信たっぷりに胸を叩たたいた。頼たのもしい動作だった。

　──同じ動作なのに、静刃がやるのと緋月がやるのとでどうしてここまで安心感に差があるかな、と総太郎は心の中で思った。たぶんそれは、二人の日ごろの行いの差だろう。




　一方──教室内では、犯人である邪神組合の面々が額を寄せ合って相談していた。

「リーダー。聞きたいことがあるのですが？」

「なんだ？」

　睦月がうながすと、信者の一人が尋ねてきた。

「我々は、どうしてこんなことをしているのでしょうか？」

「わたしにもよくわからん」

「それに、どうして我々があの月詠静刃のいいなりになっているのでしょうか？」

「それこそ知るか！」

　睦月の言葉が、その場にいる全員の内心を代弁していたのだった。

　昨日公園にいきなりやってきた静刃の口車に乗せられて、いつのまにかこんな強ごう盗とうの片棒を担かつがされている状態であった。

「ははははは、気分がいいですね。もう一暴れしてこちらの凶きよう悪あく振ぶりをアピールしてやったほうがいいですかね？」

　悦えつに入いって静刃はそう言った。彼女はすっかりくつろいだ様子で、頭ず巾きんも取って素す顔がおをさらしていた。教室内のイスと机を片側に寄せ、部屋のど真ん中で偉えらそうにふんぞり返って座った状態だ。

「そうですね。外の人間がもう少しこちらに近づいてきたら火か炎えん瓶びんでも投げつけてやりますかね。それとも、迫せまる赤い目の巨きよ大だいイモ虫を焼き払はらうがごとく、忍者ビームでも撃うってやりますか」

　などと物ぶつ騒そうなことこの上ない。完全に頭のネジが外れているとしか思えなかった。

「わ、わたくしをどうする気ですの、月詠さん！」

　人ひと質じちの会長は縛しばられて教室の片かた隅すみに転がっていた。静刃は視線だけを会長に向け、さげすむような笑えみを漏もらした。

「ふっ、安心しなさい。あなたが暴れない限りは危害はくわえません。このまましばらく暴れて、適当に時間がたったら解放してあげます」

「あぁ、どうしてわたくしがこんな目にあわなくてはいけませんの!?」

　会長は縛られたまま天てん井じようを見上げて大おお仰ぎように嘆なげいた。

「今日に限って、どうしてわたくしはこんな不幸ですの？　朝の占うらないでは、今日の乙おと女め座ざは運勢が最高だったはずですのに、どうして？」

　会長。朝の占いは毎日チェックしていたりする。けっこうマメな性格なのだ。

「やはり……わたくしが獅し子し座ざなのが問題でしたかしら？」

「当たり前ですっ！」

　会長のボケた言葉に、珍めずらしく静刃がツッコミを入れた。突つっ込こまれた会長はキッと、静刃をにらみつけた。

「大きなお世話ですわ、月詠さん！　そもそも、いったいなにをする気ですの、あなた!?」

　静刃は座ったままつまらなそうに肩かたをすくめた。

「別に。私もこんな面めん倒どうなことは好きではないのですが、同好会存続のためです。我々忍者帝てい國こくが正義の味方になるにはどうしても悪役が必要だった、タダそれだけの話ですよ」

　好きではない、と言ってる割に先ほど会長を人質にしていたときはやけに声が楽しそうだった。

「まぁ、筋書きはもうできています。この猿さる芝しば居いももうすぐ終わりますよ、あなたに心配されなくともね」

　静刃がクチビルの端はしを持ち上げて薄うすく笑った。悪役じみた笑いかただった。

　それを見た邪じや神しん組合一同は、不安そうにまた相談を開始した。

「なんか、ヤバくないか？　俺たちこのまま協力してていいのか？」

「なんか、このままだと捨て駒ごまにされそうな予感が……」

　一〇人の信者たちがそろってリーダーの睦月を見た。睦月は咳せき払ばらいをしてから口を開いた。

「落ち着け、皆みなの衆。安心するがいい。この私がなんの策も無しに月詠静刃の口車に乗ったと思うか？」

「そうだったんじゃないんすか？」

「黙だまれ、木下！　私がそんな無策なことをするものか！　邪神組合大幹部『突とつ撃げきする参さん謀ぼう』こと、この睦月流ながれを甘く見るなよ」

　睦月は低い声で吼ほえた。

「考えてもみろ。今、この狭せまい教室内に月詠静刃は一人。それに対して我々は一一人。包囲してしまえば奴やつに逃にげ場はない。月詠静刃を倒たおす絶好の機会だ。幸いやつは完全に油断しきっている。スキをつけば、必ず勝てるはずだ！」

　睦月が意気込んで言えば、信者たちは顔を輝かがやかせた。

「おぉ、確かに！」

「さすがは我らのリーダー！」

　信者たちが沸わきたつ──が、約一名沈しずんだ声を漏らす者がいた。

「そうは言っても、前に同じことをして、一いつ瞬しゆんで返りうちにされたことがあったじゃないっすか」

「黙れ、木下！　余計なことを思い出すな！」

　一言多い信者を睦月は殴なぐり倒した。

「い、いたいっすよ、リーダー」

　殴られた顔を頭巾の上から押さえつつ、信者が鼻声で訴うつたえた。睦月は顔を赤くして手を振った。

「そんな過去のことにいつまでもこだわっているんじゃない！　我々は常に未来へ向かって邁まい進しんするのみ！　知ち恵えと勇気こそが我々の力だ！」

　早い話、無む謀ぼうな突撃なわけだ。勝てる見込みはきわめて低かった。

「とにかく、全員さりげなく動いて、月詠静刃を包囲する配置につけ。私がスキを見て、合図をしたら全員で取り押さえるのだ。今日こそは我々の勝利。月詠静刃め。我々がそうあっさり手なずけられると思ったら大間違いだぞ」

「でも、もう昨日もらった仕事の前金は全部つかっちゃったっすよね」

「大きなお世話だ、木下！　それに、あんな金を先に渡わたすほうが悪い」

　開き直って言う睦月。正直情けなかった。

「もらえたのは二〇〇〇円札一枚だったっすけどね」

「黙れ！　そのお陰かげで昨日はオカラがたっぷり食えただろう！」

「せめて醬しよう油ゆくらい欲しかったっす」

「黙れ！　ゼイタクは敵だ！」

　睦月が声を荒あららげた。正直言って、この連中が口を開くたびに惨みじめさが露ろ呈ていしていた。

「木下。貴様これ以上文句を言うなら、殴るぞ！」

「イタッ、殴りながら言わないで欲しいっす」

　頭巾の上から顔を押さえつつ、木下が言った。

「せっかくのかわいい自分の顔が潰つぶれたら、どう責任とってくれるっすか」

「自分で自分をかわいいとか言うな！　男がかわいくてもキモイだけだ！」

「えぇっ!?　リ、リーダー、それはちょっとヒドイっすよ」

　傷ついた様子の信者を一いち瞥べつし、睦月は鼻を鳴らした。

「えぇい、木下！　貴様の顔のことなどどうでもいい！　とにかく、作戦は決行する。スキを窺うかがいつつ全員配置につくのだ」

「リーダー！　最後に質問っす」

「なんだ、木下？　いい加減にしろよ、貴様」

　少しウンザリした顔の睦月だが、木下は気にせず続けた。

「質問というか、提案っす。全員で飛び掛かるのはいいっすけど、誰だれか切り込み隊長を決めておいたほうが成功すると思うっすよ」

　フム、と睦月はその提案を一考した。木下が説明を続ける。

「切り込み隊長が先んじて月詠静刃の注意をひきつけて、他の連中がそのスキに襲おそいかかるっす」

「フム、悪くないかもな。なら木下、お前が先せん陣じんだ」

　木下はえっ、と顔を歪ゆがめた。

「自分っすか！」

「そうだ。こういうことは言いだしっぺがやれ」

「リーダーがやるんじゃないっすか？　やっぱ、一番の手て柄がらはリーダーに」

　睦月は首を振った。

「いや、今回はお前に手柄を譲ゆずってやる。わたしは、ほら、参謀だからな。後ろで指示を出さねばならん」

「でも、リーダーは『突撃する参謀』じゃないっすか！」

　睦月は軽く息をはいた。

「いや、どうもな。わたしなりに最近の敗因を分ぶん析せきしたのだが、参謀であるわたしが最初に突っ込んでまっさきにやられるのが問題なのだと気付いてな」

　もっと早く気付けという話だ。

「でも、リーダー、自分自信ないっすよ」

　木下は不安そうに震ふるえる声を漏らした。

「大丈夫だ、木下。お前ならきっと、みごとに先陣を切って捨て駒──もとい、切り込み隊長の役目を果たせるはずだ」

　少しだけ本音が漏れた。

「リーダー……」

「安心しろ。ここを使って戦うのだ。そうすればきっと勝てる」

　睦月が自分の頭を指差すと、木下はうなずいた。

「頭ず突つきっすね！」

「言うと思ったわ！　そうじゃなくて、その中身を使えというのだ、中身を！」

「中身というと……頭に穴開けて、自分の脳みそを取り出して相手に投げつけるっすか？　エグい攻こう撃げきっすね」

「違ちがうわ、バカ！　知恵と勇気で戦えというのだ!!」

　木下に任せるのは著いちじるしく不安だったが、役立たずを捨て駒にするのは戦いの定石だ。

「安心しろ、木下。信じる者にはきっと、大邪神リリカル・ミュミュ様のカゴがあるはずだ。ミュミュ様モエモエ」

「……最近ふっと思ったっすけど、『萌もえ』ってなんすか？」

「唐とう突とつになんだ？」

「最近知ったっすよ。野菜のモヤシってあるじゃないっすか？　あれって漢字で『萌やし』って書くっすよ」

「なにが言いたい？」

「『萌え』という言葉に疑問を覚えた瞬間だったっす」

　やっぱこいつに任せるのやめようかな～、と睦む月つきが覚えた瞬間だった。

「ちなみに自分は、オタクの大半がモヤシッ子であるという事実になんらかの因果関係があるのではないかと考えてるっす」

「だから、お前はそーゆー危険なことを口走るな！」

　やはり不安だ、と睦月は内心何度も繰くり返した。




　その頃ころ、生徒会室の外の廊ろう下かにとある変化が起こっていた。廊下の隅すみの床ゆかが下から持ち上げられ、そこから緋月が顔を出したのだった。

「よし、うまい具合に侵しん入にゆうできたぞ」

　軽くガッツポーズをする緋月。続いて穴からは総太郎、夢姫が姿を現したのだった。

「こんなところに繫つながる抜ぬけ道があったなんて、驚おどろきだな」

　総太郎の言葉に緋月がうなずいた。

「以前邪神組合はこの学校を拠きよ点てんにしていたからね、いくつかの抜け道が未いまだに残っているのさ」

　夢姫が感かん慨がい深ぶかげにうなずいた。

「一巻の伏ふく線せんがようやく活いかせたわけね」

　そういうわけである。

「さて、ここまで来たら、後はどうやって中に入るかだな」

　緋月が首をかしげた。

「多分中の連中はまだ僕たちに気付いてないだろうからね。今なら奇き襲しゆうができるはずだ」

　確かに、相手はそれなりの人数がいるようだ。戦うならば、奇襲戦法が一番だろう。夢姫は教室の扉とびらを眺ながめた。

「教室の前後の扉から中に飛び込むんですか、副会長？」

「そのつもりさ。もっとも、君たちに戦力の期待はしてないよ」

　緋月は総太郎たちに向かって肩かたをすくめた。

「ぼくが教室の前から中に突とつ入にゆうする。君たちは後ろの扉の横で武器をもって待ち構えて、逃げようとする連中の頭を殴って足止めをするんだ」

　と、戦略を組み立てていく三人。緋月は教室を指差しながら説明した。

「邪神組合の連中も規模が縮小して以来、なんだかんだで戦せん闘とう能力は低い。僕一人で十分戦えるはずだ。君たちのところにもそんなに多くは逃がさないつもりだから、安心して欲しい」

「となると、問題は静刃だよね」

　総太郎の言葉に緋月がうなずいた。

「そうだ、月詠静刃がなにを考えているかは知らないが、あれが大人しく捕つかまるようなタマじゃないってことはぼく自身心得ている。きっと今回も、考えるだに恐おそろしい、邪じや悪あくな謀はかりごとをたくらんでいるに決まっている」

　緋月が忌いま々いましげにそう断じた。が、総太郎は、そうかなぁ、と首をかしげた。

「いや、先せん輩ぱい。静刃に限ってそんな──どーせまた、底の浅いくだらない理由ですよ？」

「いいや、そうやって甘くみていると手痛いしっぺ返しが来る。月詠静刃はそういう女だ。僕自身、何度苦汁を嘗めさせられたか……」

　歯は軋ぎしりをする緋月。よほど口くち惜おしかったらしい。

　それにしたって、静刃も買いかぶられたものである。総太郎や夢姫としては、緋月がそこまで用心する理由がよくわからなかった。ただ、緋月が静刃のせいで何度もヒドイ目にあっているのは間違いないので、緋月の警けい戒かいもあながち的外れではないのかもしれなかった。

「で、先輩。結局どうするんですか？」

「おっと、そうだったね。失敬失敬。戦略はさっき言った通り、僕が中に入って全員を片付けるとしよう。君たちは逃にげようとする連中の相手をしてくれればいい。くれぐれも、深追いはしないように。しとめ切れなかったら逃がしてかまわないよ」

　総太郎に促うながされ、緋月がテキパキと指示を出してくれた。その指示自体はいいのだが、夢姫としては気になることがあった。

「あの、いいですか、副会長？」

「なんだい、春日川君？」

「えっと……別にあたしたちはいいんですけど、副会長こそ大だい丈じよう夫ぶなんですか？　中に何人いるかもわからないのに、一人で」

「おや、心配してくれるのかい？　優やさしい後輩を持って、僕は幸せ者だね」

　表情を緩ゆるめて微笑ほほえむ緋月。白い歯がキラリと光った。緋月はそのまま親指を立て、少しキザっぽく答えた。

「大丈夫さ、春日川君。こう見えたって、僕も忍にん者じやの端はしくれ。腕うでには自信がある。あの中にいる連中で手て強ごわいのは月詠静刃くらいさ。邪じや神しん組合の連中に後おくれをとるほど腕は鈍にぶってないよ」

「本当に大丈夫なんですか？」

「あぁ、もちろんさ。僕を信用したまえ」

　胸を叩たたく緋月。やはり頼たのもしい動作だった。静刃がやるのとは大違いだ。

「あの、俺も一ついいっすか？」

　総太郎が手を挙げた。緋月が首を振ふって先を促してくる。

「なんだい、六尽君？」

「あのですね、先輩は昔、邪神組合にいたじゃないっすか？　なのに、どうして助けてくれるんですか？」

　直球の質問。答えにくいことを無神経にズケズケと聞くのは、総太郎らしい行動だ。隣となりにいた夢姫は慌あわてて総太郎の口を塞ふさごうとしたが、もう遅おそかった。

「ちょっと、ソータ！」

「なんだよ、気になるだろ？」

「だからって、なんてことを聞くのよ！　しかも、今さら！」

　夢姫は慌てるが、質問された当人は落ち着いたものだった。

「いや、もっともな質問だね。答えよう」

　緋月はうなずいた。

「確かに昔、僕は連中に協力していた。でもそれは連中に雇やとわれていただけの話さ。もう契けい約やく期間も終わったし、金の切れ目が縁えんの切れ目って言葉どおり、今は無関係さ。それに個人的に連中のことは好きじゃないから、手心をくわえるつもりもないよ」

　緋月は真まっ直すぐな眼まな差ざしでそう断言した。迷いはないようである。

「そうっすか……なら、俺から言うことはないです」

　総太郎もあっさり引き下がった。一応気になっただけで、緋月のことを信用していないわけではないのだ。なんだかんだでこの人は面めん倒どう見みのいい先輩であるわけだし。

「よし、行こう」

　緋月はうなずくと、音もなく廊下を歩いて前の教室の扉のそばへと張り付いた。総太郎と夢姫は廊下にあったホウキを武器として構え、反対側の扉へと張り付いた。

　そして緋月と視線で合図し、互たがいに準備が整ったことを確かく認にんした。そして──緋月が扉を蹴け破やぶる勢いで中に飛び込んだ。

「全員動くな！　ムダな抵てい抗こうはやめろ！」

　緋月の叫さけび声が中から響ひびいた。するとなにかが転がるような音とともに、総太郎たちが待ち構える扉から勢いよく飛び出してくる人ひと影かげがあった。

「今だぁぁぁぁ!!」

　総太郎は渾こん身しんの力でホウキを相手に叩きつけた。夢姫も同様だ。

「プギャッ」

　怪かい力りきの夢姫の攻撃をまともに受け、相手は短い悲鳴を上げてその場で昏こん倒とうした。飛び出てきたのはその一人だけで、後続はいないようだった。自らの成果に総太郎はガッツポーズをとった。

「やった、倒たおしたぜ！」

「えぇ……って、この人会長じゃないの！」

「なにっ！」

　よく見れば、頭にタンコブをつくって目を回しているのは誰だれあろう、人ひと質じちだったはずの会長だ。予想外の事態に、二人は慌てた。

「なんで会長がまっさきに出てくるのよ！」

「スキをついて逃げてきたんだろうなぁ……」

　総太郎と夢姫は気まずそうに互いの顔を見合った。

「……見なかったことにしよう」

「そうね、ゴメンなさい、会長」

　二人はなかったことにした。気絶した会長は廊下の隅に寄せて、寝ねかせておいた。

「そんなことより、中の様子はどうなったのよ!?」

「そうだ、静刃！」

　二人は静かになった教室の中へと突入した。教室内は──邪神組合の連中全員が死し屍し累るい々るいと倒れ伏ふしていた。そして教室の中央では静刃と緋月が対たい峙じしているところだった。

「どうなっているんだ？」

　総太郎は首をかしげた。緋月が倒したのだろうか？　しかし、いくら緋月が強くても、この短時間でこれだけの人数を倒せたとは思えない。おまけに、物音もほとんどなかったはずだ。いったいどうなっているのだろうか？

　と、総太郎が首をひねっていると、静刃が素すっ頓とん狂きような声を出した。

「な！　総太郎様！　どうしてここに！」

　静刃は驚いた表情を浮うかべ、慌てたように床に転がっていた紫むらさき色いろの三角頭ず巾きんをかぶった。そして頭巾の奥からくぐもった声を漏もらす。

「ははははは、よくぞここまで来ましたね、みなさん。私がこの邪神組合を新たに率いる新リーダー、邪神ニンジャです！」

　静刃がそう名乗るが、夢姫は冷めた表情を浮かべただけであった。

「いや、なにしてんの、月詠さん」

「なんのことやら、私にはさっぱりですね、春日川夢姫。私は月詠静刃などという超ちよう絶ぜつ天才忍者とは無関係です！」

　静刃がごまかそうと叫んだが、もはやバレバレだった。

「いや、今思いっきり顔見えたし」

「見くびってもらっては困りますね、春日川夢姫……あなたが知っている月詠静刃は、こんな悪あく趣しゆ味みな頭巾などかぶるバカだというのですか！」

「うん、今あたしの目の前でかぶっている」

「月詠静刃という天才美少女はそんなバカなどでは断じてありません！」

　──相手をするのも疲つかれてきた。夢姫もその点はこれ以上突つっ込こまないことにした。

　と、そこで緋月が口を開いた。

「いったい、どういうことだい、月詠静刃？　この教室でなにがあったんだ？」

　妙みように慌てた様子である。状じよう況きようから考えると、緋月が邪神組合の連中を倒したはずだが……

「僕がここに突入した時点で、邪神組合の連中は全員こうなっていたよ」

「え!?」

　衝しよう撃げきの事実に、夢姫は静刃を見た。静刃はムラサキローブ姿で大おお仰ぎように肩をすくめた。

「邪じや魔ま者ものは始末した、それだけの話です」

「月詠さん、いったいなにを考えているのよ？」

「学校を占せん拠きよしたヘンタイ集団を我々忍者帝てい國こくがみごと成敗する──青写真はすでにできているのですよ」

　やはりそういう安直な考え方だったか。予想通り、底の浅い作戦だ。

　緋月はムラサキローブ姿の静刃を頭からつま先までジロジロと見回した。

「でも、君は月詠静刃じゃないんだろう？」

「もちろんです。私は月詠静刃などではありません」

　緋月の言葉にうなずく静刃。この期ごに及およんでまだ芝しば居いを続ける気らしい。

「じゃあ、君は敵のボスってことでいいのかな？」

「その通りです」

「なら、ここで僕らに倒されたとしても文句はないね？」

　緋月は腰こしから小刀を取り出し、逆手に構えた。静刃もうなずく。

「いいでしょう、返り討うちです、緋月暁！」

　静刃も日本刀を取り出して構えた。それに慌てたのは、夢姫たちだ。

「ちょっ！　月詠さん、やりすぎよ！　副会長も、止めてください、そんなこと！」

　しかし二人の忍者は聞く耳を持たなかった。

「私は月詠静刃ではありません」

「春日川君、止めてもムダだ。こればっかりは、ぼくも引く気はないよ」

　二人はそう断じた。もはやその激げき突とつは避さけられないのか？

　だが、次の瞬しゆん間かん、救いの神が現れた。

「ぬおぉぉぉぉぉぉ!!　いつまでも来ない警察などアテにならん、生徒は私の手で守る!!」

　雄おたけびとともに乱入してきたのは、誰あろう、生徒指導担当、野中教きよう諭ゆであった。野中教諭は額に日の丸の鉢はち巻まきをまき、両手で竹刀しないを構えて鋭するどく教室内を見回した。

「おのれ、憎にくき賊ぞくが！　この学園の平和を乱す者は誰であろうと、この学園生徒指導担当教師、野中早雲が赦ゆるさんぞ！」

　どうやら熱血した上に先走って乱入してきたらしい。総太郎は呆あきれたようにつぶやいた。

「野中って……意外に熱血派だったんだな」

　きっと三年Ｂ組に憧あこがれたクチだ。

「賊め、わたしが相手だ！　こう見えてもわたしは剣けん道どう五段の段位をいただいている！　この野中早雲、そう簡単にやられは……って、む!?」

　そこでようやく野中教諭は教室内の様子に気付いたようだった。すでに邪神組合は倒され、残っているのは総太郎たちだけなのである。

「なぜ六尽や春日川、緋月までここにいるのだ？　……いったい、なにがどうなっている？」

　困こん惑わくした野中教諭は竹刀を下ろし、首をかしげた。ムリからぬことである。話がややこしくなりそうだな、と総太郎は内心ため息を吐ついた。

　と、静刃が忌いま々いましげにつぶやいた。

「野中教諭ですか。これはまた厄やつ介かいな相手が……」

「その声、お前、月詠だな！　いったいこれはどういうことだ！　またお前ら、勝手なことをしでかしたな！」

　野中教諭が声を荒あららげた。取りあえず、静刃の悪わる巧だくみがこのままだと確実にばれそうであった。マズイな、と総太郎は思った。

　そして正体がばれた静刃は──取りあえずごまかすことにしたようだった。

「私は月詠静刃などという女ではありません！」

「ウソをつけ！　そんなことでごまかせると思っとるのか、月詠！」

「ひどいですよ、野中教諭！　教育者が生徒の言葉を信じないのですか！」

　いや、静刃、それを言ったらごまかしている意味がないだろ、と総太郎は内心ツッコミを入れておいた。

　そしてその静刃の言葉はますます野中教諭の怒いかりを招いた。

「黙だまれ、やはり貴様月詠だろ！　いい加減観念しろ！」

「教師に信じてもらえないとは悲しい限りです。私のこの、某ぼう宇宙戦せん艦かんの第三艦かん橋きようのごとき繊せん細さいな心は今にも砕くだけ散りそうです」

「いや、静刃。それって繊細っていうより、壊こわれるために存在する気が……」

　取りあえず総太郎が突っ込む。

　ともかく、静刃の態度に野中教諭も業ごうを煮にやしだした。

「えぇい、茶番はもうたくさんだ！　月詠、これ以上なにかを……」

「月詠流忍にん術じゆつ奥おう義ぎ、忍者ビィィィィィィィムッ!!」

「うぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　ビームに貫つらぬかれた野中教諭は絶ぜつ叫きようし、黒コゲとなって倒れた。

「え!?」

「今のって……」

　総太郎と夢姫が驚きよう愕がくとともに振ふり返った。今のビームは、静刃が撃うったのではないのだ。静刃がいるのとは反対の方向、教室の入り口から撃たれたものだったのだ。しかし、静刃以外にこんな技わざが使える者など……

「え!?　そんな……ウソだろ？」

「月詠さんが、二人？」

　総太郎と夢姫は絶句した。なぜなら、入り口にたたずむ人影こそ誰であろう、制服を着た月詠静刃その人だったからだ。無論教室内にはすでに静刃がいる。つまり、静刃は二人いるのだ！

「クッ、どうしてあなたがここに……」

　忌々しげに、最初からいるムラサキローブの静刃が声を漏らした。一方の、入り口に立つ静刃は涼すずしげに息を漏らした。

「ふっ、どうやら間に合ったようですね」

　新たにやってきた静刃がそうつぶやくと、ムラサキローブの静刃が自分の頭巾を乱暴に外し、床ゆかに叩たたきつけた。

「くっ、どうやってあの場所から脱だつ出しゆつしたというのですか！」

「私を甘くみたようですね。所しよ詮せんあなたの力はその程度です」

　こうやって対峙すると、どこからどこまでも二人はソックリだった。声も完全に同じで、一人の人間が喋しやべっているようにしか聞こえない。

「ど、どうなっているんだよ、ユキ！」

「あたしに聞かないでよ！」

　総太郎は入り口に立つ静刃を見て叫さけんだ。

「静刃、教えてくれ！」

「なにをでしょう？」

「どうして野中を撃った！」

「いや、最初に聞くのってそれ？」

　夢姫が首をかしげた。今はそれよりも先に尋たずねることがあるだろう。

「野中教諭がジャマだったから焼き払はらっただけです」

　そっけない静刃の答え。それだけでビームで焼かれた野中教諭は哀あわれである。

「あと、私の登場をかっこよく演出するためのアテ馬になってもらいました」

　アテ馬にすらなっていなかったと思うのは総太郎だけだろうか？

　それはともかく、後からやってきた静刃は咳せき払ばらいをすると、もう一人の自分を指差して叫んだ。

「総太郎様、騙だまされてはいけません、あれは私のニセモノです！」

「どういうことだ？」

「あれは私の分身なのです」

　静刃が説明を開始した。

「分身の術、またの名を月詠流忍術奥義、忍者コピー。己おのれとまったく同じ存在を複製する技です」

「この前やったよな」

　遅ち刻こくしそうになった時、静刃が使っていたはずだ。一二人に分身していたはずだ。

「私が生み出した一一体の分身はあの後全部戻もどしたはずだったのですが、一人だけ戻し忘れていた者がいたのです。最後に残った分身が自意識を持ち、勝手に行動していたのです。私自身、昨日不覚を取って、先ほどまで身動きがとれなかったのです」

「じゃぁ、あの静刃は……」

　ムラサキローブの静刃──わかりにくいので、今後こちらをムラサキ静刃と呼ぶことにする──ムラサキ静刃は忌々しげに舌打ちをした。

「また勝手なことをしてくれますね」

「それはこちらのセリフです。分身は大人しく私の中に戻りなさい！」

「本物は、私です！」

　ムラサキ静刃が叫び、静刃に襲おそいかかってきた。静刃は小刀でムラサキ静刃の攻こう撃げきを受け止めたが、一歩後ろに下がった。

　そのまま二人は鍔つば迫ぜり合いを開始しだした。力はほぼ互ご角かくのようで、一進一退の攻こう防ぼうが続いた。

　そして話の急展開についていけていない者もいた。

「い、いったいどうなってるんだ、これは？　月詠静刃が二人？　ぼくはいったいどうすれば……」

　と、緋月が一人、頭を抱かかえていた。まぁ、ライバルがいきなり二人になってしまえば、動転してもムリからぬ話だ。

「ニセモノが、消えなさい！」

「それはこちらの話です！」

　二人の静刃が殺気とともににらみ合う。もはや、声だけでは二人を判別することは不可能だった。

「ふ、はは、ははははは、なんだ、考えて見れば簡単なことじゃないか」

　不意に、今まで悩なやんでいた緋月が晴れ晴れとした顔で立ち上がった。その顔に迷いは残っていなかった。

「月詠静刃は僕にとっての宿敵！　それが二人になったからなんだと言うんだ？　二人とも倒たおしてしまえばいいだけの話じゃないか！」

「あぁ、副会長。一番安易で厄介な方法を……」

　夢姫が顔を覆おおった。緋月はまったく迷いなく、手の刀を構えた。

「と、いうわけで月詠静刃、いざ尋じん常じように勝負!!」

　緋月が武器を構え、二人の静刃が争う只ただ中なかへと乱入していった。

「目め障ざわりですね」

　と、ムラサキ静刃が一いつ旦たん争いを中断し、緋月の攻撃を刀で受け止めた。

「ジャマ立てする気ですか、緋月暁？」

「ふっ、当然じゃないか。君を倒すことこそがぼくの宿願。さぁ、このまま……」

「スキありぃぃぃぃぃ!!」

「げふっ！」

　と、後から来たもう一人の静刃が、ムラサキ静刃と争っていた緋月を背後から蹴けり飛ばした。その強きよう烈れつな蹴りに弾はじかれ、緋月は床を転がった。

　床の上の緋月に対し、二人の静刃はそのままブーツをはいた足で蹴り飛ばし、あるいは踏ふみつけて攻撃をした。

「この、この！」

「これでもくらいなさい！」

　ズガ、ゲシ、バコ、ドス

「いたっ、いたいって、ちょっと待ってくれ！　二人がかりで卑ひ怯きよう……ウギャッ!!」

　二人がかりで袋ふくろ叩だたきにされ、ほどなく緋月はズダボロとなった。

「ま、またしても月詠静刃にやられ……がくっ」

　緋月は力尽つきた。二人の静刃はそろった動きで額の汗あせをぬぐった。

「やれやれ、ザコの相手は疲つかれますね」

「まったくです」

　緋月を倒す連れん携けいはみごとなものであった。さすがは分身といったところだろうか。チームワークは抜ばつ群ぐんである。

「哀れだな、緋月先輩」

「まったくね。少し同情するわ」

　陰かげながら、総太郎と夢姫が緋月に哀あい悼とうの意を表した。

　そして緋月との戦いは終わったが、まだ全すべてが終わったわけではない。

「さて、それでは……再開しますか、我々の戦いを！」

　ムラサキ静刃が先に仕し掛かけた。手の刀で隣となりにいたもう一人の静刃を斬きったのだ。斬られた静刃は咄とつ嗟さに攻撃はかわしたものの、制服が浅く切り裂さかれていた。

　そのまま追つい撃げきを繰くり出しつつ、ムラサキ静刃は狂くるったような笑い声をもらした。そして手に握にぎる鋭するどい白はく刃じんを高らかと掲かかげた。

「ムダですよ、ムダ！　我が月詠流忍術が誇ほこる最強の刀、神しん魔ま合流剣けんは私の手のうちにあります！　あなたのそんなナマクラごときが勝てると思ったのですか！」

「どっかの竜りゆうの騎き士しかよ」

　総太郎が反射的にツッコミを入れた。強そうな名前の剣である。

　刀の名前はともかく、確かに静刃はムラサキ静刃の攻撃に防戦一方だ。と、鋭いムラサキ静刃の攻撃に静刃は弾かれ、教室の机をなぎ倒しながら壁かべに叩きつけられた。

「静刃！」

「月詠さん！」

　総太郎と夢姫が反射的に叫んだ。と、静刃は少しよろめきながらも自力で立ち上がり、鋭い眼まな差ざしでムラサキ静刃をにらみつけた。

「愚おろかですね、分身。私から神魔合流剣を奪うばった程度で勝利者気取りですか」

「黙だまりなさい！　神魔合流剣に断たてぬものなどないのです！」

　静刃は自分の小刀を正眼に構えた。

「道具は使いこなしてこそのものです。あなたの腕うででは、神魔合流剣を使いこなせませんよ。あなたは剣に使われているだけです……それでは真に剣を使いこなす私には勝てませんよ」

「勝手なことを！　ならば私を倒してみなさい！」

　ムラサキ静刃が叫び、静刃に襲いかかってきた。静刃は手の小刀を構えたまま、勢いよく床を蹴った。

　二人の静刃が正面からぶつかり──その瞬しゆん間かん、勝敗は決した。

「バ、バカ、な、私が、こんな……」

　ムラサキ静刃の握る神魔合流剣は、なにもない床に刺ささっていた。そして静刃の持つ小刀がムラサキ静刃の胸を貫つらぬき、刃の先が背中から飛び出ていた。

「ふっ。勝負ありです。分身は分身らしく消えなさい」

　はき捨て、静刃が小刀を抜ぬいた。ムラサキ静刃は傷口を押さえたまま床の上にドゥと倒れた。

「こ、ここまでですか……」

　うめき、ムラサキ静刃はそのまま動かなくなった。

「私の勝ちですね。ヤレヤレです」

　静刃が顔をぬぐいつつ、たいして疲れた素そ振ぶりも見せずに笑えみを浮うかべた。そんな静刃を見て、総太郎は反射的に駆かけ寄った。

「し、静刃、大だい丈じよう夫ぶか？」

「えぇ、もちろんですとも。この程度の相手に私がやられるとでもお思いですか？」

　倒れたムラサキ静刃に駆け寄った夢姫が静刃のほうを振ふり返った。

「それよりも、こっちのほうは大丈夫なの？」

　ムラサキ静刃は先ほどからピクリともしない。さすがにまずそうだ。だが、静刃本人は落おち着き払ったものだった。

「問題ありません。分身は倒されれば、ほどなく私自身の体の中に戻ってきます。そのままにしておいてください」

「ならいいけど……あら？」

　夢姫が窓の外へ視線を向け、顔色を変えた。

「たいへんだわ！　なんだか、警察が来たみたいよ！」

「それはヤバイ！」

　総太郎も外を見れば、確かに外には数台のパトカーが集まってきていた。

「静刃、どうしよう!?」

「脱だつ出しゆつしましょう。外に抜け道があります」

　言うが早いか、静刃はすばやく廊ろう下かへ飛び出した。夢姫はチラリと教室を一いち瞥べつし、倒れている人間たちを指差した。

「副会長たちはどうするの？」

「放ほうっておきましょう」

　静刃はあっけなく見捨てた。しかしここでグズグズしていては面めん倒どうなことになる。しかたなく、夢姫も緋月たちは残していくことにした。今は他人を助ける余よ裕ゆうなどない。

「抜け道から逃にげますよ！」

　三人は廊下の入り口から慌あわてて外へ逃げ出した。




　その後、警察の来たおかげで事件は大おお騒さわぎになるかと思えたが、実際はさほどでもなかった。

　その原因はやはり、警察が踏み込んだときには犯人の邪じや神しん組合の姿がなかったというのが最大のものだろう。どうやらあの連中もすぐに息を吹ふき返し、抜け道で逃げたらしい。

　ケガのひどかった野中教きよう諭ゆと緋月の二人はそのまま病院に運ばれ、入院ということになった。とくに野中教諭は全身のヤケドがひどい上、ショックで事件の記き憶おくが曖あい昧まいになっているらしかった。

　忍にん者じや帝てい國こくを問題視していた野中教諭が学校に来なくなったので、忍者帝國の危機はしばらくの間は遠ざかることとなったのである。

「めでたしめでたし。まぁ、終わりよければ全てよしだな」

　総太郎が気楽に言うと、夢姫は渋しぶい顔をつくった。

「全然よくないわよ。問題を先延ばしにしただけでまったく解決してないじゃないの。どーすんのよ、これから」

　夢姫が頭を抱えるのも当然である。と、そこへ静刃がやってきた。

「どうしました、春日川夢姫。そんな、ゴキブリを嚙かみ潰つぶしたような顔をして」

「苦虫でしょ！　誰だれがゴキブリを嚙み潰すのよ！」

　静刃は夢姫の怒ど鳴なり声など気にせず、微び笑しようを浮かべて二人を見た。

「それよりも、朗報ですよ。我が忍者帝國が部活動として正式に認にん可かされることとなりました」

「え!?　ウソ！」

　どうしてそんなことになったのか、まったくの謎なぞである。少なくとも、今回の事件ではなにもしてないはずだが？

「こちらをご覧ください」

　静刃が差し出したのは、朝刊の社会面だった。そこにはデカデカと『私立高校を強ごう盗とう団が占せん拠きよ。三〇分後には犯人蒸発。被ひ害がい者しやだけが残るミステリー』と見出しが出ていた。

「これって、この前の事件なわけ、月詠さん？」

「もちろんです」

　新聞では、この前の事件を外から見た大まかな流れが書かれてあった。内情を知っている総太郎たちはともかく、無関係の人間にしてみれば不可解な事件に映っただろう。

「で、この新聞とあたしたちと、どういう関係があるわけ？」

「最後を読みなさい、春日川夢姫」

「え？」

　新聞記事の最後には『──この高校の生徒である月詠静刃さんは「このような事件が発生するとはたいへん痛ましく思っています。このような事件が再発しないよう、我が忍者帝國による治安活動の強化を行っていこうと考えています」と語る。なお月詠静刃さんは「忍者帝國」という名のクラブ活動で部長を務めており、水天主高校ではクラブ活動による生徒の大規模な自治を認めていることでも有名である』とあった。

「って、待ってよ！　完全な事実無根じゃないのよ！」

「ウソはまったく書いていないはずですが？」

　確かに水天主高校では生徒の自治がかなり自由に認められていた。だが。

「でも、それは生徒会を中心とした自治会でしょ！　間違ってもうちの忍者帝國じゃないわ！」

「そのように解かい釈しやくできることは否いなめませんね」

　総太郎は静刃の持ってきた新聞を読んで眉まゆを持ち上げた。

「すごいな、これ……静刃、よくこんな記事を載のせてもらえたな」

「知り合いがこの新聞社にいたので、少し手を回しただけです」

　静刃の怪あやしい交友関係はどこまで伸のびているのだろうか、謎である。

「以前約束した通り、忍者帝國の名を全国に知らしめました。これでクラブへ昇しよう格かくできます」

「いや、そんなのムリだろ！　だって、事実と違ちがうじゃないか」

　確かに全国紙の片かた隅すみに名前は載ったが、内容が内容である。

「問題ありません。所しよ詮せんはニワトリと卵、どちらが先に生まれたかの問題にすぎません」

　静刃が落ち着き払はらって言った。正直話がよく見えない。

「どういうことよ、月詠さん？」

「なに、すでに全国紙で、我が忍者帝國がクラブであると載のったのです。事実がそれと反する場合、対処方法は二つしかありません。新聞記事を現実に合わせるか、もしくは事実を記事にあわせるか、そのどちらかです」

　静刃はニタリ、と怪しい笑みを浮かべた。夢姫はその事実に気付き、目を見開いた。

「まさか、月詠さん！　この記事の内容に合わせてあたしたちがクラブへ昇格するっての!?　まさかそんなことが……」

「あるのですよ。この新聞、全国紙で多少の権けん威いはあります。いちいち訂てい正せい記事は出せません」

「でも、だからってうちの高校のことまでいちいち……」

「じつはこの新聞社の社主が水天主学園の理事の一人でもあるのです。その辺りの根回しは済んでいるので、問題ありません」

　どうやら静刃にしてやられたようである。まさかそこまで周しゆう到とうに計画していたとは、少し静刃を見くびっていたようだ。

　──事件が終わって数日後、なんとか学校も再開し、三人は放課後に部室で集まっているのであった。総太郎は図書館から持ってきた新聞を読みながら言った。

「この前の事件、警察が調べてるけど、捜そう査さは難航してるみたいだぜ」

「それはなによりですね」

　静刃が事件後にごまかし工作をしたお陰かげでなんとか大事にはならなかったようである。そして忍者帝國はみごとクラブへ昇格したのであった。

　が、夢姫は渋い顔のまま釘くぎを刺した。

「まったく、月詠さんときたら……今回はよかったけど、二度とこんな事件は起こさないでよ！　そもそもの元げん凶きようは月詠さんなんだから！」

　静刃はいつもの飄ひよう々ひようとした態度で肩かたをすくめた。

「はいはい、わかっています。私だって、そうそう分身を暴走させたくはありませんからね」

「本当よ。あんな騒そう動どうがそうそうあったらたまらないわよ」

　まぁ、もうすぎたことだから気にしなくてもいいが。静刃もわかっている、といった様子で何度もうなずいた。

「えぇ。せっかく私が本物になったのです。そう簡単に代だい替がわりしたくはありません」

「え!?」

　ちょっと待って欲しい。今の静刃の言葉、いったいどういう意味だ？

「なぁ、静刃、一ついいか？」

「なんでしょう？」

　総太郎は恐おそる恐る尋たずねた。

「静刃……本物の静刃だよな？」

「なにを今さらおっしゃるのですか、総太郎様。当然ではありませんか」

　静刃は肩をすくめて答えた。

「本当に、本物だよな？」

「えぇ、総太郎様にお仕えする本物の月詠静刃ですとも。総太郎様が机の引き出しの二重底にＨな本を隠かくしていたり、春日川夢姫が毎晩フロ場でバストアップ体操をしているのもよく知っている月詠静刃です」

「って、静刃！」

「月詠さん！」

　余計なことまで暴ばく露ろされた。でもまぁ、そんなことまで知っているのなら、本物で間違いなさそうである。

　静刃はヤレヤレ、と息を吐はいた。

「総太郎様はどんな答えを期待してそんな質問をしたのですか？　私が倒たおされるべき分身だとでも思いましたか？　それこそナンセンスですよ」

「だよな、悪い、静刃。俺、勘かん違ちがいしてたみたいだ」

　総太郎もははは、と気楽に笑った。静刃も笑えみを浮うかべて言った。

「たぶん、私は三人目だと思いますから」

「って、どっかのファーストかよ！」

「あんたたち、くだらないこと言ってるんじゃないの」

　呆あきれた口調で夢姫が言ってきた。

「とにかく、このまま遊んでいると野中先生が退院してきた時にまた問題になると思うから、マジメに活動しましょう。やることがないなら、ボランティア活動で社会貢こう献けんってのも手じゃない？」

「めんどくせー」

「はい、ワガママ言わないの、ソータ」

　と、いつもの調子が部室内に戻もどってきた。

　だが最後、誰にも聞こえない声で静刃はつぶやいた。

「忍にん者じやコピーは術者とまったく同じ分身を生み出す技わざです。それこそ個人の技能から記憶まで、完かん璧ぺきに同じ分身を──どちらも同じならば、どちらが本物になろうと同じではありませんか、うふふふふ……」

　静刃の口元には嬉うれしそうな微笑が浮かんでいたのだった。








（完）









　第二章　忍にん者じや帝てい國こくＶＳ邪じや神しん組合（水中編）







　とある平日の放課後、総そう太た郎ろうたち三人は忍者帝國の部室に集まってゴロゴロしていた。

「あーぁ、しかしなんだな。たまにクラブ活動するのも悪くないな」

「たまにって言っても、一週間ぶりだけどね」

　あんまり遊び続けているとまた野の中なか教きよう諭ゆ辺りに説教をくらいそうなので、一応週一回で活動することとしたのだ。

「ま、活動って言ったって部室でゴロゴロするだけだけどね」

　夢ゆ姫きの言うとおり。部活と言っても、与あたえられた部室に行って、互たがいにお茶を飲みながら喋しやべったり、マンガとかを読んだりするだけの活動である。健全な部活動とは言いにくいものだった。

「いいんだよ。こういうのは、なにかをやっているっていう事実が大切なんだから」

「その通りです、総太郎様」

　と、静しず刃はも追従する。

「それに、なにか部活動をしておいたほうが内ない申しん点てんも高くなります。進学には有利です」

　静刃もけっこうしたたかであった。そういう下心があったとは、どうりでクラブ活動にやる気があると思った。

「月つく詠よみさんも、そういうこと考えているんだ」

「当然です。我々も後九ヶ月ほどで三年生。卒業までさほど余よ裕ゆうがありません。進路を考えて当然でしょう」

　確かに、最近は教師からもその手の話が多い。とは言っても、水すい天てん主しゆ高校は進学校なので、生徒の九割以上が大学進学という選せん択たくしかないわけだが。

　夢姫が机の上でなにかの書類を書きながら、ふと尋ねた。

「月詠さんは、卒業したらどうするわけ？」

「私は無論、総太郎様につきしたがうのみです。それが私の使命ですから」

　恭うやうやしく頭を下げる静刃。最近忘れがちだったが、そういう設定だったな、と総太郎は思い出した。

「じゃ、ソータは？」

「俺？」

「そ。どーすんの？　やっぱ、大学進学なわけ？」

「んー、ま、それ以外道はないよなぁ」

　水天主高校は附ふ属ぞく高校なので、生徒の多くが水天主大学へとエスカレーター式に流れて行くのである。

　しかし総太郎の表情は釈しやく然ぜんとしなかった。

「まぁ、もう少し考える時間が欲しいんだよな」

「あんまり時間はないわよ」

「わかってるって……それはそうと、ユキ。お前は何してんだ？」

　先ほどから夢姫はテーブルに書類を広げ、なにごとかを書きこんでいるのであった。そろそろ総太郎も気になりだした頃ころ合あいである。夢姫は少し手を止めて顔を上げた。

「ん？　これ？　生徒会関係の書類よ。今度やるイベントの運営に関してね」

　夢姫は風紀委員長であり、生徒会執しつ行こう部ぶのメンバーでもあるのでなにかと忙いそがしい学園生活を送っているのであった。

「フーン、大変そうだな。ま、ガンバレ」

「ご声せい援えんどうも」

　総太郎はとくに興味を惹ひかれなかったようで、イスにだらしなく座ったまま、図書館から勝手に持ってきたマンガを読んでいた。

　静刃は静刃で、部屋の隅すみに正座し、シャリシャリと日本刀を研といでいた。真しん剣けんな表情は、いつになく生き生きとしているように見えた。煌きらめく刀身を恍こう惚こつと眺ながめたりして、少しアブない人だ。

　と、そんな三人のそろった部室に突とつ然ぜんの来訪者があった。

「三人とも、いるのか？」

　扉とびらを開けて現れたのは瘦やせたメガネの中年教師、野中教諭であった。以前受けた傷も完治し、現在は通常勤務に復帰している。

　忍者帝國の顧こ問もんとなった彼は割とマメに顔を出してくる。生来の生き真ま面じ目めな性格ゆえだろう。

「あ、野中先生。今ちょうど活動していたところですよ」

　総太郎は愛あい想そ笑いを浮かべつつ、居住まいを正した。先ほどまで読んでいたマンガは棚たなに放ほうりこみ、だらけていた素そ振ぶりも見せないように背筋を伸のばす。

「ちょうど、日本刀の研究をしていたところですよ」

　総太郎は答えつつ、テーブルの上を見つめた。先ほど静刃が研いでいた刀がテーブルに置かれ、周囲に三人が集まっているという構図だ。こうやってマジメな活動をしているフリをしていないと、また説教を喰くらうことになる。

　野中教諭はしげしげと刀を眺めてうなずいた。

「フム、そうか。模造刀にしては、リアルな作りだな」

「失敬な、野中教諭。これは我が月詠一族に代々伝わる名刀、神しん魔ま合流剣けんですよ」

　野中教諭は本物の刀にはとくに興味を示さなかった（本物と信じなかった）。そのまま三人をしげしげと見つめ、少し考えた後口を開いた。

「今日来たのは外でもない。お前たちに尋ねたいことがあったのでな」

「なんですか？」

「お前たち、夏休みはどうする気だ？」

「夏休み？」

　三人は顔を見合わせた。確かにまもなく夏休みだ。だが、それがどうしたのだろうか？

　野中教諭はため息を吐つきつつ説明した。

「その様子では何も考えてないな……他のクラブでは、夏休み中もなにかと活動をしているし、夏の合宿を行うクラブも少なくない」

「そう言われればそうですね」

　夢姫がうなずく。もうそんな時期だったか。

「合宿となると、泊とまりがけになる。学校施し設せつを使うならば他のクラブとのかねあいもあるから早めに届け出ねばならん。遠出をしてどこかの宿を使うのもかまわんが、それならそれで早めに手配をする必要がある。あまりノンビリはできんぞ」

　確かにその通りである。全然考えていなかった。野中教諭はさらにたたみこむように続けた。

「それで、どうする気なのだ？　わたしとしても、せっかくの夏休み、高校生らしい活動を心がけるならば、合宿くらいするのも悪くないと考えるがな」

「そうっすね。せっかくだから、やりますか」

　総太郎は気楽にうなずいた。せっかくの夏休みだ。合宿をするのも悪くない話である。

「フム、そうか。ならば、どこへ、どれくらい、なにをしに行くのかを決めねばならんな」

　野中教諭はチラリと部室内を見た。もともと物置に使われていた部屋なので、けっこう散らかっているが、置かれてあるのは学校の備品ばかりだ。

「見たところ、クラブの備品はとくにないようだな」

「まぁ、そうですね」

　なにせまともな活動をしてないのだから、備品などあるはずがない。

「ならば設立の時に渡わたした補助金はまだ残っているな？」

「え？」

　知らない。というか、初耳だ。そんな金など、総太郎の記き憶おくにはない。

「それを使えば、それなりの宿へ行くことも可能だな。ゼイタクをするのは高校生の本分からは外れるが、ある程度までならよかろう」

「野中教諭、よろしいですか？」

「む？」

　静刃が挙手をした。

「できれば、その合宿のプランは私たちで考えさせてはいただけませんか？」

「どういうことだ？」

「言葉どおりの意味です。残念ながら、野中教諭はまだ我々の活動内容を完全に把は握あくしているとは言いがたい状じよう況きようです。我々の活動にふさわしい合宿地を探すならば、我々自身の手でやったほうがいい──そのほうが社会勉強にもなります」

　静刃の言葉に野中教諭は腕うで組ぐみをして唸うなった。

「ウーム……一理あるセリフだな。だが、クラブ活動の一いつ環かんである以上、一〇〇％生徒だけに任せるわけにはいかん。計画立案は任せるが、それができ次し第だいわたしのところへ持ってくるように。問題がないようであれば、それを許可しよう。では、早めに持ってくるようにな」

　野中教諭にしては寛かん大だいな返事をして去っていった。自主性を重んじる校風なため、こういった面は割と自由にできるのだ。

「自由な校風っていうなら、制服を廃はい止しして私服を認めて欲しいよな」

「あんた、急にどうしたの？」

「気にするな。なんとなく言っただけだ」

　総太郎は夢姫に向かって肩かたをすくめた。そのまま静刃へ視線を向けると、気になっていたことを尋たずねた。

「なぁ静刃。補助金なんてあったのか？」

「あるわよ、一応。ちゃんと認可されたなら、学校側からある程度支給されるわ。そんなに多くはないけどね」

　校則に詳くわしい夢姫がそう補足した。総太郎は期待を込こめて静刃を見た。

「静刃、いくらくらいもらったんだ？」

　静刃は黙だまって部屋の隅に置かれてあった手て提さげ金庫を差し出した。

「なんだ、そんなところにしまっていたんだ。で、いくらあるんだ？」

　総太郎が金庫のフタに手を伸ばすと、カギはかかっておらずそのまま開いた。中身は──カラだった。

「……静刃、部費は？」

「見ての通りです」

「ちょっと、どういうことよ！　まさか、勝手に使ったんじゃないでしょうね！」

　夢姫の問い詰つめに、静刃は手を振ふった。

「とんでもない。勝手に使ってなどいません。ただ、こまごまと使っていたらいつの間にかなくなっただけです」

「なにに使ったのよ！」

「先週、三人でレストランに行きましたよね」

「あれって部費だったの！」

　普ふ段だん迷めい惑わくをかけているお詫わびだとか、静刃が殊しゆ勝しようなことを言うので変だと思っていたらそういうことだったらしい。

「その前はグルグル寿ず司しに行きましたし……まぁ、いろいろと出費が重なったわけですよ」

　悪びれもせずに答える静刃に、夢姫がキレた。

「出費が重なったわけですよ、じゃないわよ！　勝手にお金使って、野中先生にはどう説明する気よ！」

「問題ありません。すでに会計報告書の準備はできています」

　夢姫は静刃の差し出した紙を見た。収入──補助金、五万円。支出──接待費、五万円。

「どこの世界に、接待費で部費全額を使う部活があるのよ！」

「ここにあります」

　静刃がなぜか偉えらそうに答えた。静刃にこういったことをいくら言ってもムダだということは経験上わかっているので、責任追つい及きゆうは後にして打開策を考えることにした。

「とにかく、部費もないのにどうやって合宿なんてするのよ？」

「さぁ。野中教きよう諭ゆにそこを問い詰められると厄やつ介かいだったので、取りあえず話を打ち切ったのです」

　先延ばしにしただけで、解決にはなっていなかった。

「まぁ、しばらく時間がありますから、その間になにか策を考えましょう」

　無責任な静刃の言葉に、夢姫はため息を吐ついた。

「月詠さんは気楽でいいわね」

「いざとなれば、野中教諭を始末するか、夜よ逃にげすればいいだけの話です」

「よくないわよ、全然、まったく、二〇〇％くらい最悪の手段じゃないの、それ！」

　言い争う二人を見て、総太郎は頭をかいた。厄介なことになりそうである。どうしたものかと思案していると、ふとテーブルの上に置かれた紙が目に入った。先ほどまで夢姫が書いていた書類である。

　その内容に、総太郎は顔を輝かがやかせた。

「おい、ユキ！　こいつは本当か？」

「え？　なにが？」

「ここに書いてある、大水泳大会ってやつ！」

「あぁ、それ？　今度生徒会主しゆ催さいでやるのよね」

　夢姫が紙を広げて説明した。

「毎年この時期に、生徒会主催のイベントをやってるでしょ？　まぁ、生徒参加型の大規模なレクリエーションよね。今年は水泳大会をやることになったのよ」

「待てよ、この、優勝賞品のところ、本当か？」

　総太郎が指差したところに書かれているのは、『優勝賞品、温泉宿二泊はく三日の旅、三名様』という言葉だった。

「マジかよ？　学校行事でこんな賞品出していいのか？」

「生徒会主催だからね。人が多く集まるように、生徒会予算を削けずって豪ごう華かな賞品を用意するのよ。今年はとくに、会長が奮発してポケットマネーを足したから、いつになく賞品が豪華なのよね」

　会長の家はかなりの資産家として有名である。目立ちたがりな彼女の性格を考えれば、惜おしげもなく予算を払はらったのだろう。

「これは、チャンスですね」

　静刃が目を光らせた。それを見て、夢姫は静刃がなにを考えているのかを悟さとった。

「もしかしなくても月詠さん、出る気？」

「えぇ。これで優勝すれば、合宿を温泉宿で行うことができます。温泉は忍にん者じや修しゆ行ぎようを行うには実に最適な場所ですからね」

　そんな話は初耳だ。まぁ、今さら突つっ込こむ気にもなれないが。

「見たところ、参加は三人一組のチーム戦ですか。ますます我々にとって都合がいいですね」

「あぁ、温泉で合宿ってのも悪くないな」

　総太郎が目を閉じてうなずきながら言った。

「豪華な温泉宿。湯気の向こうにはあられもない姿の女人たちが……クハー、キタキタキタキタァァァァァ！　今年の合宿は温泉で決まり！　温泉湯ゆ煙けむり旅情、お湯の中で少年は見た、青春からの脱だつ却きやく、ポロリ旅！　これしかないね」

　少年がなにを見たのかは知らないが、総太郎のだらしない表情を見る限り、ロクなものではないな、と夢姫は思った。

「それで、まぁ、出るのはいいけど……」

　総太郎が腕うでを組んだ。

「俺だって別に泳げないわけじゃないけど、そんなに上う手まくないぜ。優勝をねらうほどのもんじゃぁ……」

「総太郎様、ご安心ください。この私がいます」

　静刃が偉そうにふんぞり返って言った。

「こう見えても泳ぎには自信があります。昔から水泳の修行は得意でした。実家の里にいたころは知人から『タイタニックの静ちゃん』と呼ばれ、たたえられていました」

「いや、ダメでしょ、それは！　泳ぎが得意な人の称しよう号ごうじゃないから！　氷山にぶつかって沈ちん没ぼつしちゃうじゃない！」

「船のへさきで友人を十じゆう字じ架かに磔はりつけにして遊んでいたらそんなあだ名がつきました」

「いったいどこをどーゆー脈みやく絡らくでそーゆーことをしたのかは聞かないでおくわ。ついでにそれが何歳の時の話だったかもつっこまないでおいてあげる」

「春日川かすがい夢姫にしては懸けん命めいな判断ですね」

　静刃は曖あい昧まいな笑えみを浮うかべた。

「まぁ取りあえず、私がいれば大だい丈じよう夫ぶです。所しよ詮せん一いつ般ぱん人が相手ならば、忍者である私が負けるはずがありません」

「あたしも参加するのね……自信ないわ」

　夢姫のつぶやきを、静刃は鼻先で笑った。

「春日川夢姫ならば大丈夫でしょう。平へい坦たんな胸だから、水の抵てい抗こうが少なくてうらやましいですね」

　見せつけるように胸の下で腕を組む静刃。夢姫は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした顔で言った。

「いい気になってられるのも今だけよ。悪いけど、月詠さんのもくろみは上手くいかないわ。優勝はムリね」

「どうしてですか？」

「なぜなら、水泳部の連中も参加するからよ」

　夢姫が説明した。

「うちの学校は文武両道がモットーだから、スポーツにも力を入れているわ。中でも水泳部は強力ね。去年のインターハイ、男子リレーで優勝したメンバーが出るから、優勝はそこで間ま違ちがいないわ」

　夢姫が水泳大会の存在を知っていながら、口にしなかったのはそういうわけである。インターハイメンバーが相手ではさすがにどうしようもない。

　だが静刃はそれを聞くと、ニヤリと不敵な笑みを浮かべた。

「それがどうしたというのですか」

「だって、インターハイ優勝よ？　個人で全国一位の人もいるし、ムリよ」

「大したことありませんね。所詮は、こんな極東の島国の中の、高坊ぼうの中での話です。上には上がいるということを教えてやりましょう」

　自信たっぷりに笑う静刃。しかし、油断してはいけない。静刃を信用して、何度痛い目にあったことか……

「とにかく、優勝は私がいただきます。春日川夢姫。我が忍者帝てい國こくもエントリーしておきなさい」

「はいはい、わかったわよ。どうなっても知らないからね」

　不承不承、夢姫はうなずいた。内心、どうせ厄介なことになるんだろうな、と思いながら。




　一方──そんな三人の会話を扉とびらの外からこっそり盗ぬすみ聞きする妖あやしい人ひと影かげがあった。

「……なるほど、これはいいことを聞いたっす。さっそくリーダーに報告するっす」

　謎なぞの人物は立ち上がると、足音をたてないようにしながら忍者帝國の部室から離はなれていった。

　怪あやしまれないよう、途と中ちゆうすれ違った他の生徒にもアイサツをしておく。

「ど～も、さよならっす」

「え？　あ、どうも」

　アイサツされた生徒は、首をかしげた。相手に見覚えがなかったためだ。リボンの色からすると三年生だったが、どうにも記き憶おくにない。

「あんな人、三年にいたかな？」

　その疑問の答えはすぐには見つかりそうになかった。




　──翌週。水泳大会の参加者は放課後、プールへと集められた。プールはかなりの広さがあるのだが、プールサイドは人ゴミで埋うめ尽つくされていた。参加者以外にも観客が集まっているため、かなりの人数となっていた。

　いきなり呼び出された静刃は不ふ機き嫌げんそうであった。

「春日川夢姫。どういうことですか？　大会は明後日あさつてのはずでは？」

「だから、説明したでしょ？　予想以上に参加者が多かったから、予選をすることになったのよ」

「ヤレヤレ、本番前に予選なんかやったら、疲つかれそうだな」

総太郎がやる気なさげだ。場所が場所なので、三人とも水着姿だ。と言っても、学校指定の濃こい青の水着である。

　総太郎は傍かたわらの少女たちを眺ながめて思った──こうやって比べて見ると、静刃の発育のよさ、夢姫の幼児体型がそれぞれ相乗効果で際きわ立だってみえる。とくに静刃のボディーラインは危険すぎて、男子生徒の目には危険だ。基本的に水泳大会は男女ともに自由参加だが、男子とまともに勝負できる女子などそうそういるはずもなく、必然的に女子の数はまばらだ。そんなわけで、周囲の男子の視線を静刃がひきつけている状態であった。

　当の静刃はそんな周囲の状じよう況きようなど気にせず、プールの様子を眺めていた。

「大きなプールですね。少し予想外です」

　水天主高校のプールは五〇メートルの競泳用のものである。中学までの二五メートルプールに慣れていると、かなり広く感じる。夢姫が説明した。

「言ったでしょ？　うちの水泳部はすごいから、設備にも投資されているのよ」

「不公平です。ならば我が忍者帝國にも、忍者屋や敷しきの設備くらい投資してもいいではありませんか」

　静刃のムチャクチャな意見は無視して、夢姫は競技の説明をした。

「取りあえず、予選はリレーよ。三人がそれぞれ五〇メートルを自由形で泳ぐ一本勝負。三人の合計タイムを測定して、上位八チームが本戦出場よ」

「まぁ、余よ裕ゆうですね、その程度」

　静刃はやはり自信たっぷりであった。その自信はどこから来るのだろう？　少し疑わしげな表情を浮かべた後、夢姫は二人の仲間を振ふり返った。

「……この際だけど、お互たがいの水泳レベルをはっきり確かく認にんしておかない？　競技が始まってからわかっても遅おそいんだし」

　夢姫は自分で宣言し、最初は自分から告白した。

「あたしは一応、水泳の授業は得意よ。さすがにインターハイメンバーには太た刀ち打ちできないけど、他の人にならそうそう負けない自信はあるわ」

　続いて総太郎が答えた。

「そーだな。俺は……泳ぐのは好きだけど、そこまで速くはないな。一応クラスの中とかでなら速いほうだけど、そこまで自信はない。ユキのほうが速いはずだ」

　最後は静刃だ。静刃はやはり自信を崩くずさずに言った。

「私ですか？　まぁ、ここしばらく泳いではいませんが……数年前に計測した時は、世界記録レベルの数値は出ましたね」

　それが本当ならスゴイ。が、静刃の言うことだ。夢姫も総太郎も話半分で聞いておくことにした。

「って、話しているうちに次が俺たちの番だぜ」

「そうですね。では、泳ぐ順番ですが、総太郎様、春日川夢姫、私の順で行きましょう」

「まぁ、俺は何番目でもいいぜ」

　静刃の言う順番に、総太郎も夢姫も異い存ぞんはなかった。静刃は豊かな胸を叩たたいて微笑ほほえみとともに言い放った。

「ご安心を、総太郎様。どれだけ不利な状況であっても、アンカーの私が最後に追い抜ぬかしますから優勝は確実です」

「だといいね」

「じゃあ、あたしは向こうに行くわね」

　第二泳者の夢姫はプールの反対サイドへと移動した。今泳いでいる組の計測が終われば、次は総太郎たちの番だ。

　そこで総太郎は横を見て、目を開いた。二つ隣となりのレーンを泳ぐのは、誰だれであろう、優勝候補の水泳部の連中だ。さすがに鍛きたえているだけあって、均整のとれた体つきをしている。どうせいつかは戦うとしても、予選の段階から一いつ緒しよに泳ぐことになるとは、かなりのプレッシャーだ。

「総太郎様、ご安心ください。私が必ず最後に追い抜きますから、総太郎様は肩かたの力を抜いて泳いでくださればけっこうです」

　静刃の言葉に、総太郎はハッとした。そうだ、今さらジタバタしても遅い。ならば緊きん張ちようを取って、泳ぐことに集中しよう。

　そして総太郎たちの番がやってきた。第一泳者の総太郎はスタート台に立ち、腰こしを曲げて飛び込む準備をした。

　緊張の一いつ瞬しゆん──スタートの笛の合図と同時に、総太郎は台を思いっきり蹴けってプールへ飛び込んだ。幸い、水面に体全体を打ちつけるといったカッコ悪い事態にはならなかった。

　総太郎はプールに入ると、ひたすらに両手両足を動かした。とにかく、左右の他の選手のことは気にしないようにした。そんなのを気にしていたら集中が切れる。

　細かいことは考えず、ひたむきに水をかき分けて進む。口の中にまで水が入ってくるのも気にせず、ただひたすら泳ぎ続ける……やがて、ゴールにたどり着いた。それと同時に第二泳者の夢姫が飛び込むのがわかった。

　総太郎は息切れしつつ、プールから上がってレースの状況を見み極きわめた。現在泳いでいるのは全部で八チーム。トップは予想通り水泳部。総太郎は三位でゴールしていた。まぁ、そんなものだろう。ただ、夢姫はなかなか速い。強力な追い上げで、順位を一つ上げていた。

　しかしそれでもトップの水泳部とはかなりの距きよ離りが開いていた。夢姫はまもなく静刃にバトンタッチするが、すでに水泳部は第三泳者が半分以上進んでいるところであった。さすがに速いが、相手が相手だ。これくらいの差はしかたない、むしろ、他の生徒と比べたらかなり速い。

　となると、静刃がどこまで追い上げることができるか、それが勝敗の分かれ目となりそうであった。水泳部には勝てないにしろ、静刃が夢姫くらい泳げるのならば予選突とつ破ぱはできそうだった。

「静刃、後は君次し第だいだ！　頼たのむ……」

　と、声を張り上げて総太郎は絶句した。なぜなら、スタート台の上に乗った静刃が腰を曲げ、クラウチングスタートの体勢をとっていたからだ。クラウチングスタートとは、陸上で体勢が低い状態から進みだすスタート法のことである。

「静刃！　これは陸上じゃないんだぞ！」

　と叫さけんでも遅い。夢姫が向こう側の壁かべに手をついた。瞬間、静刃はスタート台を蹴って勢いよく飛び出した──陸上のように。

「あぁ、そんな──って、えぇぇぇっっ!!」

　目の前の光景が信じられず、総太郎は思わず声を出してしまった。なにしろ静刃がプールの水面に立って、ものすごい勢いで走っているのだ。水上を地面のように──いや、地上の時よりも速い。静刃が通り過ぎた後には大きな水柱が立っている。相当な速さだ。

　と、思っているうちに静刃がゴールした。瞬まばたきしているうちにあっという間にこちらまで来たのだ。静刃は水面から飛び上がって総太郎のそばに着地すると、大して疲れた素そ振ぶりも見せずに鼻を鳴らした。

「まぁ、こんなものですかね、予選ならば」

　総太郎はほうけたような表情からハッと気がつくと、目の前の忍にん者じや娘むすめをマジマジと見つめた。

「静刃、すごすぎ。どうやったんだ、今の？」

「なに、難しいことではありません。右足を水面に乗せ、右足が沈しずむ前に左足を前に出し、左足が沈む前に右足を前に出すのです。それを繰くり返すだけです」

　口で言うのは簡単だが、そう簡単にできるものではない。

「って、五〇メートル四秒？　なんだこれ、本当に水泳のタイムか？」

　タイムを測定していた生徒が驚きよう嘆たんの声を上げた。もちろん水泳部を抜いて、ブッチギリのトップだ。

「っていうか、陸上だってそんなタイムは出ないぞ」

「すげぇ」

　と、周囲の生徒たちは驚嘆とともに静刃を見つめるのだった。

「ふふふ、なに、たいしたことではありませんよ」

　静刃は肩をすくめるが、その表情は言葉とはウラハラに得意そうだった。このような芸当ができるならば、静刃があれだけ自信たっぷりだったのもうなずける話だ。

「総太郎様。私がいれば優勝間ま違ちがい無しです」

「あぁ、本当だな。よろしく頼むぜ」

　総太郎は静刃を頼もしい眼まな差ざしで見つめた──と、そんな二人を人ゴミの奥から見つめる視線があった。

「さすがは月詠静刃だな。あのような芸当ができるとは、敵ながら恐おそろしいやつだ」

「敵ながら手強いっすね。これは勝てそうにないっす」

「バカモノ！　やる前から諦あきらめてどうする！」

「でも、五〇メートル四秒のバケモノにどうやって立ち向かえばいいっすか？」

「諦めるな！　ガッツで戦え！」

「精神論だけが先行したから旧日本軍は惨ざん敗ぱいしたっすよね」

「お前は話をまぜっかえすな!!」

「アイタっ!!　ヒドイっすよ、リーダー」

「黙だまれ、余計なコトは考えず、まずは予選突破するコトを考えろ」

　──謎なぞのようで謎でないその二人の正体は、まもなくわかることだろう。




　決戦前夜──総太郎の家では、静刃が陽気に騒さわいでいた。

「ふふふ、まぁ我々の優勝は確実ですね。楽勝ですよ、楽勝。今日は前祝いです」

　静刃は用意したお菓か子しを食べながら、上じよう機き嫌げんに言った。テーブルの上には大量のジュースとお菓子がところ狭せましに並べられていた。全すべて静刃が用意したものだ。

「静刃、でもいいのか、こんなにたくさん？」

「えぇ、今日は前祝いです。どんどん飲んで食べてください」

　静刃もずいぶんと気前がいい。夢姫もジュースを飲みながら首をかしげた。

「でも、本当にどうしたの、月詠さん？　こんなにたくさん、安くはなかったでしょ？」

「大だい丈じよう夫ぶです。今の私には確実な収入がありますから」

　静刃が懐ふところから長方形の紙の束を取り出した。

「なに、それ？」

「明日あしたの水泳大会のトトカルチョです」

「そんなのやってるの！」

　夢姫が目を吊つり上げるが、静刃は肩をすくめるだけだった。

「そう目くじらをたてることでもないでしょう。タダのお遊びではないですか」

「そういう問題じゃないわよ！」

「でも、賭かけをしているのはうちのクラスですよ」

「またあの連中ね、まったく……」

　総太た郎ろうたちのクラス、二年二組は問題児クラスとして学校内でも悪名を馳はせている。風紀委員長である夢姫としては、頭の痛い問題である。静刃は得意そうに紙束を広げた。

「私の全財産を賭けておきました。無論、我々が優勝の単勝狙ねらいです」

「大丈夫なの、月詠さん？　そんな皮算用をして」

「おもしろいことを言いますね、春日川夢姫は」

　静刃が鼻を鳴らした。

「我々が負けるとでも、本気で思うのですか？」

「油断は禁物よ」

「わかっていますわかっています。さて……宴えんもたけなわ、そろそろいいものを出しますか」

　静刃が陰かげに隠かくし持っていたビンを取り出した。

「って、お酒じゃないのよ！」

「私の地元の地酒、『忍しのぶ霞かすみ』です。なかなかの銘めい酒しゆですよ」

「ダメよ！　そんなの！　高校生でお酒なんて！」

「なにをマジメぶっているのですか。さては春日川夢姫、酒が飲めない性質ですね」

「飲める飲めないの問題じゃないわよ！」

「ははーん。さては、あなたも欲ほしいのですね。しかたありませんね、少しだけならくれてやります」

　と、静刃が夢姫のコップに酒を注いだ。

「あっ！　ちょっ！　勝手に！」

「では、乾かん杯ぱいといきますか、総太郎様」

「うん、そうだな、まぁ、たまに飲むくらいいいよな」

　と、総太郎と静刃は勝手に飲み始めた。

「うーん……うまい。飲みやすい酒だな」

「えぇ、まろやかな甘口ですからね──春日川夢姫。飲みたくないのなら、返しなさい。ムリにとは言いません」

　そう言われると、夢姫も少しもったいない気がした。実はこう見えて、夢姫はお酒が好きなのだ。正月などもついついお神み酒きを飲みすぎてしまう。

「うっ……一杯ぱいだけもらうわ」

　と、ついに夢姫も杯さかずきに口をつけた。一口飲んだ瞬間、夢姫が目を開いた。

「あ、本当に美お味いしい。飲みやすいわ」

「ふふ。どうやら春日川夢姫程度にもこの味が理解できたようですね」

　静刃は立ち上がり、奥の部屋から一ひと抱かかえある樽たるを取り出した。

「実家からたっぷり取り寄せましたからね、今夜は飲みましょう」

「ちょっ！　一いつ斗と樽じゃない！　明日大会なのに、そんなに飲んでいいの！」

「当たり前です。この私が酒に飲まれると思っているのですか。お酒は飲むなら、飲み干さねばなりません」

「いや、一斗樽は飲み干せないわよ！」

「ムリならけっこう。私一人で十分です」

　静刃は顔色一つかえず、コップの酒を飲み干した。

「もう、どうなっても知らないからね！」

　なんだかんだ言って酒好きの夢姫も、ヤケクソになったように酒を飲み始めた。まるで水でも飲むかのようにがぶ飲みしている。

　さすがの総太郎も、大丈夫か、と眉まゆをひそめた。

「……ま、いっか。なるようになれだ」

　と、結局お気楽なことを言う総太郎であった。




　その翌日の土曜、それが水泳大会の決勝戦である。予選を勝ち抜ぬいた八チームの他にも、観客の生徒たちもかなりの数が集まっていた。なかなかの賑にぎわいである。

　だがそんな中、総太郎たちは青い顔で隅すみのほうに立っていた。

「うー、頭痛いてぇよ……酒飲みすぎた」

「失敗だったわ……月詠さんって、ザルだったのね」

　静刃がカパカパと水のように飲むので、すっかりペースを乱されて二人とも深酒してしまったのだった。

「あぁ、周りがうるさくて、頭が痛いぜ」

　総太郎は頭を抱かかえてうめいた。と、一人人数が足りないことに今さらながら気付いた。

「そう言えば、静刃はどこにいったんだ？」

「変ね。さっきは更こう衣い室にいたはずだけど……見てくるわ」

「よろしく～」

　いつもなら、『俺が見てくる！』と言ってはしゃいだりする総太郎だが、今日はそんなことをする気力すらなかった。

「でも、今日が休みでよかったぜ。酒の臭においで先生にばれるからな……それよりも、こんな状態で昼間から泳げるかな」

　かなり不安だった。ヘタに泳ぐと溺おぼれそうだ。

「ソータァ、連れてきたわよぉ」

「あぁ、静刃……大丈夫か？」

　と、総太郎も思わず尋たずねるほど散々な状態だった。夢姫に支えられてやってきた水着姿の静刃だが、いつも冷れい淡たんに感じるその顔は色白を通りすぎて青ざめていた。目は虚うつろで、ぐったりと夢姫にもたれかかり、足元もおぼつかない状態だ。

「もぅ、月詠さんちゃんと歩いてよ……あたしが見にいったら、更衣室で倒たおれてたのよ、この人」

　夢姫が呆あきれたように言った。こんなにフラフラの静刃は総太郎も初めて見た。

「静刃ぁ、大丈夫かぁ？」

「うーん……酔よってません、私は酔ってません。まだ飲めます」

　悪夢にうなされるかのような口調であった。

「しっかりしろ、静刃！　もう酒はないぞ！」

　総太郎と夢姫の記き憶おくは、昨日の深夜の段階で消えていた。静刃にムリヤリ飲まされているうちに眠ねむってしまったのだ。そして朝方に頭痛を抱えて起きてみると、静刃は空っぽになった一斗樽を抱えて庭に転がって寝ねていたのだ。その無防備な寝ね姿すがたは、忍にん者じやにあるまじきスキだらけなものだった。

　と、静刃がまぶたを開け、にごった目で総太郎を見上げてきた。

「ん？　あ、あぁ、総太郎様。もう一杯いかがですか？」

「頼たのむからしっかりしてくれ、静刃！　静刃がしっかりしないと。今日はとても勝てないぞ！」

「うーん……頭が痛いですね」

　静刃がようやく意味のある声を出した。目はまだにごっていたが、意識の輝かがやきが戻もどりつつあった。

「静刃も二日酔いか？」

「失敬な。忍者たるものが酒に飲まれるとでも思っているのですか!?」

「いや、どこをどう見てもフラフラだろ」

「これはお酒のせいではありません。どうも、朝から熱っぽいのです」

「本当？」

　夢姫が背せ伸のびして静刃の額に手を当てた。たちまち夢姫の表情が曇くもる。

「うわ、熱があるじゃない、月詠さん！」

　薄うす着ぎのまま庭で寝たりするからだ。夏とは言え、そんなことをすれば風か邪ぜをひくのも当然だ。

「夏だからって、油断するからよ、月詠さん」

「バカは風邪をひかないと言いますが、私はかしこいので風邪をひいたようですね」

「夏風邪はバカしかひかないとも言うわよ」

　とにかく、主戦力の静刃がこんな状態では、今日の勝負はかなり不安だった。

　しかも気になる話を総太郎は先ほど耳にしていた。

「しかも静刃、聞いたか？　トトカルチョの話？」

「どうかしたのですか？」

　ぼんやりしている静刃に、総太郎がさっき仕入れた情報を告げた。

「静刃が予選でブッチギリだったから、オッズが変化したんだ。本命ってことで、俺たちが優勝しても倍率は〇・一％しか増えないらしいぜ」

「なんですって！　では私が勝っても一〇〇〇円しかもらえないのですか！」

「……静刃、一〇万円も賭けてたのか！」

　とんでもない話だ。すさまじい皮算用でもある。

　静刃は熱も吹ふき飛んだように怒いかりに燃える拳こぶしを握にぎり締しめた。

「くっ、こうなったら、絶対に優勝して賞品だけでも確実にいただきます」

「静刃大だい丈じよう夫ぶか？　熱あるんだろ？」

「この程度問題ありません。忍者たるもの、風邪くらい屁へでもありません」

　少し顔色は悪いものの、静刃は決然と言い放った。

「頼むぜ静刃。静刃にがんばってもらわないと、俺たちじゃ優勝できないぜ」

「えぇ、お任せください」

　静刃は胸を叩たたいた。が、その途と端たん、うずくまってしまった。

「イタタ、強く叩きすぎて、気分が……」

「大だい丈じよう夫ぶかよ、本当に？」

　先行き不安だ。と、そこで静刃はなにかを思いついたらしく、顔を輝かせて言った。

「そうです！　トトカルチョは二番人気のチームに賭けて、我々がわざと負ければいいだけの話です！」

　ロクでもないことしか考えていない静刃だった。しかたないな、と総太郎は釘くぎをさすことにした。

「だめだぞ、静刃。そーゆーことを考えるやつがいるから、参加者は自分以外のチームには賭かけれないぞ。そのあたり、うちのクラスは厳しいんだ」

「チッ」

　舌打ちする静刃。本当にロクでもない。




　水泳大会は主しゆ催さい者しやである生徒会長の宣言によって開始された。

　そして第一競技は──

「ちょっと！　わたくしの華か麗れいな宣せん誓せいはカットですの!?」

　会長がなにか騒さわいでいるが、気にしてはいけない。ページの都合だ。

『はい、というわけで生徒会主催の水泳大会、いよいよ本戦が始まりました』

　スピーカーからプール全体に聞こえる声が響ひびいてきた。

『本日の実じつ況きようはわたし、水天主高校放送部部長氷ひ魚お紬つむぎが、解説の方は主催者である水天主高校生徒会会長、嶌しま智とも香かがお送りします』

　実況付きとは手の込んだ大会だ。放送席にいるのは、水天主高校のパパラッチと呼ばれる放送部の元もと締じめだ。細いメタルフレームのメガネにポニーテールが特とく徴ちよう的な少女である。

『さて、いよいよ始まりました、水泳大会。会長、今回の大会、賞品がやけに豪ごう華かなようですが？』

　紬がマイクを向けると、会長が口元を手で隠かくしながら誇ほこらしげに答えた。

『商品が豪華なほうが、生徒の皆みなさんも力が入ると思いまして、例年よりも豪華な物を用意させていただきましたわ』

　そう言う会長は、周りが学校指定の水着の中、一人だけ赤のビキニをつけていた。目立ちたがりな性格だから、勝手に着ているのだろう。

『会長。聞くところによれば、賞品の予算には会長自身が奮発なさったとか』

『えぇ、生徒の皆さんが楽しんでくれればと思って、少々ポケットマネーを奮発しましたの。いえ、ほんのはした金ですから、お気になさらずに、おほほほほ』

『以上、成金会長からの一言でした』

『ちょっ！　どういう意味ですの！』

　そんな下らないトークを挟はさみつつ、第一競技の準備が整った。

『え～、それではまもなく第一競技、各チームの代表選手によります、二〇〇メートル個人メドレーを行います。選手の方はスタート地点に向かってください』

　二〇〇メートル個人メドレー──すなわち、バタフライ、背泳ぎ、平泳ぎ、自由形を五〇メートルずつ泳ぐのである。総太郎は青ざめた顔をしかめた。

「初しよっ端ぱなからハードな競技だな」

「ここは私が行くとしましょう」

　と、静刃が立ち上がった。が、足元がまだおぼつかない様子で、立った瞬しゆん間かんにふらついてしまった。

「大丈夫か、静刃？」

「私でなくてはここは勝てないでしょう。大丈夫です。風邪くらいで、忍者は負けません」

　静刃は強がっているが、不安は消えなかった。というか、忍者は関係ないだろう。

　でもその熱意に負け、代表は静刃に任せることにした──正直、総太郎も夢姫もいきなりそんなハードな競技に出れそうになかった。

「月詠さん、本当に大丈夫かしら？」

「今は静刃を信じるしかないだろう」

　総太郎と夢姫が見守る中、静刃がスタート地点に立った。と、静刃の隣となりの選手を見て総太郎は顔をしかめた。

「うわ、水泳部、三年のエースが出てるぜ。あいつ、去年のインターハイチャンプだ」

「月詠さんの力は知られているから、向こうも本気ね」

『はい、まもなく第一競技、二〇〇メートル個人メドレーの開始です。注目株はもちろん、予選でブッチギリの成績を残した二年生の月詠静刃選手。なんと彼女は水の上を走るという反則スレスレの必殺技わざを持っています。放送部の仕入れた情報によると、彼女は現代を生きる忍者の末まつ裔えいだそうです。さすが忍者、忍者にとっては水上も地上と同じということですね』

　静刃が忍者であることはもはや秘密でもなんでもなかった。まぁ、静刃自身最近は隠す素そ振ぶりすら見せてないので、かまわないだろう。

『ですが、油断してはいけません。予選の時は自由形だったのでよかったのですが、今回は泳ぎ方が決められています。その泳ぎをせずに水の上を走った場合反則になります。選手の方、くれぐれも水の上を走らないでください』

『月詠さん以外にそんなことができるかたがいますの？』

　たぶんいないだろう。しかし静刃を押さえるルールまでできるとは、予選で少し目立ちすぎたようである。

『もちろん注目は月詠選手だけではありません。その隣には昨年度インターハイチャンプ、三年の七なな曲まがり船ふな倉くら選手がいます。七曲選手も他の選手もがんばって欲しいですね』

「おれ、全国チャンプなのにその他のザコ扱あつかいかよ!?」

　静刃の隣にいる選手が頭を抱かかえて叫さけんだ。実力はあるのに、静刃がいたばかりにこんな扱い、不ふ憫びんである。

　観客の声せい援えんに見守られ、選手はスタートの準備をした。静刃も今回は普ふ通つうの飛び込み体勢となっている。

『それでは選手の皆さん。用意してください』

　プールサイドに立つ生徒が旗を振ふり下ろした瞬間、選手は一いつ斉せいにプールへと飛び込んでいった。

『さぁ、各選手一斉にスタートを切った。スタートは、おぉっと、なんと、予想外にもトップは七曲選手。全国チャンプはやはりダテではなかったか？　さて、期待の月詠選手はどうした……おぉっと、どういうことでしょう、月詠選手は未いまだスタート台の上です!!』

　実況の言葉どおり、静刃はスタート台の上に立ったままだった。

「ちょっと、月詠さん！」

「静刃！　もうスタートだぞ！」

　総太郎たちが叫ぶが、依い然ぜんとして静刃はスタートしようとしない。なにやら、スタート台の上で屈くつ伸しん運動を始めた。

「静刃！　準備運動をしている場合じゃないだろ!!　まだ酔よってるのか!!」

　と、静刃もその声が聞こえたか、総太郎のほうを見て、一瞬笑えみを浮うかべた。

「静刃？」

「月詠さん、なにか考えがあるみたいね」

　次の瞬間、静刃は膝ひざを伸のばすと同時に手を大きく振って、スタート台から飛び降りた。

『遅おくれて月詠選手が今スタートを切って……って、えぇぇぇぇ!!　こ、これはいったいどうしたことだぁぁぁぁ!?』

「え!?」

「ウソ!?」

　周囲から驚きよう愕がくのどよめきが響いた。静刃が大きく飛び上がったのだが、その距きよ離りが信じられないほどのものだったのだ。

『信じられない跳ちよう躍やくだ。月詠選手高く舞まい上がった。これは大きい、大きいぞ、今着水した。とんでもない飛距離だ。飛びこみだけで月詠選手、トップへと躍おどり出てしまった！』

　そう、静刃は一っ飛びで五〇メートルのプールのほとんどを飛び越こえてしまったのだった。

「ウソでしょ。立ち幅はば跳とびで四〇メートルくらい飛んだわ……」

　当然、沸わき立つ観客たち。

『みんなの期待を裏切らなかった月詠選手、さすが現代の忍にん者じやはダテじゃない。いやぁ、すごいですね、会長？』

『えぇ、みごとな飛び込みでしたわ。まさに、飛びます飛びます、ですわ』

　会長が小指と人さし指を立てて言った。

『ジロさんとは……実は意外にオヤジ趣しゆ味みだと判明した会長でした』

『ちょっ！　違ちがいますわよ！　そもそも今の元ネタがわかった時点で、あなたも同類ではありませんの！』

　ともあれ、会場は静刃の飛びこみで大おお騒さわぎだ。それは無論、総太郎や夢姫も例外ではない。

「静刃すげぇ、ブッチギリじゃないか」

「ターンしたわ。次は背泳ぎね」

　これなら勝てる、と総太郎も夢姫も半ば確信し始めた。

『月詠選手、ターンして、次は背泳ぎだ……と、おや？　月詠選手。水にもぐったままでてこない。どういうことでしょうか、会長？』

『これは潜せん水すい泳法ですわね』

　会長が重々しくうなずいた。

『水中をすすむ分、波の抵てい抗こうを受けないので速くすすむことができますわ。公式大会では禁じ手の一つですけど、今大会ではとくにそういった規定はないのでＯＫですわ』

『なるほど。ですが月詠選手、だいぶ長くもぐっているようですね』

『背泳ぎでの潜水泳法は難易度が上がりますけど、さすがですわね』

　観客たちも固かた唾ずを飲んで見守っているが、水中にいるので静刃がどこにいるのかよくわからない。

　と、そうこうしているうちに二番手の選手が背泳ぎを終え、平泳ぎへと移行していった。静刃の姿は未いまだに見えない。

「変ね。浮かんでこないわよ？」

「さすが静刃だ。五〇メートル潜水どころか、一〇〇メートル潜水に挑ちよう戦せんするのか！」

「まさか!?」

　でも、静刃ならばそれくらいできて不思議ではない。期待を込こめてプールを見つめる総太郎たち。

『えぇ……月詠選手、浮かんできませんね。本当に大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？』

　総太郎もさすがに不安になってきた。プールサイドに駆かけ寄って、静刃のレーンをのぞきこんでみた。

「……って、静刃のやつ、沈しずんでいるぞ！」

「たいへん！　溺おぼれてるじゃない！」

　無理をしすぎて力尽つきた静刃が、プールの半ばに沈んでいるのを発見した。

『どうやら月詠選手。溺れていたようですね。助けると失格ですよ』

「うるさい！　はやく助けをよこせ!!」

　どなりつつ、総太郎は気分が悪いのを押さえ、プールに飛び込んでなんとか静刃を引き上げた。そのまま総太郎は静刃の両ワキに手を入れ、プールサイドへと押し上げる。

「──重ッ！　静刃メチャクチャ重っ！　ユキ、手伝ってくれ！」

「なによ、もう、情けないわね。これくらいで」

　先に上がった夢姫が上から手を伸ばして静刃を引き上げる──が。

「本当に重いわね！　月詠さん、何キロあるのよ！」

　怪かい力りきの夢姫がこういうのだから、静刃は本当に重いようだ。二人はそばにいた他の生徒の力も借りてなんとか静刃を水中から引き上げることに成功した。

　グッタリした静刃は力なく目をつぶっている。と、地上に引き上げたらガタンと、衝しよう撃げきでなにかがこぼれた。それは一ひと振ふりの日本刀だった。静刃の水着の中から転がり落ちてきたのだった。

「まさか……」

　夢姫がふと気付き、静刃をゆすってみた。すると静刃の水着から大小さまざまな種類の刀とう剣けん、鎌かまや槍やりなどの刃は物もの、武器が山のように転がり出てきた。

「これは重いはずね。よくこんなに持って泳げたものだわ」

「というか、静刃はどこにこんなに隠かくし持っていたんだ？」

　総太郎の疑問にはそう簡単には答えられそうになかった。

『アクシデントです、溺れた月詠選手の意識がありません。しかぁし、ご安心ください。当大会において運営委員会は万ばん全ぜんの準備をしております。今、溺れた月詠選手のもとへ保健委員会委員長の間ま藤とう霧きり子こが向かいました』

「はい、どいてください、どいてください」

　野次馬をかき分けて、赤い十字の入った腕わん章しようをつけた女子生徒が出てきた。オデコが少し広い二年生の女子だ。

「それで、溺れた人はどこですか？」

「はい、ここです！」

　総太郎はヘッドスライディングしながらその場に倒たおれた。

「俺、さっきまで溺れてたんです！　水も飲みまくって、今意識がありません！　ちなみにこれは寝ね言ごとです！　すぐに人工呼吸をしないと危険です！　人工呼吸してください!!」

　さっきまで青ざめていたと思ったが、元気を取り戻もどしたらしい。恐るべし、ヘンタイの根こん性じよう。

　いつもと同じ総太郎の変態ぶりに、しかし保健委員長は笑顔で答えた。

「そうね。人工呼吸が必要かしら？」

「はい、ぜひ！」

「じゃぁ、大だい文もん字じ君よろしくね」

「うぃぃぃっす」

　と、保健委員長の背後から大おお柄がらな生徒が出てきた。筋骨隆りゆう々りゆうで、頭は坊ぼう主ず頭あたま。総太郎より一回りは大きかった。

「柔じゆう道どう部の大文字君よ。肺活量が八〇〇〇ＣＣあるから、人工呼吸ならお手の物よ」

「うぃっす、お任せください、委員長」

　大文字が総太郎の傍かたわらにヒザをつき、顔を近づけてきた。総太郎は慌あわてた。

「うわ、バカ言え！　八〇〇〇ＣＣも息を入れられたら風船みたいに破は裂れつするわ！　俺を殺す気か！　もう元気になったから、いい!!」

　慌てて起きようとしたが、大文字が総太郎をその力強い腕うでで押さえつけた。柔道部だけあって、寝ね技わざが強い。

「うわ、なにする気だ、放せ！」

「大丈夫ですよ、先せん輩ぱい、落ち着いてください」

　いかつい顔つきだが、実は一年生だったらしい。大文字は総太郎に顔を近づけてきた。

「先輩、おれ、男のほうが好きなんです。先輩、好みです。だから……」

「うぎゃぁぁぁぁぁぁぁ、奪うばわれる！　俺の貞てい操そうが奪われる！　助けてくれ！　ユキ、おい、ユキ!!　助けてくれぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　夢姫は氷のような冷たい眼まな差ざしで総太郎を一いち瞥べつした。

「自じ業ごう自得よ」

「そんな、ユキィィィィィィィ!!」

「さぁ、先輩。イヤなのは、最初だけですよ……」

「ぎゃぁぁぁぁぁぁ!!　誰だれか、助けて、助けてくれぇぇぇぇ」

　と、救いの女め神がみが現れた。

「総太郎様になにをするのですか！」

「うぎゃぁぁぁぁぁぁ!!」

　大文字が紙くずのようにプールへと投げ飛ばされ、総太郎の傍らには静刃がたたずんでいた。

「総太郎様、御ご無ぶ事じですか？」

「静刃こそ、無事だったんだな！」

「えぇ、なんとか。総太郎様を守るのが私の使命ですから」

　不覚にも、総太郎は涙なみだが出るほど嬉うれしかった。最近は静刃にふりまわされてばっかりで、静刃が総太郎を守ってくれていることを忘れかけていたからだ。

「あぁ、静刃、ありが……」

　立ち上がりかけた総太郎の両りよう肩かたを、静刃が摑つかんだ。

「どうした、静刃？」

　静刃は青ざめた声で搾しぼり出すように言った。

「……二日酔いで泳いだ上に溺れて、目が覚めていきなり体を動かしたら、気持ちが悪く……ウップ」

　静刃はなにかをこらえるように口を押さえた。総太郎が慌てた。

「静刃、おさえろ！　おい、誰か、ビニール持ってこい、急げ！　っていうか、静刃、がんばれ、耐たえろ！　こんなところで吐はくヒロインなんていないぞ、だからもう少し耐えろ！」

「はい、ビニール！」

　間に合った。

　……なにはともあれ、波乱たっぷりの。第一競技であった。結局静刃がリタイヤで総太郎たちはビリ。最悪のスタートである。

『はい、なにやらプールサイドでアクシデントがあったようですが、問題はないようなので気にせずいきましょう』

　実じつ況きようはマイペースで続けられていた。

『優勝候補の月詠選手、まさかのリタイヤです。今後の競技に復帰できるかが今後の焦しよう点てんとなるでしょう。第一競技の結果ですが、二番人気だった七曲選手は二位。予想通りの順位ですが、一位になったのは意外にも、飛び入りの特別編成チームです！』

　表ひよう彰しよう台だいに立って手を振ふっているのは、すらりとした肢し体たいを競泳用水着に包んだ少女であった。ショートカットに円つぶらな瞳ひとみが印象的で、かわいらしい顔立ちをしている。

「あれ？　あんな子、うちの学校にいたっけ？」

　見覚えのない美少女に、総太郎が首をひねった。あんなに可愛かわいければ総太郎の記き憶おくに残っているはずだが、まったく覚えてない。

『ところで会長、この特別編成チームなんですが？』

『えぇ、今大会では水泳部や月詠さんといった、ハイレベルな人が数多く参加していますわ。このままでは大会が一方的になるのではないかとの観点から、急きゆう遽きよ特別編成したチームを参加させましたの。リーダーは生徒会副会長である緋ひ月づき君。他のメンバーも、外部から呼んだ強力な助すけっ人とですのよ。これで優勝の行ゆく方えはわからなくなってきたようですわね、おほほほ』

『はい、主しゆ催さい者しやのごり押しで混ぜた反則チームのようです。きっと賞品を渡わたすのが惜おしくなって……ゴホン、いえ、なんでもありません』

　実況はもしかして、会長のことが嫌きらいなんだろうか？　総太郎と夢姫は内心そう思った。

　そんな実況はともかく、静刃は意識を取り戻したものの、ぐったりとしている。夢姫は心配そうに静刃をのぞきこんだ。

「月詠さん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　静刃はうつむいたまま、かすれる声で答えた。

「ち……」

「なに、月詠さん？」

「ちょ……」

「なにが言いたいの、月詠さん？」

「ちょー気持ちいいです」

「あなたはどっかの水泳選手か！」

「ジョークですよ」

　ジョークを言う余よ裕ゆうくらいはあるようだが、依い然ぜん静刃の顔色は悪かった。しかも静刃の体は小刻みに震ふるえている。

「ちょっと、月詠さん、本当に大丈夫？」

　夢姫が静刃の額に手を当てた。

「熱ッ！　月詠さん、すごい高熱よ！　あきらかに風か邪ぜが悪化しているじゃない！　もうムリよ、リタイヤしましょう」

　しかし静刃はその言葉に首を横に振った。

「それはできません。私の矜きよう持じに関かかわります。なんとしても優勝して見せます」

「でも、その熱じゃ……さっきだって、結局途と中ちゆうで力尽きたんじゃない」

「あれは作戦です。最初からトップではなんの面おも白しろみもありませんからね。わざと手を抜ぬいて、舞ぶ台たいを盛り上げようとしたまでです」

「そーゆーセリフは、足がふらついてまともに立てない人が言っても説得力ないわよ」

「大きなお世話です！　少し休めば次の競技には復帰できるはずです」

　静刃の闘とう志しは全くくじけていなかった。その強情ぶりに、夢姫はあきらめたように両手を上げた。

「わかったわよ、好きにすればいいわ。でも、しばらくは休んでいてもらうからね」

「えぇ、少し休めばすぐ元気になります」

　そう言って静刃はタオルを体にまきつけたまま目を閉じた。夢姫はヤレヤレと息を吐き、チームメイトの幼おさな馴な染じみを振り返った。

「……ソータ。どうする？」

「あんまり続けたくはないけど、ここでリタイヤすると元気になってから静刃がうるさいぜ」

「そーよね。優勝しないと、合宿もできないし」

「それもあったな」

　忘れかけていたが、本来の目的はそれだった。

「まぁ、あたしたちでもう少しがんばるしかないわね」

「そうだな」

　二人も取りあえず、闘志が消えたわけではないようであった。




　一方、問題の副会長チームである。メンバーは、副会長緋月の他に二名がいた。

「まったく、どうして僕が君たちのためにこんな尽じん力りよくしないといけないんだい」

「そう言うな、緋月よ。かつては共きよう闘とうした仲ではないか」

「そうは言うがね、あんたはまだ前回の報ほう酬しゆうを払はらってないんだぞ、睦む月つき」

　そう、緋月と一いつ緒しよにいるのは誰であろう、邪じや神しん組合幹部、睦月であった。彼も今は水着姿。トレードマークのムラサキローブをつけていないので、いつもとは少し印象が違ちがって見える。

　睦月はなれなれしく緋月の肩かたを叩たたいた。

「そう言うな、緋月よ。この大会で優勝できれば、お前には前回の分も含ふくめて報酬は払ってやるさ」

「ヤレヤレだよ、まったく……でもまぁ、いいか」

　緋月はプールサイドの反対側にいる静刃たちをにらんだ。

「月詠静刃には、僕にも積年の恨うらみってものがあるからね。この大会で白黒をはっきりつけるのも悪くない」

　ただ、静刃が先ほどダウンした時はさすがに焦あせった。静刃に限って大丈夫だとは思うが、決着もつけないうちにリタイヤされたのではたまらない。

「月詠静刃……決着がつくまでは、リタイヤなんてしないでくれよ」

　そこで緋月はチラリと、表彰台に立って笑え顔がおを振りまいている女子を見た。

「いや、どーもっす、どーもっす。ご声せい援えん、感謝っす」

『はい、優勝した木きの下した選手。コメントを』

「これくらい、ヨユーっすよ、ヨユー」

　木下は脳天気に笑っていた。緋月は眉まゆをひそめながら睦月を振り返った。

「それにしても、あの子は誰だい？　インターハイ選手を追い抜くなんて、タダ者じゃないね」

　睦月も重々しくうなずいた。

「ウム。うちの信者で一番水泳が得意な者を尋たずねたところ、木下のやつが得意と言っていたから連れてきたのだが……本当に速いな、あいつ」

　木下はニコニコ笑いながら仲間のもとに戻もどってきた。

「楽勝っすね。こんな高校生くらいが相手なら、自分無敵っすよ」

「ウム、正直驚おどろいたぞ、木下」

　少し見直したように睦月が言った。

「まさか、お前女だったなんてな。いつもはローブと頭ず巾きんをつけてるからわからなかった」

「ガーン!!　ひどいっす、リーダー！　驚いたのって、そっちのほーっすか！」

　木下はショックを受けたようにヒザをついた。

「あんまりっす。自分、そんな女に見えないっすか？」

「いや、あのカッコウだと、体のラインが出ないからわからんだろ。それに……まさかうちの信者に女がいるとは思わなかった」

　ヘンタイ教団である自覚はあったらしい。

「ウッ、ウッ、ヒドイっす。うすうす勘かん違ちがいされてないかな～って思ってたっすけど……一緒にリリカル・ミュミュ様に忠誠を誓ちかった仲じゃないっすか。それなのに、いつもいつも殴なぐられたり蹴けられたりされてたのは、自分が女と見られていなかったからなんすね」

　そう言えば、好き勝手殴ってたな、と睦月は思いだした。今後は控ひかえてやろう。

「うぅ……女と気付かれなかったなんて……これじゃ、いくらアプローチしてもムダなはずっす」

「なんの話だ？」

「もういいっすよ、リーダー。今まで甲か斐い甲が斐いしく働いたのも、ムダだったなんて……」

「まぁ、お前の泳ぎがすごいというのは少し見直したがな」

「本当っすか」

　木下が顔を輝かがやかせた。現金なものだ。

　と、測定されたタイムを見た緋月が驚いた声を出した。

「二〇〇メートルを二分一〇秒？　どういう体をしているんだい？　ほとんど世界レベルじゃないか」

　木下が得意そうに胸をはった。

「こー見えても自分、オリンピック強化選手に選ばれたこともあるっすよ」

　なんでそんな人間が邪神組合などに入っているのか謎なぞである。たぶん、どこかで人生のレールを踏ふみ外してしまったのだろう。仕事と恋れん愛あい、両方で。

　その一方、水泳部のチームは泣いていた。

「バカな、俺たちは日本一のはずだぞ。それがこんな、学校のお遊びの大会で負けるなんて……」

　水泳部のプライドはズタズタだった。最初から波乱が予想される大会である。

『第二競技、水中借り物競走をまもなく始めます。選手の方はスタート地点へ集合してください』

　準備が整ったらしい。大会が進行されていった。

『水中借り物競走とは、プールの底に置かれたプラスチックカードを取り、そこに書かれたものを持ってゴールするという競技です。これは泳ぎ以外にも、運の要素も必要な種目となります』

　総太郎の横で、静刃が起き上がった。

「ふっ、今度も私が行くとしましょう。ここで先ほどの名めい誉よ毀き損そんです」

　静刃が名乗りを上げたが、総太郎たちは不安だった。

「取りあえず静刃。それを言うなら名誉挽ばん回かいだ。それに大丈夫か、その、体調のほうが？」

「えぇ、問題ありません。少し休んだおかげで、むしろ好調なくらいです」

　と言う静刃だが、足元は微び妙みようにふらついていた。少し不安だ。

「いいわ、あたしが行くから、月詠さんは休んでいて」

　と、夢姫が名乗りを上げた。しかし静刃は渋じゆう面めんだ。

「春日川夢姫にいいところは持っていかせませんよ」

「今はそんなことを言っている場合じゃないでしょ。月詠さんはうちの切り札なんだから、最後まで温存しておかないと、ね？」

　夢姫が搦からめ手を使ってやわらかく言うと、静刃も少し考え直したようだった。

「まぁ、そういうことなら春日川夢姫に任せますか。露つゆ払はらい程度ならばできるでしょう」

　いちいち言うことがカンに障さわるが、今はそんなことで言い争いをする気にもなれない。夢姫はスタート台へと足をすすめていった。

『選手そろったようです。やはり先ほどリタイヤした月詠選手は出てきていません。代わりに出たのは風紀委員長の春日川夢姫選手！　学園最強とも呼ばれるその実力が果たして水泳でも活いかせるのか、期待されます』

「大きなお世話よ」

『他に注目株としては、特別編成チームよりいよいよリーダーの副会長、緋月選手の参戦です。スポーツ万ばん能のうの緋月選手は、水泳もトップクラスの実力。十分期待できます』

「って、副会長が？」

　夢姫が横を見ると、緋月がさわやかな笑みを見せてきた。

「ふふっ、悪いけど、手加減はしないよ」

「こっちだって、負けませんよ！」

「本当は月詠静刃と戦いたかったけど……まぁ、勝負はこれで終わりじゃないからね、次に期待しよう」

『それでは各選手、スタート台に立ってください』

　それぞれがスタート台に立った。そして、スタートの旗が振ふり下ろされる。競技開始だ。

『さて、スタートです。トップに出たのは、副会長だ！　やはり速い速い。水泳部、完全に当て馬だ！』

「ほっとけ！」

　プールサイドの水泳部から憤ふん然ぜんとした声が上がった。たぶん、彼らが優勝することはないだろう、ストーリーの展開上。

『トップの副会長。そのままもぐって水中のカードを取った！　さぁ、なんと書いてあるのでしょうか、残念ながらここからでは読めない。いったいなんでしょうか？　さぁ、二番手は水泳部の田た中なか選手、風紀委員長の春日川選手がほぼ同時にカードを取って、プールから上がった。さて、いったいなんと書かれてあるのでしょうか？』

　夢姫はプールから上がり、息を整えつつカードに書かれた文字を見た。

「えっと……『あなたの恋こい人びと』!?」

　とんでもないものを借りてこなければならない。夢姫はチラリと、こちらを応おう援えんしている総太郎のほうを見た。顔が赤くなるのは、どうしてだか自分でもわからなかった。

「なんだ、これ？　『好きな芸能人』なんて、連れてこれるか！」

「『好きな車』って、どーやって持ってくればいいんだよ！」

　と、周囲からそんな声が聞こえてきた。ヒドイ内容だ。

『どうやらどの選手も書かれたものに苦戦しているようです。会長、これはどういうことでしょう？』

『えぇ。簡単にゴールしてもらっても困りますし、一いつ般ぱん生徒の皆みなさんががんばる様子を眺ながめたかったので、内容は難しくしておきましたの。オホホホ』

『えぇ～、どうやら成金女の娯ご楽らくのトバッチリなようです』

『ちょっと、どういう意味ですの！』

　たぶん、この実じつ況きようは会長のことが嫌きらいなんだ、絶対そうだ。

　ともかく、夢姫はいったん顔を水で洗ってホテリを取ると、プールサイドを走って総太郎の元へとやってきた。

「どうした、ユキ！　なにを借りればいいんだ？」

「えっと、その……あの、なんて言えばいいか、これはやむをえずっていうか、しかたなくっていうか、緊きん急きゆう避ひ難なんっていうか、カルネアデスの板なのよね」

　しどろもどろで言う夢姫。なにが言いたいのかよくわからない。

「いったいなにが言いたいんだ？　俺が持っているものがいるのか？」

「ま、まぁあんたが持っているというか、あんた自身がその……」

　口ごもって顔を赤くする夢姫。素す直なおに口に出せない年とし頃ごろなのだ。

「俺が持っているもの？　でも、俺は今こんなカッコウだし……まさか、海パンか！」

「違ちがうわよ！」

　夢姫のツッコミもなんのその、総太郎はなんてこったい、と顔を覆おおった。

「くっ、なんて過か酷こくな競技だ。よもやそんなものを借りねばならないとは……だが、チームの勝利のためならば、俺一人の羞しゆう恥ち心しんなどたいした問題ではない。いいだろう。勝利のため、俺は脱ぬぐ！」

「やめなさい、このバカッ!!」

　パンツに手をかけた総太郎を本気で蹴り飛ばし、夢姫はその暴挙を止めさせた。

『おぉっと、春日川選手。なにやらプールサイドで騒さわいでおります。いったい彼女はなにがしたいのでしょうか？』

　実況にもチャカされ、夢姫は顔を赤くして総太郎の腕うでをつかんだ。

「な、なんでもいいから！　とにかく来なさい、ソータ！」

「おわっ、引っ張るな！」

　強引に総太郎の腕をつかみ、半ば腕ずくで総太郎をプールに引き込んだ。

『春日川選手、チームメイトの腕を摑つかんで泳ぎだしたぞ。すごい速さだ。そのままトップでゴォォォルッ!!』

　夢姫はプールから上がりつつ、ガッツポーズをとった。

「やったわ！　これであたしたちの勝ちね！」

「勝ったのか？　ならいいけど……結局そのカード、なんて書いてあったんだ？」

　総太郎の疑問に、夢姫はうつむいて口ごもった。

「え？　そ、それはその……『バカ』よ。『バカ』って書いてあったのよ」

「なんだ、それ？　俺が『バカ』だって言うのか！　ふざけんな！　そんなことを言うやつは、ケツの穴に俺の頭を突つっ込こんで奥歯でガタガタ歯は軋ぎしりしてやるぜ！」

「なによ、その、やるほうもやられるほうもタイヘンなことになりそうな拷ごう問もんは！　そういう言動がバカだって言うのよ！」

『おや、なにやら妙みような言い争いになってますね。しかしどういうことでしょう？　こちらの情報によると、「バカ」と書かれたカードはありません』

「!!」

　マズイ、と夢姫は実況席を振り返った。

『用意されたカードは「好きな芸能人」「好きなスポーツ選手」……おや？　ははぁん。さては、春日川選手のカードは……』

　実況が嫌いやらしい笑えみを浮うかべた。感づかれたのだ！　夢姫は本能的に悟さとった。

　次の夢姫の行動はすばやかった。風のような動きで実況席の前に移動すると、実況席のマイクをもぎ取ったのだ。

「あ！　なにを……」

　夢姫は赤い顔でマイクを握にぎり締しめた。バキッ、とマイクは真っ二つに折れた。

「これ以上余計なことを言うと、先せん輩ぱいもこのマイクみたいになりますよ？」

「……ごめんなさい」

　口止めは迅じん速そくに行われたのだった、夢姫はホッと胸をなでおろした。

「おい、ユキ、いきなり走り出して、どうしたんだよ？」

「なんでもないわよ。いきましょ、ソータ」

　先に歩き出す夢姫。総太郎はわけがわからない、と首をかしげた。と、実況の放送部長が総太郎に声をかけた。

「あなたも苦労するわね」

「え？　なにがです？」

「なんでもないわ」

　放送部長はクールな顔で肩かたをすくめた。

「なんか変だな」

　周囲の様子に首を傾かしげつつ、総太郎は夢姫を追いかけた。

「ユキのやつ、いったいなにをそんなに隠かくしたがって……あ、もしかして！」

　総太郎が手を叩たたいた。

「あのカード、『宇宙一カッコイイ男子生徒』とか書いてあったのか!?　いやぁ、照れるなぁ、ハハハ」

　夢姫は心の中で、バカは死んでも直らないな、とつぶやいた。

　一方、途と中ちゆうまでトップだった緋月はどうなったかというと……

「なんだい、この『好きな力士（ただし十両以下）』ってのは！　十両以下なんてまともに知らないよ！」

　ムチャクチャなカードに文句をつけていた。

　ともあれ、夢姫の勝利で初戦の遅おくれは挽ばん回かいできた。

『続いての競技、水中騎き馬ば戦せんです。馬役二人の上に騎手一人が乗ってください。騎手の鉢はち巻まきを取られるか、馬が崩くずれたら負けです』

「またハードな種目だな。静刃、大だい丈じよう夫ぶか？」

　今度は団体競技なので静刃も休んでいられない。静刃はいつもと同じ冷静な表情で立ち上がった。

「えぇ、休んだので大丈夫です。しかし、騎馬戦となると……ポロリもあるのですかね？」

「ないわよ、そんなの！」

　三人はそんなくだらないことを言いつつ、騎馬を組んだ。この三人の場合、身長の関係で上に乗るのは必然的に夢姫である。長身の総太郎と静刃の胸くらいまで水位があり、けっこう動きにくいが、体格のいい二人が馬をやっているのでこの競技はかなり有利なはずだ。

『水中騎馬戦となると、特に背が高く、体格がいい選手が有利です。参加チームの中でとくに有利なチームが一つあるようですね』

「俺たちだな」

　総太郎はうなずいた。総太郎と静刃のコンビ以上の体格はそうそういないはずだ。それに騎手の夢姫の怪かい力りきぶりも強力な武器である。

『第一チーム。体格のいい選手がそろっています。チーム三人の平均身長一八五センチ。平均体重九五キロ。今大会トップクラスの体格、柔じゆう道どう部、空手部の混合チームです』

「なに!!」

　やたらガタイのいいチームがあった。明らかに他のチームより一回りくらい大きかった。

「うわ、ありゃムリだな」

　総太郎も長身だが、相手はそれ以上の体格だった。とても正面からぶつかって勝てる相手ではない。

「総太郎様、我が月詠流忍にん術じゆつに後退の二文字はないのです」

　静刃が言うが、総太郎はかぶりを振ふった。

「ムチャ言うなよ！　あんなのとぶつかったら、俺が壊こわれちまう！」

「大丈夫です。相手が強いならば、作戦を立てればいいのです。作戦次し第だいでは不利な状じよう況きようを覆くつがえすこともできます」

「どうやってだ？」

　騎馬を組んだまま、背後で静刃は重々しくうなずいた。

「一時的に後方へ下がるのです。他の連中が戦いあって、ある程度数が減ってから参戦するのです」

　セコイ作戦だった。

「って、静刃は後退しないんじゃなかったのかよ！」

「これは後退などではありません」

　静刃が首を振った。

「ただ、戦略上、一八〇度回頭して前進するのです」

　ものは言いようである。

『さぁ、各選手騎馬を組み終わりました。どういった結果となるか、競技スタートです！』

　合図とともに各チームが一いつ斉せいに動き出した。総太郎は背後の静刃を見た。

「で、結局どうするんだ？」

「作戦通り、下がります。数が減ってから戦いましょう」

「ねぇ、それはムリみたいよ？」

　上に乗った夢姫がつぶやいた。

『おぉっと、どういうことでしょうか？　各選手、一斉に第三チームへと向かっていく！』

「なに!?」

　総太郎はうめいた。第三チームは総太郎たちだ。他の七チーム全すべてが一斉に向かってきていた。

『会長。これはどういうことでしょう？』

『えぇ、この競技で今までリタイヤしていた月詠さんが復帰していますわ。やはり圧あつ倒とう的な実力を持つ月詠さんを警けい戒かいして、各チーム先に倒たおしておこうと考えたのですわね』

『なるほど、さすが成金女。弱者の心理は摑んでいます』

『あなた、ケンカ売ってますの!?』

　実じつ況きよう席の二人は相変わらずだった。

　ともかく、総太郎たちはピンチだ。総太郎は静刃を振り返った。

「どうすればいいんだ、静刃！」

「ふっ、数に頼たよらねばなにもできないザコなど、敵ではありません。返り討うちです！」

　静刃が不敵に笑った。とても真っ先に逃にげようとしていた人物と一いつ緒しよとは思えない。完全にいきあたりばったりなだけの話だ。

「月詠静刃、覚かく悟ごぉぉぉ!!」

　と、こちらに来るのは邪じや神しんチームを筆頭とした七チームだ。やはり激げき突とつは避さけられなさそうだ。静刃が檄げきを飛ばした。

「総太郎様。行きましょう！　水の上を歩くのです！」

「ムチャ言うな！　そんなことできるか！」

「簡単です。右足を上に上げて、右足が沈しずむ前に左足を……」

「俺は静刃みたいな忍者じゃないんだ！」

　そう叫さけんでいるうちに、他のチームに完全に包囲されてしまった。

「って、これはやばくないか、静刃!?」

「…………」

「おい、静刃！　どうした！」

「……いえ、少し作戦を考えていたら、頭痛がひどくなってきました」

　顔を赤くした静刃が、ふらついている。熱があるのにプールに入ったりしていれば、こうなるのは当然だ。

「くそ、やっぱり静刃は完治してなかったか！」

「どーすんのよ、ソータ！」

「覚悟ぉぉぉ！」

　先頭のチームが突っ込んできた。その相手を見て、夢姫はアゴを引いた。

「甘く、見ないでよねぇぇぇっ!!」

　低い体勢から上体を突き出し、鋭するどく相手の騎手を押した。夢姫の強きよう烈れつな張り手で相手はバランスを崩し、そのままプールに沈んだ。

『おぉ、みごとなカウンター。第八チームダウン！　さすが風紀委員長。水天主高校最強の座はダテではない！』

　総太郎は顔を輝かがやかせた。

「そうだ！　こっちには最強の貧ひん乳にゆう、夢姫がいるんだ！　来るならこい！　返り討ちだ！」

「ちょっ！　バカ！　挑ちよう発はつしないでよ！　それに貧乳言うな！」

　夢姫が言うが、もう遅おそい。総太郎の言葉に敵は一斉に向かってきたのだ。

「もうっ、知らないからね！」

　夢姫も覚悟を決めた。迫せまる敵たちの攻こう撃げきを身をひねってかわしながら、鋭く反撃をして次々と相手を撃破していったのだった。

『おぉ、強い強い、強いぞ、春日川選手！　まさに一いつ騎き当千、獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくだ！　一分足らずのうちに四チームを撃破。三分で一二機に匹ひつ敵てきする勢いだ！』

　残る敵は三チーム。と、今ひとつ倒したので、残り二つだ。

　夢姫の活躍の下、総太郎も必死に戦っていた。水中で足場が不安定な中、押してくる相手の攻撃をかわしつつバランスをとらねばならないのだ。目立たないが、けっこう疲つかれる。

『さぁ、残るは三チーム。月詠静刃率いる第三チーム、副会長率いる第五チーム。そして柔道部の第一チーム。どこも強きよう豪ごうだ。どこが勝ってもおかしくないぞ！』

「さすがは月詠静刃。なかなかやるな」

　と、残った睦月がうめいた。取りあえず他のチームと戦わせて、相手の実力を測っていたのだ。

「睦月。正面からぶつかっても、あいつらには勝てないぞ」

　後ろの緋月が叫ぶ。睦月はうなった。

「ならばどうしろと言うのだ」

「全軍、突とつ撃げきあるのみっす！　カミカゼっす！　ハラキリっす！　イチオクギョクサイっすよ！」

「お前は黙だまれ、木下！」

　騒さわがしい騎手を怒ど鳴なる睦月。一方の緋月が冷静に状況を分ぶん析せきしていた。

「よく見るんだ。月詠静刃の様子が変だ。顔が赤くてふらついている。最初もリタイヤしていたし、体調が悪いのかもしれない。後ろに回りこんで、そこから攻せめるぞ！」

「わかった！」

　一方、総太郎たちに正面から迫る敵の姿もあった。

「ぬおぉぉぉぉ!!」

『おぉっと、柔道部の第一チームが第三チームにおそいかかった！　一気に勝負に出たか！』

「総太郎様！　このまま時間をかけられてはこちらに不利です！　一気に攻めましょう」

「わかった！」

　静刃の体力があまりもちそうになかった。総太郎はうなずき、迫る敵めがけて突進した。

「うおぉぉぉぉ、俺だってやる時はやるってことを見せてやるぜ！」

　珍めずらしく熱血した総太郎が雄おたけびを上げ、敵へと足を速めた。が、迫る相手を見た総太郎の顔が引きつった。

「せんぱぁぁぁぁぁぁい！　おれの愛をうけとめてくださぁぁぁぁぁぁい!!」

「げ！　さっきの一年！」

　先頭にいるのは、大文字というさっきの柔道部員だった。本能的な身の危険を感じ、総太郎は急旋せん回かいをした。

「ちょっと！　ソータ！　いきなり曲がらないでよ！」

「うるさい！　あいつだけは苦手なんだ！」

「待ってくださぁぁぁぁい!!」

　巨きよ体たいが水をかき分けて総太郎を追ってくる。かなりの恐きよう怖ふだった、いろんな意味で。

『おぉっと、戦うかと思いきや、第三チーム逃げ出した！　これは戦法か？　それとも臆おく病びよう風かぜに吹ふかれただけか!?』

「総太郎様、逃げていては勝てません」

「なら、どうするんだ！」

「迎むかえ撃うちましょう。どのみち、このままでは追いつかれます！」

　相手は巨体と強力な下半身の力を使って水をかき分けてすすんでくる。逃げ切るのは難しそうだった。

「えぇい、ままよ！　なるようになれだ！」

　総太郎も覚悟を決め、相手を迎え撃つことにした。

「先せん輩ぱい、俺の愛を受け止めてくれるんですね！」

「それは違ちがう！」

『さぁ、二チームが正面から激突したぁぁぁ!!　騎き手しゆ同士ががっぷり四つに組んだぞ！』

　相手は騎手まで体格がいい。夢姫におおいかぶさるようにして襲おそいかかってきたが、相手の太い腕うでを夢姫はガッチリと受け止めた。

『おぉ、互ご角かくだ。体格では第一チームが有利だが、第三チームもまったく負けていない。今のところ完全に互角だ！』

　敵の騎手が腕に力をこめるも、夢姫はビクともしない。相手はうめいた。

「えぇい、さすがは風紀委員長のユキ姐ねえさん。パワーだと互角かよ！」

　両腕をつかんだまま放さない夢姫の怪かい力りきぶりに、相手も驚おどろきを隠かくせないようだった。

「姐さんとか呼ばないでって、言ってるでしょーがっ!!」

　夢姫も叫びつつ、必死だ。さすがに体格差が大きくて、耐たえるので精せい一いつ杯ぱいだ。押し返せない。

「先輩、おれの熱い愛を全身で受け止めてください」

「来るな、来るな!!」

　下は下で、迫る大文字を総太郎が足を使ってなんとか押しのけるという攻こう防ぼうを続けていた。こちらはこちらで必死だ。

「ソータ、もう少し踏ふん張って、力が入らないわ！」

「ムチャ言うな、俺だって、限界……」

　ぐいぐいと、大文字が総太郎に迫ってきた。ピンチだ！　総太郎にとってはとくに。

「ぐふふふふ、先輩、もう逃げられませんよ」

「だぁぁぁ、お前、よだれたらすな！」

　総太郎は必死に相手を押しのけようとするが、いかんせんパワーが違った。相手がタコのように唇くちびるを突つき出すのを見て、総太郎は怖おぞ気けが走った。

「ユキ、頼たのむ、お前だけが頼りだ！　助けてくれ！」

「もう、勝手ばかり言って……」

「頼む、お前だけが頼りなんだ、勝てたらなんでも一つだけいうこと聞いてやるから、頼む！」

　貞てい操そうの危機に、総太郎も必死だ。

「ぬ、お、急に力が！」

　奇き跡せきが起こった！　徐じよ々じよにだが、夢姫が押し返し始めた。相手の騎手がバランスを崩くずしていく。

「このぉぉぉぉぉぉ!!」

　叫んだ夢姫が下からすくい上げるように手を振ふり、相手の脇わきの下を押し上げた。

「ぬおっ！　うわっ！」

　相手はバランスを崩し、そのまま水面に叩たたきつけられた。

『きまったぁぁ!!　最後は春日川選手のパワーに第一チームも敗れた。強いぞ、風紀委員長！』

　辛からくも勝利を収めた。が、まだ全すべてが終わったわけではない。

「ふはははは、背中ががら空きだぞ、月詠静刃!!」

　と、そこでいつのまにか背後に回りこんでいた睦月たちが襲いかかってきた。完全に油断していた。夢姫が慌あわてて叫んだ。

「ソータ！　早く振り向いて！」

「ムチャ言うな！　水の中でそんなすぐに動けるか！」

「てりゃぁぁぁぁぁ!!」

　水中で睦月が静刃の膝ひざ裏を蹴けり飛ばしてきた。静刃は少しよろめきつつ、体を入れ替かえて方向転てん換かんした。

「ちっ、この私が敵の攻撃を赦ゆるすとは……春日川夢姫！　なにをしているのですか！　早くなんとかしなさい！」

「偉えらそうに命令しないでよ！」

　夢姫も、相手の騎手に応戦して必死だ。

『さぁ、ついに最後の勝負だ。勝つのは風紀委員長の第三チームか、副会長の第五チームか、どっちだ！』

「ふふふ、覚かく悟ごするっすよ！」

　相手の騎手──木下はこれまでのような力押しで攻めるタイプでなく、速さで翻ほん弄ろうするタイプだった。怪力自じ慢まんの夢姫としては苦手なタイプだ。相手のすばやい手技に翻弄され、夢姫も押され気味だった。

「ちょっと！　体勢が悪いわ。少し離れて！」

「ムチャ言うなっての！　水の中でそんなすぐ動けるか！」

　やはり水中ということで、体が自由に動かせない。

「くそ、地上ならまだ勝機があるのに……」

「総太郎様。地上ならばよろしいのですか？」

　静刃の言葉に総太郎はチラリと振り返った。

「あぁ、もう少し体が自由に動けたらな。言っとくけど、俺は水の上は歩けないからな」

「そういうことなら、お任せを」

　静刃は少しふらつきながらも、いつもの自信たっぷりな笑え顔みを浮うかべた。

「月詠流忍にん術じゆつ奥おう義ぎ──モーゼの術！」

「え!?　ウソ！」

　静刃が叫さけんだ瞬しゆん間かん、周囲の水が真っ二つに割れた。総太郎たちが立っている周辺だけ水が寄ってこなくなったのだ。

『これはどうしたことだ！　プールの水が分かれて、選手の周りの水がなくなった！　これはなにかの超ちよう常じよう現象か、それとも夢か幻まぼろしか！　会長、いかがでしょうか？』

『たぶん月詠さんの忍法ですわ。わたくしも何度か見たことがありますし、間違いありませんわ』

『以上、成金女の独断と偏へん見けんに満ちた解説でした』

『ムキー、いいかげん、ぶっ飛ばしますわよ、あなた！』

　実じつ況きようはともかく、驚いているのは総太郎たちも同じだ。

「静刃、どうやったんだよ!?」

　静刃はいつもの謎なぞめいた笑みを浮かべた。

「それは私の努力と根こん性じよう、略してド根性によるものです」

　説明になってなかったが、いつものことなのでいちいち気にしてられない。今はそれよりも目の前の敵だ。

「とにかく、これならいけるぜ、ユキ！」

「わかってるわよ！」

　足場がしっかり踏ん張れるようになったので、総太郎も力が入るようになった。夢姫も今まで以上に力を入れることができる。

「こうなったらこっちのものよ！」

「ぬ、や、やるっすね！」

　足場を確保したことで、夢姫の力技も本来の威い力りよくを取り戻もどした。たじろぐ木下。だが。

「ちょっと、誰だれかを忘れてはいないかい？」

　睦月の後ろにいた緋月がそうつぶやき、脚を伸のばして総太郎の脚に強きよう烈れつなローキックを叩きこんできた。突とつ然ぜんの衝しよう撃げきにうめく総太郎。

「グオッ！」

「ソータ！　大だい丈じよう夫ぶ！」

「なんの、これしき！」

　と強がるが、緋月の攻こう撃げきはかなり強烈だった。たった一発くらっただけで膝が笑ってしまう。続けてくらうとタイヘンなことになりそうだ。さすが伊い賀が忍者の末まつ裔えい。油断はできない。

「ちっ、緋月暁さとるですか！」

　背後の静刃も緋月と同様、長い脚を伸ばして反撃しようとした。が、その途と端たん足を滑すべらせ、静刃がバランスを崩した。

「あっ！」

「いっ！」

「うっ！」

　三者三様の声を上げ──騎き馬ばは崩れた。その瞬間、勝敗は決した。

『勝負あり、バランスを崩した第三チームが自じ爆ばく！　第五チームの勝利だ！　水のなくなったプールの底は滑りやすいので注意が必要です』

「ふ、不覚です!?　まさかこの私が足を滑らせるとは……」

　静刃が呆ぼう然ぜんとつぶやいた。総太郎は頭をかきつつ、静刃の肩かたを叩いた。

「ま、まぁ、静刃。落ち込むなよ。しかたないじゃん？」

「そ、そうよ。プールは滑りやすいんだから、しかたないわよ」

　総太郎と夢姫がそうなぐさめるが、静刃はうつむいたままだ。

「くっ、なんてことでしょう……土ど壇たん場ばでドジッ子の萌もえポイントが発動してしまったようですね」

「なんだよ、その萌えポイントって！」

「萌えポイントとは、それが多くあればあるほど読者人気が高まり、人気投票などでも上位に食い込むことができるようになるものです」

　正直どうでもいい説明だった。

「やった、勝った、ついに勝ったぞ！　月詠静刃に勝ったのだ！」

「やったっすね、リーダー、ついに勝てたっす」

　睦月たちは、まるで優勝したかのように大おお騒さわぎだ。実際はまだ暫ざん定ていトップに立っただけであるが、睦月と木下は鬼おにの首でも取ったかのように手を取り合ってプールの中で踊おどっていた。

「しょせん月詠静刃も我々の敵ではなかったな」

「まったくっすね、リーダー！」

「あぁ、木下、よくやったぞ」

　睦月は感極きわまって、木下を抱だき締しめた。木下は少し慌てたように声を上げた。

「あ、リーダー！　さすがに恥はずかしいっす！」

「ん？　おっと、そうだった」

　睦月も慌てて手を離した。木下が女だということを忘れていた、というか、抱き締めた瞬間に触しよつ感かんで思い出した。

「わ、悪かったな、木下。他意はないから、気にするな」

「……ないなら気にするっす」

　木下のつぶやきは小声だったので睦月には聞こえなかった。

　一方の緋月は、睦月ほど手放しでは喜べなかった。ぐったりしている静刃を見つめ、アゴに手を当てた。

「勝った。月詠静刃に勝った……のに、どうして嬉うれしくないんだ？　あんなあっさり月詠静刃が倒たおれるなんて……そんなに体調が悪いのか？」

　そうつぶやく緋月の口調には、相手を気き遣づかう色が混ざっていた。

　その視線の先──プールサイドの静刃は座ったまま握にぎりこぶしを作った。

「しかし、この程度の失敗で諦あきらめませんよ。まだ巻き返しは可能です」

　静刃はそう息まいたが、やはり体はふらついていた。

「ちょっと、月詠さん……うわ、また熱が上がったんじゃない？」

　額に手を当てた夢姫がそう言うと、静刃は首を振った。

「この程度、なんでもありません」

「さっきだって、それで足を滑らせたんでしょ？　もう限界よ。病院にいきましょう」

「この程度、我が月詠流忍術が誇ほこる特効薬を飲めばなんともありません」

　静刃は水着の懐ふところから薬ビンを取り出した──なぜかそのビンにはドクロマークが書かれてあった。

「それはなんの毒薬よ!?」

「失敬な。これは万病に効く秘伝中の秘薬……おっと」

　ふらついた静刃がビンを落としてしまった。そのままビンは転がり、プールに落ちた。

「はははは、どーも、どーもっす！」

　先ほど勝った邪じや神しんチームはまだプールの中で勝ち誇ったように叫んでいた。と、プールの水がたちまち緑色に染まっていき……睦月が叫び声を上げた。

「うぎゃぁぁぁぁ!!　か、体がヒリヒリするぅぅ!!」

　そのままイルカのように飛び上がってプールサイドに出た。

『おぉっと、どうしたことか、いきなりプールの水の色がかわったぞ。なにかの化学反応か？　それとも誰かがオナラをしただけか？』

「はい、どいてください、どいて！」

　と、プールサイドに突とつ如じよ、白い防護服に身を包んだ集団が現れた。

『やってきたのは水天主高校が誇る科学の申し子、科学部だ！　我々運営委員会はあらゆる事態に対処できるよう、万ばん全ぜんの準備をしています。いま科学部が水質の調査をしています！』

　現れた白しろ装しよう束ぞくの集団は変色したプールの水をすくい取り、何本かの試験管に中身を入れた。

「って、おい、なんだ、おまえらは、おれをどうする！」

　と、観客の一人が科学部の手によってつれてこられた、両手両足を四人にしっかりと押さえられ、身動きがとれない状態だ。

　と、一人がその生徒に近づき、口を強ごう引いんにこじ開けて試験管の中身を流し込もうとしだした。

「って、なにをする！　よせ、そんなの飲みたくない！　い、いやだ、うぎゃぁぁぁぁ!!!」

　ガクッと崩くずれる生徒──が、すぐに起きた。

「あれ？　思ったほどまずくない」

　科学部が両手で丸を作った。

『調査結果が出たようです。水質に問題はないようですので、大会は続行です！』

『いまのどこが調査ですの！』

『なお、今大会の総責任者は嶌智香生徒会長です。我々は全すべて彼女の指示に従っただけです』

『わたくし、知りませんわよ！』

　なにやら大騒ぎである。総太郎は静刃を振ふり返った。

「本当に大丈夫なのか、静刃？」

「大丈夫と言ったでしょう。あれは数百種類の生薬を配合して作り上げた特製の薬です。万病に効果があり、滋じ養よう強きよう壮そう、疲ひ労ろう回復、無病息災、焼肉定食などの効果があります」

　最後の効果が謎だが、気にしてはいけない。静刃はそういう少女なのだ。

　しかし、そうなると気になることがある。夢姫は首をひねった。

「変ね。ならどうして最初、あっちの人は悲鳴を上げたの？」

「良薬は口に苦し。原液のまま皮ひ膚ふにつくと少し刺し激げきが強すぎるのです。実際に飲むときは水で薄うすめて飲みます」

　まぁ、問題がないというのならばいいだろう。

「貴重な薬が無む駄だになりました。あれを小さじ一杯ぱい飲めば、この程度の風か邪ぜなど吹ふっ飛とんだと言うのに……」

　夢姫はプールに浮うく先ほどの薬ビンを見つけ、拾い上げた。中身はカラだ。ビンにはられたラベルには小さな字が並んでいた。

「……ねぇ、月詠さん。ちょっといい？」

「なんですか、春日川夢姫」

「この薬……塗ぬり薬って書いてあるんだけど」

「…………」

　静刃は遠い眼まな差ざしをした。

「……胃い袋ぶくろに塗ると効果があるのです」

　少しムリがあるいいわけだった。そしてそうしている間にも静刃の顔色は悪く、動どう悸きが激しくなっている。

「静刃。もう諦めようぜ。ムリして勝たなくてもいいじゃないか。それよりも速く病院にいこう」

「今日は土曜日。病院は休みです」

「救急病院なら開いてるだろ」

「でも……」

　総太郎がなおもなにかを言い募つのろうとしたとき、その頭になにかがぶつかった。

　ガン！　「イタッ!!」

　上からふってきたその物体は総太郎の頭に当たった後、床ゆかの上に落ちた。

「まったく、いったいなんだってんだ、これ……ん？」

　それもやはりビンであった。落下してきたにもかかわらず割れたりしていない。そしてビンのラベルには大きく『薬』と書かれてあった。

「なんだ、これ？　えっと……『あらゆる病気に効きます。特に風邪に効果大。即そつ効こう性』だってさ」

「どうしてこんなものが空から降ってきたの？」

　夢姫が頭上を見上げたが、当然そこにはプールの天てん井じようがあるだけだった。

「取りあえず……静刃、のんでみるか？」

「ちょっと、ソータやめなさいよ。あからさまに怪あやしいじゃない！　変なのだったらどうするのよ」

「いや、でもさ、なんか気になるじゃないか。本当に効くかどうか」

　総太郎と夢姫が言い争いを始めた。静刃が風邪の頭痛をこらえるように頭を押さえ、うめくように答えた。

「……どっちみち、さすがにこのままでは私でも苦しいですね。薬は必要です。貸してください」

「あ、静刃」

　静刃は手を伸のばして総太郎の持つビンを摑つかんだ。




　──一方の、邪神チーム。緋月が小走りで戻もどってきたのを見て、睦月が尋たずねた。

「どうしたのだ、緋月。なにをしていたのだ？」

「なに、ちょっとしたヤボ用さ。もう用は済んだよ」

「ならいい。次が最終決戦だ。気を抜ぬくなよ」

「わかってるさ」

　飄ひよう々ひようとした態度で緋月が肩かたをすくめたとき、実じつ況きようの声が響ひびいた。

『さて、現時点での成績が出ました！　一位は副会長の第五チームだ！　それに続いて予選トップだった第三チーム。次に本来本命だったはずの水泳部、第四チームが続いています。どうやら優勝はこの三つのうちのどこかということでほぼ決まりのようですね』

「よし、このままいけば月詠静刃に勝てるぞ！」

　緋月が力強い声を出すと、木下も追従するように両手を握った。

「そうっすね、リーダー。そして豪ごう華かな温泉宿に、二人っきりでいくっす！」

　妙みように嬉しそうな木下。しかし、緋月は怪け訝げんな表情を浮かべた。

「温泉宿？　なにを寝ねぼけたことを言っている。宿しゆく泊はく券を金券ショップに売って、生活費の足しにするぞ」

「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

「当たり前だろう！　今の我々の経済状じよう況きようで、そんなゼイタクができるか！」

「そんなぁ……自分、すっごく楽しみにしてたのに……」

　呆ぼう然ぜんとつぶやく木下。少しだけかわいそうだった。

　その一方の緋月は、少し離はなれた位置にいる静刃たちの姿を目で追っていた。

「……敵に塩を送る、って言えばいいのかな？　上うえ杉すぎ謙けん信しんじゃないけど、弱った月詠静刃を倒したってなんの意味もないんでね」

　緋月は口元を歪ゆがめて薄く笑った。

「今まで君には何度も煮にえ湯を飲まされてきたからね。全快の君を倒してこそ、僕の勝利には意味がある。せいぜい回復に努めるんだね」

　静刃の持つ薬ビンを見ながら、緋月はそう言った。




『さぁ、長く続いた水泳大会もいよいよ最後の勝負となりました。最終決戦はチーム対たい抗こう、三〇〇メートルリレーです！　一〇〇メートル自由形をチーム三人が泳ぎ、その合計タイムを競きそうという直球勝負！　さぁ、どのチームが勝つのでしょうか、会長、そのあたりどうでしょうか？』

『えぇ。トップの三つのチームの間にはさほど点数の開きがありませんわ。くわえて最終決戦であるこの競技の得点は、一万点。この勝負に勝った者が優勝しますわ』

『……えぇ～、会長？　トップチームの点数が現在一四二点ですので、一万点ですと、ここまでの勝負の意味自体がまったくないのでは？』

『主しゆ催さい者しや権限で大会を盛り上げさせていただきましたわ』

『……以上、空気の読めないワンマン女からのお言葉でした』

　放送席の二人の会話は、もはや気にならなくなった。

　夢姫は現在の状況に歯がみした。

「このリレーに勝てば逆転して優勝できるけど……厳しいわね」

「そうだけど……正直、限界だぜ」

　はっきり言って、一位になる自信がなかった。なにせ相手にいるのは高校生チャンプにオリンピック選手だ。とても普ふ通つうの高校生が太た刀ち打うちできるレベルじゃない。

「大だい丈じよう夫ぶです、総太郎様」

　今まで休んでいた静刃が立ち上がった。顔の赤みは残っているが、活力が蘇よみがえってきているのが明らかに見て取れた。

「静刃、大丈夫か？」

「えぇ、休ませていただいたお陰かげでなんとか復帰できました。もう大丈夫です。リレーならば、私にお任せを」

「勝てるのか？　そんな状態で、水の上が走れるのか？」

　まぁルール上、水の上を走るのは反則にされてしまったが。

「お任せを。相手がゴールしないうちに私にバトンを渡わたしていただければ、必ず追い越こして見せます」

　静刃が戦線復帰である。取りあえず、今は静刃に頼たよるしか勝利の可能性はなかった。静刃が本気を出せるならば充じゆう分ぶん勝てるだろうが、完全復帰できているとは思えなかった。

　ともあれ、勝負は目の前だ。今はそれに集中するしかない。三人の順番は予選の時と同じである。

「三〇〇メートルリレーか。予選の時の倍の距きよ離りだな」

　総太郎はつぶやいた。それだけ苦しくなっているとも言える。特に、朝から様々な競技で泳ぎっぱなしで疲つかれもたまっている。肉体の疲労も限界だ。

　と、プールサイドに立つ静刃の姿を認め、緋月はほくそ笑えんだ。

「どうやら復帰できたようだね、月詠静刃。ふふふ……それでいい。今度こそ決着をつけよう」

『さぁ、まもなくスタートです。第一泳者の選手はスタート台に立ってください』

　放送にしたがい、総太郎はスタート台に立った。せっかくここまで来たのだ。こうなったら優勝を狙ねらって全力で泳ぐだけだ。むろん総太郎がかなう相手ではないが、できるだけの好条件で静刃に繫つなぎたかった。

　そしてスタートの合図──総太郎は必死に泳いだ。疲れていることも忘れ、手足を懸けん命めいに動かして泳いだ──が。

『さぁ、トップは今大会でぬきんでた実力を発揮している第五チームの木下選手。それに追いすがるのが水泳部エース。昨年度インターハイチャンプの七曲選手です。その隣となりの第三チーム、六む尽じん選手が三番手についています。やはり優勝争いはこの三つで行われるようです』

　やはり隣のレーンを泳ぐ水泳部と木下を抜くことはできなかった。しかし、なんとか三位に食いつく働きはできた。そのまま順位は変わらず、総太郎は一〇〇メートルを泳ぎきった。

「すまん、ユキ、頼たのんだぞ！」

「ＯＫ！」

　すかさず夢姫が飛び込み、泳ぎだした。かなりの追い上げだが、やはりそれでもトップに出ることは難しそうだった。

『おぉっと、水泳部、ここで意地を見せるか。今年のエース、二年生の田中選手がすごい追い上げでトップに迫せまる！　三位との差が徐じよ々じよに開いていくぞ！』

　その状況を見て、総太郎は歯は軋ぎしりをした。このままではマズイ。スタート台の上に立つ静刃に、総太郎は問いかけた。

「静刃、大丈夫か!?」

「えぇ、このままだと、一位との差は五〇メートルくらいになりますね」

　夢姫が静刃にバトンを渡すころには、相手はもう半分は泳ぎきっているということだ。状況は厳しかった。

　そこで静刃は重々しくうなずいた。

「……こうなれば最後の手段を使うしかありませんね」

「最後の手段？」

「えぇ、我が月詠流忍にん術じゆつ究極奥義、忍者テレポーテーションを！」

「なんだ、それは!?」

「目で見える範はん囲いならば、任意の場所へと瞬しゆん間かん移動する必殺技わざです。そのワザを使えばゴールまでの所要時間は一秒未満です」

　すごいワザである。そんな隠かくし球があったとは、総太郎も知らなかった。

　だが、問題点もあるように思えた。

「でも静刃、それ泳いでないじゃん」

「ちょっと強力な飛び込みと思えば問題ありません……しかし問題があるとすれば、一点だけ」

　静刃は暗い顔でつぶやいた。

「忍者テレポーテーションを一度使えば、寿じゆ命みようが一〇〇年は縮むのです」

「マジかよ！　っていうか、死ぬじゃん！」

「負けるよりはマシです」

　静刃は決意を込こめた顔でスタート台に立った。しかし、その顔には悲ひ壮そう感が漂ただよっていた。

「おい、静刃！　早まるな！」

　総太郎が叫さけぶが、すでにトップは最終泳者になっている。夢姫もまもなく静刃にバトンを渡すところだ。

　静刃はスタート台の上でまっすぐ立つと、静かに拝むように手を合わせた。

「静刃！　止めろ！」

　夢姫が、静刃の下に到とう着ちやくした。瞬間、静刃は目を見開き、左右の手の平をゆっくりと離した。

　するとその手の間に光の玉が現れた。指先くらいの小さな、蒼あおい光を放つ玉だった。

　静刃が手の平でその玉を叩たたき潰つぶした、途と端たん、静刃の姿がかき消すように消えた。

『消えた！　第三チーム、月詠選手の姿が消えたぞ。これはいったいどういうことだ！　これがウワサの神かみ隠かくしか、それともタイムスリップ、はたまた宇宙人に連れ去られたのか。まさに超ちよう常じよう現象。いったいなにごとが起こったのか、我々にはまったく予測できません！』

『いいえ、あそこにいますわ』

　会長の言葉に、観客全員の視線が向かいのスタート台に移った。瞬まばたきした瞬間、静刃の姿は反対側にあったのだ。

　さらにもう一度瞬きをすると、先ほどの位置に再び静刃は戻もどっていた。

『どういうことでしょうか、これは！　なんと月詠選手の姿が一瞬向こうにあったかと思うと、元に戻ったぞ！　会長、どういうことでしょうか、これは？』

『すばらしいですわ！　あまりの速い動きに、我々の目がついていかなかったのですわ。まさに人間離ばなれした動き。文句無しの優勝ですわ！』

『おぉっと、決まった。優勝が決まりました！　ワガママ女の独断で優勝は第三チームに決定しました。みなさん、投げつける生卵の準備はいいでしょうか？　シュプレヒコールは「会長、リコール」となっています』

『あなた、なにを考えてますの！』

　大おお騒さわぎの放送席は気にしないようにしよう。

「木下ぁぁぁぁぁぁぁぁ、どういうことだぁぁぁぁ！　どうして最後の最後で負けるのだぁぁぁぁぁぁ!!」

「リーダー、落ちつくっす。リーダーは確かにがんばったっす。誰だれもリーダーを責めないっすよ。リーダーが後一〇秒時間を縮めてくれれば勝てたっすけど、温泉宿行きたかったっすけど、気にしてないっす」

「黙だまれ、貴様わたしのせいだというのか!!」

「あいた!!」

　こちらはこちらで大騒ぎの様子である。プールの中にいる緋月は、静刃を見上げてため息を吐ついた。

「ヤレヤレ、また負けたよ……やっぱり、薬は渡さないほうがよかったかな」

　口で言うほど緋月は口くち惜おしそうではなかった。むしろ口元には晴れやかな笑みすら浮うかんでいた。二位となった緋月はそのまま晴れやかな顔でプールから上がり、観客に手を振ふった。

「あれ、君、それどうしたんだい？」

　緋月はプールサイドに立つ大会役員の一人に目を止めた。その手には見覚えのあるビンが握にぎられていた。

「あぁ、これですか？　そっちのほうに落ちていたんで、危ないから拾っておいたんですよ」

　と、役員が差し出したのは『薬』と書かれたビンだった。その中身はまったく減っておらず、それどころか開かい封ふうした形けい跡せきすらなかった。

「……どういうことだい？」

　緋月は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「じゃぁ、彼女は病気のまま、薬も飲まずにあんな芸当を!?」

　緋月が振り返った瞬間、スタート台の上にいた静刃の体がぐらりと傾かたむき──その場で倒たおれた。

「静刃っ！」

「月詠さん！」

　近くにいた総太郎と夢姫が慌あわてて抱だき起こしたが、静刃はグッタリと目を閉じたまま微び動どうだにしなかった。




　──それが、静刃の元気な姿を見た最後の日だった。




　水泳大会の結果は、一応総太郎たちのチームが優勝ということになった。しかし、その勝利も総太郎たちにはなんの意味もなかった。

　静刃がいなければなんの意味もなかった。総太郎は意気消しよう沈ちんし、ただ日々を無む為いに過ごすだけ、夢姫はそんな総太郎を見つめることしかできなかった。

　しかしやがて吹ふっ切きれた総太郎は静刃の遺志をつごうと、日本の征せい服ふくを目指し、新たな道を──

「って、なに勝手なナレーションを入れてるんだよ、静刃!!」

「いや、感動的な話を演出しようと思いましてね」

　静刃は読んでいた台本から顔を上げて、ははは、と笑った。夢姫は呆あきれたようにつぶやいた。

「まったく、月詠さんったら。あれだけ心配させておいて、結局倒れたのは空腹だったせいってのはなによ？　晩ご飯を食べたら風か邪ぜまで治ってるんだから」

「だから私は問題ないと言ったでしょう」

　ヤレヤレである。まぁ、実際水泳大会には優勝できたのだし、さしあたっての問題は解決できた。合宿も無事温泉でやることが決定したわけだし。

「じゃ、今日はさっさと帰るとするか、静刃」

　なにかを期待するように言う総太郎。静刃は、またですか、とつぶやいた。

「まったく、あの技は疲つかれますのに……」

「そこを頼むって、楽なんだから」

「仕方ありませんね。私の肩かたをつかんでください」

　静刃の肩に触ふれる総太郎と夢姫。と、静刃の体が蒼く光りだした。

「奥おう義ぎ、忍者テレポーテーション！」

　──目を開くと、そこは総太郎の家であった。

「いやぁ、こんな便利な技があるなら、早く言ってくれよ。登下校が楽になったよ」

　おかげで朝も遅ち刻こくギリギリまで寝ねても大だい丈じよう夫ぶだ。

「あまりムチャは言わないでくださいよ。私とて疲れるのですから」

　静刃が肩をすくめると、まぁまぁと夢姫が言った。

「いつも迷めい惑わくかけてるんだから、これくらいいいでしょ、月詠さん？　疲れるって言っても、少し休めば元気になるんだし」

「まぁ、そうですが」

　総太郎もうなずいた。

「結局寿命一〇〇年の話もまた冗じよう談だんだったわけだな」

「いえ、それは本当ですよ」

　静刃はけろりと答えた。

「テレポーテーションは一度やる度たびに寿命が一〇〇年は縮みますね。それだけ負担の大きな技です」

「冗談でしょ？」

「私は本気ですよ、春日川夢姫」

　静刃はマジメな顔で答えた。ウソをついているようには見えない。

「でも、ならなんで静刃は平気なんだよ？　寿命がそんなに縮んで、生きているわけないだろ？」

「テレポーテーションをすれば一〇〇年、ビームを撃うてば一〇年は寿命が縮みます。それは事実です」

　ただし、と静刃は付け加えた。

「私の場合、長い修しゆ行ぎようの末月詠流忍術正統後こう継けい者しやにふさわしい寿命を手に入れたのです。今の私の寿命は少なく見積もって一〇億年はありますから、それくらいの寿命は減っても問題ありません」

　どこまで本当なのかよくわからない話だった。

「……まぁ、静刃が平気ならいいんだけどな」

　夢姫は少し胡う散さん臭くさそうな顔で静刃を見た。

「それよりも、月詠さん……聞きたいけど、もしかして、テレポーテーションとかってあたしたちにも負担がかかるの？」

「そんなことはありません。負担は術者本人のみです」

「ならいいけど……」

　夢姫は胸をなでおろした。今までのパターンから言って、なにかそういう落とし穴があるかと思ったのだ。

　そこで総太郎は晴れ晴れとした顔になった。

「でも、今回は珍めずらしく全部上う手まくいったよな。水泳大会で優勝したから合宿は温泉にいけるし、静刃も元通り元気になった。おまけに登下校も毎日楽になった。いいことずくめじゃないか。こういうのを大団円っていうんだよな」

「そうよね。珍しくハッピーエンドよね」

　この話においては珍しい結末だ。

「さてさて、本当に上手くいったのですかね」

　と、静刃が人を不安にさせるようなことを言ってきた。

「なによ、月詠さん。まさか、なにか落とし穴があるっての？」

「いえいえ。あるかどうかは私にもわかりませんが、幸せというのはえてして、手に入れたと思った瞬しゆん間かんに逃にげていくものです。あまり喜び過ぎるのも、どうかと思いますがね、私は」

　静刃はしたり顔でそう言ってきた。夢姫は少しイヤそうな顔になった。

「まったく、月詠さんはすぐイヤなことを言うんだから……とにかく、今のところは上手くいってるんだからいいじゃないの！」

「まぁ、そうですね」

「ほら、いつまでも玄げん関かん先さきでしゃべってないで、早く中に入って着き替がえましょ」

　と、三人は一いつ旦たんそこで話を打ち切って家の中に入っていった。と、そこで静刃は不意になにかを思い出したかのように手を叩たたいた。

「そう言えば、一つ忘れていましたね」

　総太郎と夢姫は先に行ってしまったので、静刃の声は聞こえていなかった。だが静刃は気にせずに一人ごちた。

「忍にん者じやテレポーテーションは空間をひずめて瞬間的に移動する技わざ。空間をひずめるためのエネルギーは、周囲の大気から重水を精製し、原げん子し核かくの融ゆう合ごう反応からエネルギーを作り出すのでした」

　なにやら不ふ穏おん当とうな単語が混ざっていた。

「修行をつんだ私なら問題ありませんが、一いつ般ぱん人がテレポートをする場合、核融合で発生する放射能による人体への影えい響きようが気になるところですが……」

　静刃はチラリと、先をいく総太郎の背中を見やった後、廊ろう下かの上にヒザをつき、床ゆかに落ちていたある物を拾いあげた。

「……髪かみの毛、ですね」

　廊下に散乱した髪は、目の前を行く二人の頭からこぼれたものだろう。しかしそこに落ちている量は、一般的なものと比べても少し多いようだった。

「……まぁ、いいでしょう。なんとかなりますね、たぶん」

　無責任に静刃は言い放ち、自分も服を着替えるべく部屋へと向かっていった。








（完）









　第三章　忍にん者じや帝てい國こくの未来（家族編）







　総そう太た郎ろうは悩なやんでいた。机の上に置かれたプリントは、白紙のままであった。どうしてもそこに埋うめるべき答えが思い浮うかばないのだ。いくら悩んでも全くわからない。

　実は意外にも、総太郎はテストで解答欄らんを白いまま出すことは滅めつ多たにない。無論わからない問題というのは多く存在するが、そういった場所もできる限り埋めるようにしている。真っ白なままでは二〇〇％間ま違ちがいだが、なにか書いておけば正解率が数％くらいはアップする。もっとも、そこでネタに走ったりするのが彼の悪あく癖へきであるのだが。

　それをやり過ぎて、以前日本史のテストで『川かわ中なか島じまで争った二人の戦国武将は』という設問に『答え：俺とあんた』と書いてマイナス五点を喰くらったことがある（日本史担当は野の中なか教きよう諭ゆ）。

　しかし、今回に限ってはそのネタすらも思い浮かばなかった。それだけ難しい問題なのだ、それは。

「みんなぁ。ちゃんと進路希望は第三希望まで書くのよぉ。他大学を希望する人はぁ、具体的な名前を書いてねぇ」

　と、教きよう卓たくの東ひがし峰みね教諭から注意があった。教室内では生徒たちがそれぞれ思い思いの解答を書き込んでいた。

「ソータ、できた？」

「んにゃ。まだだ」

　斜ななめ後ろの夢ゆ姫きが尋たずねても、そう答えるしかなかった。クラスのみんなはだいたい空欄を埋め終わって、さっさと教卓のところへ出しにいっているところだ。未いまだに悩んでいる生徒の数はそう多くない。夢姫が気き遣づかわしげに尋ねた。

「なにをそんな悩んでいるのよ？　まさか、就職するわけじゃないでしょ？」

「まぁその気は今のところあまりないな」

「なら大学進学で問題ないじゃない。就職するにしたって、大学は卒業しておいたほうがなにかといいわよ。オジさんやオバさんだって、そう言ってなかった？」

「あぁ、大学までは学費も出してくれるって言ってたな」

「なら、それでいいじゃない。エスカレータなんだから、そのまま水すい天てん主しゆ大学へ進むのが一番いいと思うわよ？」

「まぁ、普ふ通つうに考えればそうなんだけどな……」

　総太郎はプリントの上にうつ伏ぶせになった。

「どうにも、自分が大学行ってる姿がしっくりこないんだよなぁ」

「……まぁ、あんた勉強嫌ぎらいだしね。でも、あんたにそれ以外の選せん択たく肢しがあるとも思わないわよ」

「そうなんだけどな……ユキはなに書いたんだ？」

「ほら」

　ユキの場合、第一希望に水天主大学への進学。第二、第三希望には県内の国立大学と私立大学の名が書かれてあった。

「ふーん……あんまし面おも白しろくないな」

「面白さを求めて書いてるわけじゃないでしょ。あんただって、正直こう書くしかないんじゃない？」

「そうだよな……」

「あんたの頭だと他大学は難しいかもしれないけど……あたしと同じ大学書いておけば、あたしが勉強見てあげれるから。今からがんばれば十分合格圏けん内ないにいけるわよ」

「そうだな……静しず刃ははどう書いたんだ？」

「私は決まっています」

　静刃が差し出した紙は……第一から第三希望まですべて『総太郎様』と埋められていた。

「…………」

「…………」

「私の進路はこれ以外にありえません。どんな道に進むにせよ、総太郎様に従います」

「……ま、いーけどね。怒おこられるのはどうせ月つく詠よみさんなんだから」

　そこで東峰教諭の声が聞こえた。

「進路希望の紙はぁ、今度の三者面談で使うからぁ、マジメに書いてねぇ。ネタ禁止よぉ」

　そう言われ、総太郎は第一希望の欄に『先生のダンナ』と書いて……

「言われたそばからネタに走るんじゃないわよ！」

　夢姫に頭を叩かれた。総太郎はその痛みに頭を抱かかえつつ、反論した。

「いやでもさ、ぶっちゃけ、マジでなにも思いつかないんだよな。というか、自分がなにやりたいか全然わかんね」

　典型的なモラトリアム世代だ。

「そうだとしても、大学には行きなさい。なにをやるにせよ、大学に行っていれば選択肢が広がるわ」

「そうだよな」

「まだの人ぉ、早く出してねぇ。書けた人からお昼にしていいわよぉ」

　そう言われるや、クラスメートたちは急いで提出をはじめた。総太郎も、慌あわてて書き込む。

「よし、できたぞ！」

「なんて書いたのよ、見せなさい」

「お前と一いつ緒しよだよ。ほら、さっさと昼にしようぜ」

　ウソだ──第二希望と第三希望には大学進学と書いたが、第一希望は結局白紙のまま出した──それが総太郎の、正直な現在の心境であった。




「……に、してもさ、三者面談なんてタリぃよな。なんでそんなことするかな？」

「そう言わないの。この時期は卒業後の進路が確定していく時期なんだから」

「偏へん差さ値ちシステム。それが日本の教育システムの弊へい害がいですね」

「適当なセリフ言わないでよ、月詠さん。わけわかんないから」

　放課後、総太郎たちはそんなことを部室内で話しあっていた。机の上には自じ販はん機きで買ったお茶とジュースが並んでいた。なんのことはない、適当に時間をつぶしているだけである。

「俺、面談明日だぜ」

「オバさんがくるの？」

「いや、このまえ初しよ稿こう上げたばっかでヒマだから、オヤジが来るってさ」

　総太郎は肩かたをすくめた。小説家の父親は、なにかと不規則な生活をしているのだ。

「ま、口うるさいオフクロがくるよりはオヤジのがいーか」

　総太郎の父は総太郎と似た性格で、けっこうおちゃらけた面もあり、息むす子こに理解のある父親でもある──ヘンタイの血は争えないと夢姫が心の内で思っている事実は秘密である。

「でも、ユキは面談どーすんだ？」

「ん？　お父さんにこの前電話したけど、やっぱりこの時期は帰国できないってさ」

　夢姫に母親はいなく、父親は海外へ単身赴ふ任にん中。参観日や面談といった日には寂さびしい思いをするのが常であった。でも、品行方正な夢姫は優等生で通っているので、大たい抵ていの場合は問題なかった。

「先生にもそう言ったら、まぁ仕方ないって認めてくれたわ。だから明日あした、放課後ちょこっと話をするだけよ」

「ふーん……で、静刃は？」

　考えてみれば、今まで静刃の家族構成だとかを聞いたことがなかった。というか、静刃の両親がどんな人物なのかが全く想像できない。

「私も春日川かすがい夢姫と同様、親は来ません」

　あっさり答える静刃。いつになくそっけない態度だ。好こう奇き心しんから夢姫が尋ねた。

「どうして？」

「両親は旅好きでしてね、世界中を飛び回っているのです」

「ならうちと一緒ね」

　夢姫がうなずいた。

「あたしのお父さんは、貿易の仕事で世界中を飛んでるのよ。今はニューヨークらしいけど、月詠さんの両親はいまどこ？」

「さぁ？　私は知りません」

　静刃は肩をすくめた。

「知らないの？　全然？」

「えぇ。私が幼い時から便りがないもので」

「え？　それって……」

　静刃は窓の外を見て言った。

「私が物心のついた時分、両親は遠いところに旅にいったと言われました。いつ戻もどってくるのかと尋ねると、私がいい子になったら戻ってくると言われました。それ以来、私は見ての通りの悪い子ですのでね、両親はまだ戻ってきていません」

　つまり、静刃の両親はもういない、ということだ。

「そうなんだ……ゴメン、月詠さん。変なことを聞いて」

「別にかまいません。父親のいるあなたに、私の気持ちはわからないでしょうし」

　いつになくトゲの多いセリフを吐はく静刃。やはり彼女にとって、家族の話をするのはタブーなようである。あまり触ふれないほうがよさそうだ。

「でもさ、それじゃ月詠さんも？」

「えぇ。明後日あさつての面談は、私一人だけです。東峰教諭にはすでにそう伝えています」

「フーン」

　夢姫は静刃に親近感を覚えた。普ふ段だんの飄ひよう々ひようとした姿勢や不ふ審しんな言動も、家族がいないという悲しみゆえのものなのかもしれない。

　と、その時、部室の扉とびらをノックする音が聞こえた。夢姫が返事をする。

「はーい。どうぞぉ」

　扉を開けて入ってきた人物は二人。三年生の制服をつけたその男女は……

「あ、会長に、副会長！」

　そう、やってきたのはこの水天主高校生徒会長である嶌しま智とも香かと、副会長の緋ひ月づき暁さとるの二人である。

「どうしてこんなところに？」

「どうしてもこうしてもありませんわ！」

　バン、と机を叩たたく会長。なにやら、いたく御ご立腹の様子である。いったいどうしたというのだろう？

「君たち、これはいったいどういうことかな？」

　後ろから緋月が手に持った紙を差し出した。それは果たして……

「えっと、クラブ設立届け？　こんなものがどうしたんですか？」

「それの一番下、部員の欄らん」

　下にはクラブの部員の名前が書かれた欄があった。クラブの名は忍にん者じや帝てい國こく部。部員は総太郎に静刃、夢姫──さらに会長と緋月の名前があった。

「いったいこれはどういうことですの!?　わたくしたちは、こんなクラブに入った覚えはありませんわよ！」

「どういうことよ、月詠さん！」

「どういうことですか、総太郎様！」

「どういうことです、副会長！」

「どういうことだい、嶌！」

「一周して戻さないでくださいます？　というか、副会長までやらないでください！」

「いや、ついノリでね」

　ははは、と笑う緋月。どうも、彼は会長ほど腹を立てているわけではなさそうだった。

「で、どういうことなの、月詠さん？　どうせあなたの仕し業わざでしょ？」

「決め付けられるとは心外ですね──その通りですけど」

　静刃は肩をすくめ、悪びれもせずに答えた。

「部の設立には五人は部員が必要だと言われたので、知り合いの名前を書いておいただけです」

「勝手に人の名前を使わないでいただけます？　今日いきなり部活動の手引きを先生から渡わたされて、驚おどろきましたわ！」

　会長はかなり怒っているようだ。当然だが。しかし静刃の態度は対照的に落ち着き払はらったものだった。

「まぁ、よいではありませんか。我が忍者帝國に入れば特典があります。決して損はさせません」

「特典？」

「えぇ、我が忍者帝國に三人友達を誘さそうと、幹部へ昇しよう格かくできます！」

「幹部になると、なにができますの？」

「……さらに五人友達を入れると、ゴールデン幹部に昇格できます！」

「……で、そのゴールデン幹部とは、なんですの？」

「……さらに一〇人の友達を入れると、プラチナ幹部に……」

「もういいですわ。今度はダイヤモンド幹部にでもなりますの！」

「いえ。メタルキング幹部に……」

「素す早ばやさが上がりそうですわね」

　それはさておき、会長は届出を指差した。

「とにかく、勝手に名前を使われるのは困りますわ！」

「では、今頼たのんだのでＯＫですね？　問題解決です」

「全く解決していませんわ！　ふざけないでくださる、月詠さん？」

「まぁまぁ、落ち着きなよ、嶌。別にいいじゃないか」

　と、緋月が仲裁に入ってきた。

「まぁ、いいんじゃないのかい？　彼らと僕らは、満まん更ざら知らない仲でもないだろう？　彼らも部員が足りなくて困っているんだというのなら、名前を貸すくらいはしてあげてもいいじゃないか」

「ですけど……」

「もちろん、実際の活動に僕らはあまり参加できないだろうけど、三年生だしそれはしかたないだろう？　ただ、卒業するまで名前くらい入れていてもいいよ」

　緋月が妙みように理解のあるセリフを言ってきた。いったいどういう風の吹ふき回しだろう？

　確かに緋月は副会長で、面めん倒どう見みのいい性格をしている。しかし静刃とはかなり仲が悪かったはずである。このような手助けをする義理はないはずだが？

「どういう風の吹き回しですか、緋月暁？」

　静刃も不審に思ったか、そう尋たずねた。すると緋月は飄々とした態度で答えた。

「さぁね。ただの気まぐれさ。まぁ、クラブに未所属のまま高校生活が終わるのも、少し寂しいかと思ってね」

「……言っておきますが、恩を売ったつもりならムダですよ」

「そんなつもりはないよ。別に気にしないでいてくれてかまわないさ」

　大人な態度で肩をすくめる緋月。

「嶌も、それでいいだろう？　生徒会の任期ももう終わりだ。名前を貸すくらい、いいじゃないか」

「……えぇ、わかりましたわ。ここでわたくしが反対したら、わたくしが悪役ではありませんの！」

　不承不承ではあるが、会長もうなずいてくれた。緋月はそれを満足そうに眺ながめた後、夢姫にウインクをした。

「どうせ君も、彼女に振ふり回されてるんだろ？　タイヘンだね」

「えぇ。もう慣れましたけどね」

　夢姫と緋月が静刃に視線を向けると、静刃は怪け訝げんな顔をした。

「なんですか？」

「……なんでもないわ、月詠さん」

「まぁ、君には今後もいろいろとがんばってもらわないといけないからね、変なことに振り回されないよう、少しだけ手助けをしただけさ。お節せつ介かいだったかな？」

「いえ、迷めい惑わくをかけて、すいませんでした、副会長」

　どうやら、緋月は夢姫に目をかけてくれたようである。二人は生徒会関係の付き合いも長く、仲もいいほうだ。

「ははは、まぁ、がんばってくれたまえよ。来期の生徒会を率いていくのは君だろうからね。もしかしたら、生徒会長になるかもしれないし」

「あたしがですか!?」

「立候補者が出なかった場合、嶌が君を指名する可能性は高いだろうね」

　緋月はニタリと笑った。

「まぁ、まだ決まってないけど、頭の片かた隅すみには入れておいたほうがいいんじゃないかな？」

「では、わたくしたちはもう行かせていただきますわね」

　と、そこで去ろうとする会長に向かって総太郎が尋ねた。

「あ、先せん輩ぱい！　ちょっと聞きたいんですけど、進路って決まりました？」

　会長はそこで振り返り、髪かみをかきあげながら答えた。

「わたくしはもちろん大学へ進学しますわ。将来的には父の会社を引き継つぐことになりますもの。大学では経営学を学ぶ予定ですの」

「僕は一応水天主大学へ進学するつもりだったけど、最近就職先が見つかったから、そっちに行こうかとも思ってるんだよね」

「あら、そうでしたの、副会長？　知りませんでしたわ」

「あぁ、まだだれにも言ってなかったからね」

　緋月は総太郎たちに近づくと、小声で語りかけてきた。

「実はとある忍者組織があるんだけど、そこからスカウトが来てね。そっちのほうが技能も活いかせるから、そこに行こうと思ってるんだ」

「そんな組織があるんですか？」

「あぁ。社会の裏組織だけどね。産業スパイとか、忍者の需じゆ要ようは意外とあるものだよ」

　そこで再びウインクをする緋月。

「まぁ、そういうわけだから、僕たちは来年の準備で忙いそがしいからあまり顔は出せないけど、せいぜいがんばってくれたまえ」

「では、ごきげんよう」

「あ、どうも、いろいろありがとうございました」

　部屋から出ようとする二人──が、静刃が出口の前に立ち塞ふさがった。

「お待ちなさい。クラブへの入会金一〇〇万円をまだいただいていませんよ！」

「！　ちょっと待て！　そんな話は聞いてないぞ！」

　緋月が気色ばむ。静刃は冷れい淡たんな口調で続けた。

「我が忍者帝國の規則第一条です。それを知らなかったということで罰ばつ金きんがさらに一〇〇万円追加されます」

「そんなムチャクチャな話があるか！」

「ほぅ、払はらえないと？」

　静刃は言うと、懐ふところから取り出した小刀を机に勢いよく刺さした。

「今日日、先立つもがないとまともな部活動なんてできるわけないでしょう！　まさか、このまま帰る気ではないでしょうね？　払うもの払ってもらいましょうか！」

　まるでどこかのボッタクリ店だ。当然、緋月は反論した。

「バカな！　百歩譲ゆずったとして、一〇〇万なんてムチャクチャな金額払えるか！」

「まぁ、私とて鬼おにではありません。本来なら二〇〇万と言いたいところですが、今は特別キャンペーン中です。出血サービス、二万円にしておきましょう」

「いきなり一〇〇分の一になった！」

　総太郎が思わず突つっ込こむほど、出血すぎるサービスだ。まぁ、それでも高いことに変わりはないが。

「どっちにしろ、そんな金を払ういわれはない！　嶌もなにか言ってやれ」

「えぇ、そうですわね」

　アゴに手を当てた会長が一歩前に出た。

「ずいぶんお安くしていただいて、光栄ですわ。二人分、四万でいいのかしら？」

「えぇ。なんでしたらお得な分ぶん割かつ払いもできますが？」

「けっこうですわ。キャッシュで払いますから」

　会長が分厚い財さい布ふを取り出すと、中から福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちのプロマイドを四枚取り出した。

「って、嶌！　本当に払う気か！」

「えぇ。このお金で可愛かわいい後輩たちが楽しい部活動をできるというなら、よろしいのでなくて？」

「ほ、本気ですか、会長？」

「四万円ですよ！」

　総太郎と夢姫も慌あわてた。一いつ般ぱん的な高校生にとってはかなりの高額である。しかし会長は口元に手を当て、高らかに笑った。

「おほほほほ、よろしくてよ。これくらいのはした金、午後のお茶代くらいのものですわ」

「これだから金持ち相手の商売はボロくてやめられません」

　静刃がニンマリ笑いながら懐にお金を収めた。会長の家は名家で、かなりの資産家でもあるというウワサは本当だったようだ。

「それでは、これで失礼しますわね」

「まったく……君たちいいか。今渡わたしたお金は、絶対に無む駄だ使づかいしちゃダメだよ。有意義に使うように」

「えぇ、わかっていますよ」

　扉とびらがパタンと閉められると、静刃は背後を振り返った。

「それではさっそく街に繰くり出して面おも白しろおかしく夜まで遊び歩きますか」

「舌の根の乾かわかぬうちに！」

　結局夢姫に止められ、そのお金は部費として大切に保管することとなった。




　そしてその翌日──待ちに待った総太郎の面談の日である。

「別に待ってねぇよ」

　誰だれかにぼやきつつも、放課後の決められた時間に面談の場所へ行った。来るはずの父親は、まだ現れていなかった。面談開始予定時間は五分後。まだ現れないということは、遅ち刻こくの可能性がある。

「まったく、時間にルーズなオヤジだぜ。俺もあんな大人にだけはならないようにしよう」

　夢姫が聞いたら『もう手て遅おくれよ』とか言われそうなセリフである。

「あらぁ、六む尽じん君。お父さんはぁ？」

　と、先に東峰教きよう諭ゆがやってきた。総太郎は慌てて頭を下げた。

「あ、先生。すいません。どーも、オヤジ遅れてるみたいで。なんだったら、オヤジ抜ぬきでさっさと面談やっちゃいましょう」

　東峰教諭は頰ほおに手を当てて首をかしげた。

「まぁ、今日の面談は君が最後だからぁ、少しくらい遅れてもいいわぁ」

「普ふ通つうにスルーっすか、先生」

「あ、それとぉ、一つ言っておくことがあるのぉ。面談が、変へん更こうになったからぁ」

「変更？　なにがですか？」

「三者面談の予定だったけどぉ、四者面談になったのぉ」

「四者!?　って、増えた一人は誰？」

「わたしだ」

　と、現れたのは誰であろう──野中教諭であった。いつもと同じく、神経質そうな顔をしかめて立っていた。

「六尽。お前はいつも問題ばかり起こすからな。前々から親おや御ごさんには一言言いたいと思っていたところだ。ちょうどいい機会でもあるから、わたしも参加するぞ」

「そんな！　汚きたないぞ、横暴だ！」

「横暴なものか。わたしは二年生の学年主任だ。それくらいしても不自然ではない」

「そう言えば、そうだっけ」

　学年主任など気にしたことがなかったので、すっかり忘れていた。

「それで、お前の親御さんはまだなのか？」

「いや、朝も今日は美容室にいくとか言ってたから、もう来ると……」

「総太郎！　すまん、遅れた。道に迷ってしまってな」

「遅おそいぜ、オヤジ……って、なんだよ、そのカッコウは！」

　現れた総太郎の父は──純白のタキシードを着ていた。しかもなぜか、手には真っ赤なバラの花束を持っている。

　父親は鼻の下にはえたヒゲを撫なでながら答えた。

「いや、なに。初めての三者面談だからな。ここは失礼がないようにと、いつもよりオシャレをしてきてみた。どうだ？　わたしもこういうカッコウすれば、一〇歳は若返って見えるだろう？　とくにお前の担任は若くて美人だと聞いたからな、入念に準備をしてきたぞ。ははははは……で、ウワサの美人教師はどこだ？」

「ここだよ」

　すぐ傍かたわらを指差す総太郎。父親は言われて初めて気がついたように身を震ふるわせると、体を大きく振ふりながら東峰教諭へと近づいてきた。

「おぉっと、これは気付くのが遅れて失礼。このような美しいお嬢じようさんの存在に気付かなかったとは、この六尽悠ゆう神しん、一生の不覚」

　言いながら、父親は東峰教諭の肩かたの上、耳のすぐ横に手を伸のばし、壁かべに手をついた。

「暗くら闇やみを見通す術を人は持ちません。ですが逆もまた然しかり。明るすぎても人はものを見通せないのです。おそらくは、あなたのその美び貌ぼうによる輝かがやきがわたしの目を曇くもらせてしまったのでしょう。このわたしを禁断の恋こいへといざなうあなたは、罪作りなお方だ」

「は、はぁ、どうもぉ」

　と、圧あつ倒とうされて半歩さがる東峰教諭。普ふ段だんからマイペースで動じることのない彼女だが、さすがにこれにはタジタジだった。恐おそるべきは、総太郎の父親の濃こさ──あるいはキモさか。

　父はそのまま酔よっぱらったような動きで花束からバラを一本取り出すと、口にくわえた。

「このバラは、あなたに差し上げましょう。なに、つまらないものです。美しいあなたのそばにあっては深しん紅くのバラとてたちまち色あせ、つまらないものへと成り下がってしまう──お気になさらずお納めください。職員室に彩いろどりでも与あたえられれば……痛っ！　クチビルにバラのトゲが刺さった!!」

　くわえたバラを取り落とし、悶もん絶ぜつする父親──バカ二〇〇％だった。

「なぁ、六尽。これが……じゃなくて、このお方が本当にお前の父親なのか？」

　野中教諭が尋たずねてきたので、総太郎は肩を落としてため息を吐ついた。

「野中先生。言いたいことがあるんなら、はっきり言ってくれていいんですよ？　だいたい想像つきますから」

「うむ……まぁ、それは置いておこう」

　そう言う野中教諭の目にはアリアリと『この親にしてこの子あり』と言いたげな光が宿っていた。

「ふっ、少々お見苦しいところを見せてしまったようですな。失礼。では、ティーチャー。参りましょうか。目くるめく、放課後のアバンチュールとしゃれ込もうではありませんか」

　東峰教諭の手を取り、やさしくエスコートする父。ノリノリだ。

「あぁ、ゴホンゴホン」

　野中教諭が咳せき払ばらいをして、父はようやくその存在に気付いた。

「おぉっと、これはどうも、うちの息むす子こがお世話になっております。六尽総太郎の父です。お初はつにお目にかかります」

「いえ、もう知っていますから、挨あい拶さつはけっこう」

「おぉ、さすがは先生ですな。生徒の親の顔までご存じとは、教育者の鑑かがみのようなお方だ。わたしは昔からもの覚えが悪く、とくに人の名前を覚えるのが苦手でしてね。いや、ははははは。まったくあやかりたいものですな」

　野中教諭は疲つかれたような顔で首を振った後、気を引き締しめて顔を上げた。

「それではお父さん。今回はわたしも同席させていただきます。いろいろと話がありますので、中へ」

「えぇ。こんなところで立ち話もなんですからね」

　笑いながら父親は続けた。

「いやはや、実を申しますと、わたし今日は昼食がまだでしてね。おまけに走ってきたものだから、ノドがカラカラです。もし先生たちがよろしければ、レストゥランテにでも御ご一いつ緒しよしませんか？　この近所にわたしの行きつけの店がありましてね……いや、なに。もちろんお誘さそいしたのはわたしですから、お代はいりません。いつも息子がお世話になっているお礼に……」

「残念ですが、わたしも東峰先生もこの後の予定が詰つまっていましてね。こちらの部屋で、簡潔に済ませることにしましょう」

　野中教諭は『簡潔』の部分を強調して言った。父親は残念そうな声を漏もらす。

「そうですか？　それは残念。また次の機会にでも、是ぜ非ひにも御一緒したいところですな……とくに、ミス・東峰。あなたと、二人きりで息子の進路を話し合いたいものです」

「あははははは、それはどうもぉ、遠えん慮りよしますぅ」

　あっさり振られた。が、その程度でへこたれる総太郎の父ではない。壁に手を当ててポーズをとりながらニヒルな笑えみを浮うかべた。

「ふっ、綺き麗れいな花は、咲さくまで時間がかかるもの。それでこそ趣おもむきがある」

「お父さん、早くしていただけませんか？」

「はいはい、ただいま」

　少し疲れた顔で催さい促そくする野中教諭。父親は促うながされるまま、部屋の中へと入っていった。

　そんな様子を見て、総太郎はポツリともらした。

「すっげぇ。あの野中を完全に自分のペースに巻き込んでいるよ」

　父親がはじめて偉い大だいに思えてきたかもしれない。

　長い前置きを終え、ようやく面談が始まった。まず口火を切ったのは、野中教諭だった。

「さて、お父さん。まず初めに見ていただきたいのは、先日提出された息子さんの進路希望です」

「ほぅ、拝見しましょう」

　そう言えば、結局第一希望は白紙のまま出してしまった。やはりそのことを最初に言われるか、と思いながら総太郎が父の持つ紙を見ると、白紙だったはずの欄らんになにかが書きこまれてあった。そこをよく見ると──『第一希望：日本征せい服ふく』

「静刃のやつだな!!」

「六尽、どうした？　大声を出して」

「い、いえ、なんでも」

　バツが悪い。総太郎は頭を抱かかえた。失敗だった。静刃を放ほうっておいたら、こういうことをするのは目に見えていたのに……野中教諭がイヤミな口調でしゃべりだした。

「あまり言いたくはありませんが、こういった進路調査にあまりふざけたことを書かれては困りますな。お子さんの神経を不本意ながらも疑いたくなってしまう」

　だが、父親は平然としていた。それどころか笑ってさえいた。

「はははは、いや、面おも白しろいではありませんか」

「は？」

「ほら、最近はゆとり教育というのがはやりでしょう？　こういったものになんらかのジョークが混ざっていても、いいではありませんか」

「し、しかしですね……」

「そもそも日本人っていうのは頭が固すぎると前々から思っていたんですよ、わたしは。もっと人生を楽しむゆとりというか、ジョークやエスプリだとかいったものを理解できるようになって欲しいと、常々息子には言ってあります。ですからまぁ、この程度のオチャメくらい見み逃のがしてやってもよいではありませんか。ちゃんと下にはマジメな進路も書いてあるのでしょう？」

「……まぁ、お父さんがそうおっしゃるならば、話をすすめますがね。息子さんの成績が……」

　その後も主に野中教諭と総太郎の父の間で会話がなされた。その内容のほとんどが、野中教諭のイヤミを能天気な父親があっさり受け流していくという構図で一いつ貫かんしていた。

　そんなわけで、二〇分足らず話を続けた後、野中教諭は額の汗あせをぬぐいながら重いため息を吐いた。

「……もう、結構です。本日の面談はこれで終わりましょう」

「おや、そうですか。いや、先生。本日はわざわざわたしたちのために時間を割さいてくださって、ありがとうございました」

「いえ……」

　野中教きよう諭ゆを無視して、父は東峰教諭の手を取った。

「ミス東峰。あなたとこれでお別れかと思うと、わたしの胸は今にも張り裂さけんばかりにわななき、おののいております。あぁ、運命とはかくも残ざん酷こくなもの。この世に神という存在がいるなら、わたしは今こそ弓引いてもかまわない。あなたと別れねばならぬ運命などクソ喰くらえだ」

「ふふ、おもしろいお父さんですねぇ」

　わかっているのかどうか、マイペースに東峰教諭はうなずいた。

「お父さん。面談は終わりですから、それくらいにしていただけませんか？」

「おっと、これは失礼。いや、わたくし小説家などという商売をしていましてね。仕事柄がら、日常会話もついつい文学的、詩的な表現となってしまいます。少々過か剰じような表現だったかもしれませぬが、悪あしからず。ですが、わたしのあなたへの想おもいは本物ですよ」

「オヤジが書いてるのはライトノベルだろうが。ラノベは文学とは言わん。せいぜい文芸どまりだ」

　総太郎に促され、父親もようやく東峰教諭から離はなれた。それでも廊ろう下かの端はしまでいって見えなくなるまで名残なごり惜おしそうに手を振っていたが。

「あぁ、疲れた、まったく」

「東峰先生って、本当に美人だったな？　まったく、わたしが後一〇年若ければ放ほうっておかなかったんだがな」

「オフクロに言うぞ」

「おぉっと、そいつはカンベン……そうだ。帰りに喫きつ茶さ店てんに寄っていくか？　パフェでもおごってやろう」

「俺は福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちっていう偉い人じんをすごく尊敬しているんだよね」

「バカ、高い。野の口ぐち英ひで世よを尊敬しなさい！」

「しかたないな。樋ひ口ぐち一いち葉ようとかでもいいや」

「紫むらさき式しき部ぶだ。それで限界だ」

「シケてんな。ま、いっか」

　トンでもない会話をする親子である。でもまぁ、こんな父親だからこそ、今日はあまり説教を喰らわないですんだのだから、よしとするか。

「そう言えば、総太郎。一つ気になったことがあるんだが」

「ん？」

　まじめな顔で尋ねてくる父を振ふり返って先を促した。

「うむ……東峰先生の隣となりにいた、男の先生って、誰だれだ？」

「知らなかったのかよ！」

　父は偉大だ──色んな意味で。




　翌日の学校で──総太郎は夢姫や静刃と会話をしていた。

「……ってな感じだったわけだ。オヤジのお陰かげでうまい具合に野中から逃にげられたぜ」

「ふーん。道理で、昨日の夜、オジさんとオバさんが遅おそくまで話しこんでいると思った」

　たぶん、父は母に怒おこられていたのだろう、それはもう、色々と。

「ま、紫式部くらいなら、聞かれても黙だまっているほどじゃないよな」

　お前が教えたのか！

「それで、今日は夢姫と静刃だよな？」

「うん。そうよ、あたしが今日の二番目で、月詠さんがその次。月詠さんで終わりよね？」

「えぇ、私が最後だったはずです」

　一番の問題児を最後に持ってきた、と見えなくもない。総太郎は忠告した。

「気をつけろよ。面談には野中も来るぞ」

「それはあんただけでしょ！　あたしはマジメだから、四者面談はないわよ……そもそも、三者ですらないし」

　マズイことを言ってしまった、と総太郎は後こう悔かいしたがもう遅い。夢姫の父親は来れないのだった。夢姫は沈しずんだ表情でうつむいてしまった。

「えっと……その、なんだ？　まぁあれだ。ユキも、気にするなよ」

「別に気にしてないわよ」

　それだけ言うと、夢姫は席を立った。

「お、どうした、ユキ？」

「女の子にそういうことを聞かないで」

　トイレか、と総太郎もそれ以上は聞かないことにした。

「春日川夢姫も、難なん儀ぎですね。別段親がいないからといって、悲しむほどではないでしょうに」

　静刃がそう言った。考えてみれば、静刃も両親がいないのである。そこを考えると、夢姫も静刃も似た者同士なのかもしれない。

「……まぁ、両親がいる俺じゃぁ二人の気持ちはわからないかもしれないが、気は落とさないで欲しいな」

「まったくです。春日川夢姫も、女め々めしいったらありません」

「静刃もだよ」

「私が？　気を落とすとでも？」

「いや、そうでないんならいいんだ」

　でも、いまの静刃少し強がっているように見えたんで──という言葉は言わないでおいた。言えば、きっとタダでは済まないだろうから。

「まったく、春日川夢姫……む。そうだ、いいことを思いつきました」

「なんだ？」

「そんなに親が欲しいのなら、会わせてあげましょう」

「なにを考えてる、静刃？」

「いえ、なに。とても、楽しいことですよ」

　静刃はニタリと笑った。いつもの、ロクでもないことを考えている笑みだった。




　放課後、決められた時間に夢姫は面談室へと向かった。行ってみると、扉とびらの外には東峰教諭が立っていた。一つ前の面談はすでに終わっているらしい。

「あらぁ、早いわねぇ、春日川さん」

「えぇ。早すぎました？」

「そんなことないわよぉ。でもぉ、野中先生がまだなのぉ」

「え!?　野中先生も来るんですか？」

「そうよぉ。春日川さんの親が来れないって聞いたら、その分もしっかり指導するって張り切ってたわぁ。タイヘンねぇ」

　タイヘンと言っても、口調からは全くそう感じられない。完全な他ひ人と事ごとだ。まぁ、この東峰教諭はそういう人だ。

　しかし、野中教諭が来るとは、夢姫の予想も外れたようだ。

「でもまぁ、いっか」

　一応夢姫はマジメに学園生活を過ごしているわけだし、野中教諭ともさほど仲が悪いわけではない。そこまでしつこく説教を喰らうこともないだろう──少なくとも、総太郎や静刃と比べたら。

「待たせたな、春日川。もう来ていたか」

「えぇ、今回はよろしくお願いします」

　と、やってきた野中教諭に頭を下げる夢姫。

「ウム。では始めるとするか」

　と、部屋の中に入る三人。

「早めに始めて、早く終わるとするか」

「あ、まってくださぁい、野中先生ぇ」

　東峰教諭が口を開いた。

「さっきぃ、春日川さんの家の人から連れん絡らくがあってぇ、都合がついたから面談に来るっていう話なんですよぉ」

「なんだ、そうなのか。ならわたしが来ることはなかったか？」

「え!?」

　初耳である。そんな話は聞いていない。というか、父は現在もなお海外にいるはずだ。自分にはここに来てくれる家族などいない……もしかして、総太郎の両親だろうか？　ありうる話ではある。変に気き遣づかってもらうとやりにくいので、前に断ったはずなのだが……

「どうも、遅くなりました」

　と、扉が開かれ、長身のシルエットが室内に入ってきた。

「どうも、初めまして。春日川夢姫の母でございます」

　──え？

「おぉ、お母様ですか。初めまして。学年主任の野中です。急な話で申し訳ないが、わたしも今回同席させていただきます」

「あら、学年主任の先生ですか？　いつも娘むすめがお世話になっています」

　──誰？　誰なのだ？　この、自分の母を名乗る女は。いったい何者？

　入ってきたのは和服を来た、年のころは三〇過ぎくらいの美人であった。夢姫の母親というには若すぎるが、夢姫自身が童顔なのでありえなくはなかった。落ち着いた色の和服に、結ゆい上げた髪かみ──どこから見ても立派な大和やまと撫なでし子こといっていい姿である。だが、その顔に夢姫は全く覚えがなかった。

　と、その女性が夢姫を見て、夢姫にむかって囁ささやいた。

「どうしました、春日川夢姫。そんなハトが豆まめ鉄でつ砲ぽうを丸まる吞のみしたような顔で」

「その声！　……まさか、月詠さん？」

「えぇ、もちろん」

　小声で女性──静刃が答えた。驚おどろいたことに、声質も自由に変えることができるようだった。変装中の彼女には、以前の面おも影かげはかけらも残っていない。美人である点は変わらないが、冷れい淡たんそうな元の雰ふん囲い気きは消え、柔にゆう和わな表情が浮うかんでいた。

　静刃（変装）は席に腰こしかけると、上品なしぐさで頭を下げた。

「どうも、いつもうちのおてんば娘がお世話になっております」

「だれがおてんばよ！」

「こら、春日川。お母さんに、なんていいぐさだ」

「いえいえ、お気になさらずに」

　ほほほ、と笑う静刃。隣に座った夢姫は気が気でなかった。いったい、静刃はなにをする気なのか、さっぱりわからない。

「どうも、先生方。お初はつにお目にかかります。春日川夢姫の母親で、エリザベスと申します」

「あたしの母さんはそんな名前じゃない！」

「ははは、いや、おもしろい冗じよう談だんですな」

　野中教きよう諭ゆが少し引きつった笑えみを浮かべた。静刃がほほほ、と口元を手で隠かくして笑った。

「えぇっと、書類には……あらぁ？」

　手元の資料を見た東峰教諭が首をかしげた。

「お母さんは死去ぉ？　そう言えば、前もそう言っていたわよねぇ、春日川さん？」

　さっそくボロが出た！　だが、静刃は平然と答えた。

「最近の医い療りよう技術の進歩はすごいですからね。そのおかげで私もこうして元気潑はつ剌らつですのよ？」

　いや、それはさすがにムリがあるだろ！

「……と、いう冗談はさておき、最近この子のお父さんと結けつ婚こんさせていただきました」

「なるほど。では春日川さんの義理のお母様ということですか？」

「えぇ。でもこの子もいろいろと多感な年とし頃ごろで、なかなか私を母と呼んでくれなくて……」

　よく言う。静刃を母と呼ぶなど、悪夢以外のなにものでもない！

「そうでしたか。複雑な家庭の事情に口出ししてしまったようで、失礼しました」

「いぃえ。気にしてませんから」

　そこでまたも東峰教諭が思いだしたように顔を上げた。

「あらぁ？　でもぉ、さっきの電話ではぁ、お母様ではなく、お父様がいらっしゃるという話でしたがぁ？」

　ジロリ、と夢姫がにらむと、静刃は静かに立ち上がった。

「亭てい主しゆは少々支し度たくに手間取っているようですわね。私が呼んできましょう」

　静々と扉から出て──風を切るような音がした。高速で走り去っていったようだ。

「驚いたな、ずいぶんお若いお母様じゃないか、春日川」

「野中先生ぇ、セクハラですよぉ？」

「バカモノ。そんな変な意味で言ったのではない！」

　待っている間も、夢姫は上の空だった。静刃はあのまま逃にげたのだろうか？　むしろそうであったらどれだけ嬉うれしいか。これ以上変な話にならないうちに……

「お待たせしました。春日川夢姫の父です」

　と、今度は背広を着た男性が入ってきた。仕立てのよい背広を着た三〇がらみのやはり若い男──無論、夢姫には見覚えがなかった。

「春日川夢姫の父の、春日川・ゴンザレス・ゲットシュタイン・アインツベルグ・太た郎ろうです」

「そんな名前あるか!!　なに人よ!!」

　夢姫が反射的に叫さけんだ。間ま違ちがいない。これも静刃の変装だ。

　東峰教諭が手元の資料を見ながら首をかしげた。

「あらぁ？　書類と名前が違うと……」

　すかさず静刃がフォローする。

「いえ、実は姓せい名めい占うらないをしたところ、以前の名前は暗あん剣けん殺さつで悪あく魔まがついている不ふ吉きつな名前だったので、改名したのです」

　立て板に水のごとく、スラスラと口からデマカセが飛び出してくる。野中教諭たちも反応に困ったのか、話を進めることにした。

「では、娘さんの面談を始めようかと思いますので、お母様のほうは？」

「いや。妻は先ほど、持病の宇宙放射線病が再発したので病院に行きました」

　ロクでもない話だ。野中教諭が目を見開いた。

「！　それはタイヘンではありませんか！」

「いえ、そんなたいした病気ではありません。一億人に一人しかかからない珍めずらしい病気ですが、死ぬのは一〇万人に一人くらいの確率らしいですから、問題ありません」

　……それは本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？

「…………」

「大丈夫です」

「まぁ、そうおっしゃるなら面談を始めましょうか。まずは娘さんの成績についてですが、とくに問題ないようで……」

　と、面談が開始された。内容は、夢姫が優等生であるので当たり障さわりのないものであった。静刃のほうも変に蒸むし返したりはせず、面談は順調に続けられた。

「……と、わたしのほうからは以上です。東峰先生は？」

「わたしももういいですぅ」

「では、面談はこれで終わりますかな」

　と、何事もなく終わった。意外ではあるが、無事に済んでなにより……

「そう言えばぁ、お父様は現在海外へ単身赴ふ任にん中だったんですよねぇ？」

　東峰教諭が尋たずねてきた。まずい。なにか変なことを静刃が言わなければいいが……

「えぇ、娘の面談と聞いて、仕事を部下に押し付けて飛んできましたよ。これが終わったらすぐＵターンですよ」

「それはどうも、わざわざ御ご足そく労ろうありがとうございます」

　実際にそうだったら、どれだけ嬉しいか。

「海外とは、どちらへ行かれているのですか？」

「えぇ、ちょっと、アメリカのほうに」

　静刃がニコヤカに答えた。

「正確には、ニューヨーク州コロラド県オハイオ区ハワイ町八七二丁目あたりです」

「それってどこよ！」

　そんな場所は地球上に存在しない。

「……えぇっとぉ、お仕事はぁ、貿易関係をしているという話でしたがぁ？」

「はい。主に鉄てつ砲ぽう、麻ま薬やく、軍事兵器、不法入国者などを専門に取り扱あつかっています」

「ムチャクチャ言わないでよ！　お願いだから！」

　夢姫はもう泣きたくなってきた。やっぱりこうなった。だからイヤな予感がしたのだ。

「もうたくさん……もうたくさんよ、月詠さん！」

　涙なみだをこぼしながら、夢姫は静刃の顔に手を伸のばし、勢いよく引いた。それだけであっさり、顔の表面がはがれて下から静刃の顔が出てきた。

「オヤオヤ、せっかくうまくいっていたのに、自分から台無しにするとは」

「全然うまくいってないわよ！　もう、いい加減にして！　そんなに人をバカにして、楽しいの！」

　静刃の正体に気づいた野中教諭たちは、事態についていけずに言葉を失っていた。そんな空気の中、静刃は首と肩かたをすくめて答えた。

「別に。ただ泣き虫な春日川夢姫が少しばかり寂さびしそうだったので、少し仏心を出してあげただけです。でも、仇あだで返してくれましたね」

「そういうのを大きなお世話って言うのよ！　こんな手の込んだことまでして、もうたくさんよ！　帰ってよ、今すぐ帰って！」

「言われなくても帰りますよ、帰りますとも」

　不ふ愉ゆ快かいそうな顔で、静刃は部屋から出ていった──が、捨て台詞ぜりふを残していくのを忘れなかった。

「自分こそ、親が来るような電話をかけたのでしょう？　くだらない小細工をして」

「え!?」

　ちょっと待て。夢姫はそんなことはしていない。確かに、東峰教諭は父から連れん絡らくがあったようなことを言っていた。それは静刃がかけたのかと思っていたが──もしかして、それは違っていたのか？

「いったい、これはどういうことなんだ、春日川！」

「え、いや、その……」

　気を取り直した野中教諭が怒ど鳴なり、夢姫は首をすくめた。と、そのタイミングで部屋の扉とびらが開かれた。

「あ、どうも遅おくれましてすいません。ニューヨークから来たもので、急いだのですが少し遅ち刻こくしてしまいました」

「え？　ウソ？」

　夢姫は、目を丸くした。なぜならそこにいたのは、小こ柄がらな中年男性。夢姫もよく見覚えのある……

「どうも、娘がお世話になっています。春日川夢姫の父の、春日川遥ようと申します」

「お父さん！」




　──人ひと気けのない放課後の校舎。面談の終わった夢姫は部屋から外へ出た。信じられない思いだった。まさか、父が本当にやってくるとは……

　でも、今は再会の喜びに浸ひたっている場合ではない。まだ少し先生と話している父をその場に残し、夢姫は足早にその場を離はなれた。

「月詠さん！　どこにいるの！　いるんでしょ！　でてきなさい！」

　が、探すまでもなかった。廊ろう下かを曲がったすぐそこに静刃が待っていたからだ。壁かべにもたれて立っていた静刃は、夢姫にチラリと視線を向けた。

「……結局、来たのではありませんか」

「なにが言いたいのよ。それよりあなた……」

「春日川夢姫は、優やさしいパパが来てくれてよかったですね、と言ったのです」

　吐はき捨てるように静刃が言った。

「なにか、トゲのある言いかたね」

「おっ、オジさん間に合ったのか？」

　と、その場に総太郎もやってきた。走ってきたのか、少し息が荒あらい。

「急いでも間に合わないかと思ったよ。いや、間に合ってよかったな」

「え？　ソータ？　どういうこと？」

　総太郎は頭をかきながら答えた。

「いや、どーも、うちのオヤジがなんか、ムリ言ってお前のオジさんを説得したらしいんだよな。昨日の夜、オヤジが長電話しているのを聞いたんだ」

「そうだったんだ……」

　それは帰ったら、総太郎の父に礼を言わねばならない。

　と、どこからか拍はく手しゆが響ひびいてきた。見れば、静刃が手を叩たたいていた。

「いやはや、おもしろい見世物でしたよ。最後は感動の親子再会。茶番もここまできたら、感動のあまり涙が出ます」

「なにが言いたいのよ、月詠さん。それに、さっきはどうしてあんなことをしたのよ!?」

　静刃は肩をすくめた。

「さて、なんででしょうね。ただのヒマつぶしですよ」

「ふざけないでよね！」

　夢姫が激げつ昂こうし、静刃の制服をつかんだ。

「今度という今度はがまんできないわよ、月詠さん！　悪ふざけにも程ほどがあるわ！」

「落ち着け、ユキ！」

　総太郎の制止をふりきり、夢姫はつめよった。

「今回は黙だまってられないわ、月詠さん！　あなたね、あたしのお母さんのフリとかして……物もの事ごとにはやっていいことと悪いことがあるのよ！」

　どうやら、夢姫の逆げき鱗りんに静刃が触ふれてしまったらしい。静刃は胸をつかまれたまま抵てい抗こうもせず、低くつぶやいた。

「……か」

「え!?　なによ！」

「……ですか」

「だから、なにが言いたいの！」

「あなたには、父上がいるではないですか！」

　静刃が夢姫の手を振ふり払はらった。そのまま静刃は、胸の中のものを吐き出すように叫んだ。

「あなたはまだいいでしょう！　母上がいなくとも、父上がいる！　ですが、私はどうなのです！　来るものが誰だれもいない者は、どうすればこの悲しみが癒いやされるというのですか！」

　静刃は一息にそう叫さけぶと、両手で顔を覆おおった。手の間からは低い嗚お咽えつとともに、涙が数すう滴てき零こぼれ落ちた。

「つ、月詠さん……」

　夢姫が声をかけても、静刃は反応しなかった。夢姫は気まずそうに、総太郎を振り返った。

「もしかして……あたしのせい？」

「ま、そーなるな」

　意外だった。普ふ段だんは傍ぼう若じやく無ぶ人じんを地でいっている静刃に、こんなモロイ一面があるなんて……夢姫は、静刃の肩に手をおいた。

「あ、その……ゴメン、月詠さん。あたし、あなたの気持ちもよくわからないで、勝手に……」

「……春日川夢姫。あなたに私のなにがわかりますか」

「うん、ゴメン。あたし、あなたのこと、なにもわかっていなかった」

　夢姫がうなずいた。総太郎も静刃に近づいて言った。

「俺たち、今まで静刃のことをよく知らなかったんだ。でもさ、それは仕方ないじゃないか。だって、静刃は今まで自分のことを話してくれなかったんだしさ」

「…………」

　静刃は無言だ。総太郎は続けた。

「だからさ、今までの分も含ふくめて、これから先、いろいろと話そうじゃないか。そうすれば、きっとお互たがいのことがわかるよ、お互いの気持ちも、喜びも悲しみも。だから、ゆっくりでもいいから、先へ行こう」

「……総太郎様……」

「静刃、ほら、涙をふいて……」

　総太郎はポケットをまさぐり……顔をしかめた。

「いけね、ハンカチ忘れた」

「また、まったく、あんたはいっつもそれね」

　夢姫は呆あきれたようにつぶやき、ハンカチを出した。

「あんたは最後がしまらないんだから……ま、そこをしめるために、このあたしがいるのよね」

「なんだよ、それ」

「いーから、あんたは気にしないでいいの！」

　夢姫は静刃にハンカチを渡わたした。

「ほら、涙をふいて」

　静刃は黙って受け取ると、それで鼻をかんだ。

「……どうも」

　夢姫にハンカチを返す静刃。夢姫は苦笑いとともに首を振った。

「いらないわ。あなたにあげる」

　と、そこへ東峰教諭が顔を出した。

「あらぁ？　こんなところでなにしてるのぉ、月詠さん？　あなたの面談の時間よぉ」

「おっと、これは失礼、東峰教諭。野や暮ぼ用があって、うっかり遅れてしまいました。すぐ行きます」

　静刃が涙をぬぐって歩き出した。総太郎と夢姫は、その静刃の背中を温かく見守っていた──が、続く東峰教諭の言葉を聞いて耳を疑った。

「早くしてねぇ、月詠さん。お父様とお母様がお待ちよぉ」

『……えぇぇぇぇっ!!』

　総太郎と夢姫が見ると、東峰教諭に続いて二人の人物が現れた。歳としは三〇代半ばといった風ふう体ていの男女で、二人ともかなり背が高かった。その顔立ちは、どことなく見慣れた少女のものと似通っていた。

「あぁ、これはこれは父上に母上、お待たせして申し訳ありません。今すぐ行きます」

「……ちょっと！　月詠さん、これはどーゆーことよ！」

「？」

　静刃が不思議そうな顔で振り返った。と、静刃の懐ふところからなにかが転がり落ちた。総太郎はそれを拾ってみた。

「……タマネギ？」

　目に押し当てたら、涙なみだがたっぷり出るだろう。

　総太郎たちに見つめられ、静刃はペロリと舌を出した。

「……な～んちゃって」

「結局ウソなの！　ウソなのね！　だましたのね、月詠さん！」

「だますとは人聞きの悪い。私はウソは大だい嫌きらいですよ」

「両親は死んだんじゃないの！」

「私はただ、両親は遠くに旅に出たといっただけです。旅に出ただけでどうして死なねばならないのですか？」

「ヘリクツを!!」

「まぁ、いわゆるエスプリの効いた知的なジョークを披ひ露ろうしただけですよ」

　静刃はニタリと笑った。

「まったく、相変わらず春日川夢姫は騙だましやすいですね。だからあなたは人がいいというのです」

「大きなお世話よ！」

　夢姫が叫ぶと、静刃は手を振った。

「では、この辺りで私は退散します。後はよろしくお願いします」

「あ!?　待て、静刃！」

　止めるまもなく、静刃は窓から飛び出してあっという間に姿を消してしまった。

「ちょっと、面談はどうする……あぁ、もう！　あいかわらずね、月詠さんは」

「まったく……まぁ、静刃らしいんだろうな、こういうのが」

　総太郎と夢姫が互いにため息を吐いた。と、そこで静刃の両親が近づいてきた。静刃の父は、短いアゴヒゲが特とく徴ちよう的で精せい悍かんな男性だった。

「どうも、いつもうちの静刃が御ご迷めい惑わくをおかけしていますようで、本当に申し訳ありません」

　大きい体をかがめて頭を下げてきた。総太郎は手を振った。

「い、いえ、そんな、迷惑だなんて……一いつ緒しよにいて、楽しいですよ、静刃は」

「まったくもって、面めん目ぼくない。子供のころから厳しい忍にん者じや修しゆ行ぎようを繰くり返したせいか、性格に難のある子になってしまって……」

　口ごもる静刃父。彼はひたすら恐きよう縮しゆくしていた。

「本当に申し訳ありません、総太郎様。今後も静刃が迷惑をおかけするとは思いますが、どうかよろしくお願いします」

「あ、どーも、御ご丁てい寧ねいに」

　総太郎も頭を下げた。

　と、その背後で静刃の母が静かに歩いて窓まど際ぎわに立った。こちらは黒いタイトなスーツを来た、いかにもデキル女、といったイメージの女性であった。

「まったく、静刃はんときましたら、ほんにオチャメで困ったものどすなぁ」

　窓を開け、彼女は外に手を伸のばした。数秒ほど手を動かし、中へ引き戻もどしたその手には、ネコのように丸まった静刃のエリが握にぎられていた。

「は、母上、放してください！」

「そうはあきまへんえ、静刃はん。今日は、話したいことがようさんありますさかい」

　口元を隠かくしながら上品に笑う母親。ジタバタ暴れる静刃。総太郎は乾かわいた笑えみを漏もらした。

「ハハハ……静刃より上手の人、初めて見た気がする」

「あたしも」

　いつもは静刃の傍若無人ぶりに振り回されてばかりだったが、上には上がいるものである。

「母上、放してください、この！」

　静刃が強ごう引いんに体をねじり、自分の襟えりを摑つかむ母親の腕うでをつま先で蹴けり上げた。その一いち撃げきで手が離れ、ようやく解放される静刃。

　母親は蹴られた手をさすりつつ、柔やわらかな笑みを浮うかべた。

「あらあら、静刃はん。おいたはあきまへんなぁ」

「私はいつまでも母上や父上の手の中にいる子供ではありません！　もう一人立ちもできています」

「そぉゆぅセリフは、面談から逃にげよとした人のセリフやありまへんなぁ」

　のんびりとした静刃母の口調は、あまり怒おこっているようには見えない。一方の父親のほうは少し怒ど気きを込こめて言った。

「こら、静刃！　いい加減にしないか。母さんをあまり困らせるんじゃない」

「父上も、いい加減にして欲しいですね。私はいつまでも父上のいいなりで動く人形ではないのですよ！」

「お前はいつまでたってもわたしの子供だ。たとえお前がヨボヨボの老人になろうと、わたしの子供であることは変わりない」

「ならば、私は今こそ父上を超こえてみせましょう！」

　叫び、静刃は両手を開いて構えた。その構えを見て、総太郎は顔色を変えた。見覚えのある構えだったからだ。

「ユキ、逃げるぞ！」

「わ、わかったわ！」

　夢姫も気付いたらしい。二人は慌あわてて外へ逃げようとしたが、少し遅おそかった。

「月詠流忍術奥おう義ぎ、忍者ビィィィィィィィムッ!!」

　静刃の目から強きよう烈れつな光こう芒ぼうが一直線に伸び、静刃の父親を直撃した。大爆ばく発はつが起こり、校舎の壁かべの一部は崩くずれ、そばにいた野中教諭は巻き添ぞえで吹ふっ飛とんでしまった。

「クソ、静刃のやつ、ムチャクチャだ」

　とっさに逃げたお陰かげで被ひ害がいは少なかった。総太郎は体を起こしつつ、静刃を振ふり返った。静刃の目の前にいたはずの父親の姿はなく、その後ろにあった壁には巨きよ大だいな穴が開いていた。傍かたわらに立っていた母親のほうは、あらあらと頰ほおに手を当てて驚おどろいている。

「これは困りましたなぁ。左官屋はん、大おお忙いそがしやわぁ」

　いや、そういう問題だろうか？　微び妙みように感覚のずれた人だ。

「それよりも、静刃のオヤジさんは!?」

「どこへ行ったの？」

　姿の見えない静刃父。どこに行ったかと総太郎が壁の穴を見つめると、そのガレキを押しのけて巨大な人ひと影かげが現れた。無論、ビームの直撃を受けた父親である。

　父親は少しほつれた背広を見つめ、口元を歪ゆがめた。

「静刃。どうやら少しは腕を上げたようだな。今のは少し効いたぞ。お陰で、わたしのヒゲが少し焦こげてしまった」

　あごを撫なでて言う父の言葉に、静刃は鼻を鳴らした。

「みごとに縮れて、アゴから陰いん毛もうが生えているのかと思いましたよ」

「口の減らんやつだ。それに、まさかこの父に向けて忍者ビームを放つとはな──降りかかる火の粉は払はらわねばならん。たとえその相手が我が子であろうと、容よう赦しやはせんぞ」

　父はそう言うと、両腕を広げて構えた。先ほどの静刃とよく似た構えだった。

「まさか、静刃のオヤジさんも……」

　総太郎はイヤな予感がしたが、逃げるには少し遅すぎた。

「目には目、歯には歯、そしてビームにはビーム。静刃よ、この父の攻こう撃げきを受けてみるがいい。月詠流忍術究極奥義、真・忍者ビィィィィィィィィィムッ!!」

　瞬しゆん間かん、光が爆発した。その攻撃は静刃の比ではなかった。静刃は両目からビームを放ったのだが、父親のそれは静刃以上であった。両目は言うに及およばず、両耳、鼻、口、指先、手の平、乳首、臍へそ、肛こう門もん、毛穴と、全身にある穴という穴から一いつ斉せいにビームが発射されたのだ。

　数え切れないほど大量のビームは四方八方あらゆる方向にばら撒まかれ……校舎は一瞬の内に半はん壊かいしたのであった。

　かつては校舎であったガレキの山の中から、総太郎と夢姫は咳きこみながらはいでた。

「ム、ムチャクチャだ!!」

「さすが月詠さんのお父さんね……血が繫つながってるわ」

　ある意味静刃以上のハチャメチャさだ。総太郎たちは無事だが、他の生徒はどうなったのだろうか？

　と、そのビームの集中砲ほう火かを浴びた静刃は黒コゲになってガレキの上に転がっていた。

「ひ、卑ひ怯きようですよ、父上」

　口から黒い煙けむりを吐はいて静刃はうめいた。

「私は両目から二本のビームしか撃うってないのに、こんなにたくさん撃ち返すなんて……」

　あれだけビームを撃ったにもかかわらず、背広にほとんど傷がない父が腕うで組ぐみをしてうなずいた。

「獅し子しは我が子を倒たおすにも一億玉ぎよく砕さいというコトワザがある」

　ない。

「静刃。お前がわたしを超えることができるのはまだ先のようだな。修行が足りんぞ」

「くっ……」

　倒れたまま、口くち惜おしそうにうめく静刃。父親はガレキの上を進み、倒れた静刃へ手を差し出した。

「ほら、静刃。立てるか？　あまり意地を張らず、たまにはこの父のいうことを聞け」

「…………」

　静刃はそっぽを向きながら、父親の手を握って上体を起こした。なんだかんだで心温まる親子の光景だ。背景のガレキの山がシュールだが。

「……かかりましたね、父上」

　静刃がそこでニタリと笑った。悪わる巧だくみが成功したときに浮かべる笑みだ。

「この至し近きん距きよ離りならば防ぎようがないでしょう」

「なに!?」

　父が慌てて逃げようとするが、静刃がしっかりと手を握っているので逃げられない。静刃は再び構えて、必殺の名を叫さけんだ。

「月詠流忍術奥義、忍者ビィィ……」

「そのくらいにしときぃや、静刃はん」

　音もなく近づいた母親が、背後から静刃の目を両手で覆おおった。

「ぎゃぁぁぁぁぁぁ、目が！　目が！　ビームが逆流して目の中にぃぃぃぃ!!」

　静刃が顔を押さえて悶もん絶ぜつした。想像するだに恐おそろしい事態となっているようだった。

「おぉ、母さん、すまない。危ないところだった」

　父が胸をなでおろすと、母は静かに微笑ほほえんだまま……父を張り倒した。

「ウゲッ！　な、なにを……」

「あんさんも静刃はんと同罪どす。自分の子の通う学校をこないにしはる親が、どこにいますのん」

　母親は背後を振り返って、ガレキの山を示した。口調と表情は穏おだやかだが、明らかに怒っている。どうやらこの人、静かに怒るタイプらしい。迫はく力りよくがあった。

「いや、しかしさっちゃん。そんなこと言われても、自分の子供に勝負を挑いどまれたらそれに応えるのが親のつとめ……」

「つとめもなにもあらしまへん。とうちゃんは昔からこれやから……」

　母の説教を、父はガレキの上で正座して聞くハメとなった。その様子を眺ながめて総太郎はつぶやいた。

「うーん……どこの家も、母親のほうが強いのは一緒みたいだな」

　総太郎の家と同じだ。夢姫は……母親がいないので、よくわからない。

「どうやら、私の作戦通りのようですね」

　いつのまにか静刃が総太郎の背後に近づいてきていた。

「父上とまともに勝負しても勝てないのは目に見えていますからね。一いつ矢し報むくいるには、父上を暴走させて母上を利用するしか方法はありません」

「じゃぁ、さっきやられたのはワザとだったってのか、静刃？」

「当然です。父上には勝てないにしても、この私があそこまで無様に負けるはずがないでしょう」

　胸を張って言う静刃だが、普ふ段だんが普段なのでどこまで本当なのかはよくわからなかった。

「ゲホッ、ゲホッ、いったいなにがあったんだ、これは!?」

　ガレキを押しのけて現れたのは、ボロボロとなった野中教諭である。レンズの割れたメガネをかけた彼は、周囲の惨さん状じようを確かく認にんして呆ぼう然ぜんとした。

「なんだ、これは地じ震しんでもあったというのか!?」

「あ、野中。生きてたのか」

　総太郎は厄やつ介かいなことになりそうだな、と思った。

「む？　そこにいるのは六尽に月詠、春日川か……まさか、お前たちがこれをやったのか!?」

　実際は言いがかりに近い言葉だが、あながち間ま違ちがいでもなかった。

　しかし静刃は落ち着き払って背後を指差した。

「いえいえ、今回は違います。今回はあそこにいる私の父と母が……」

　しかしそこには人っ子一人いなかった。

「え!?」

　当然、野中教諭が憤ふん然ぜんとしてつめよって来る。

「誰だれもいないではないか、なにが言いたいのだ！」

「逃げましたね、父上に母上！」

　静刃が歯は軋ぎしりをした。夢姫はしみじみとつぶやいた。

「一本とられたみたいね、月詠さん」

「大きなお世話です！」

　ともあれ、まずいことになった。

「静刃、なんとか説明してくれ……って、いない！」

　総太郎が気を抜ぬいたスキに、静刃と夢姫はとっくにガレキの向こうへと駆かけ出していた。

「あ、こら、待て、お前たち！　この事態を説明せんか！」

　総太郎もすぐに二人に追いつき、三人そろって風のような速さで逃にげ出した。

　そして走りながら総太郎は叫んだ。

「結局静刃の両親って、なにしにきたんだよ!!」

　厄介ごとを持ち込んだだけの気がする。

「まったく、人ひと騒さわがせな父上と母上ですね」

「間違いなくあなたの両親だわ、月詠さん！」

　夢姫のセリフがなによりの説明となっているようであった。








（完）









　エピローグ







　まもなく、夏休みが始まった。夏休みになったからといって、別にそれまでと大きく変わったことがあったわけではない。結局人間というものはそこまで劇的に変われるわけではないのだ。

　夏休みに入っても、総そう太た郎ろうや静しず刃はが適当にバカなことをして騒さわいで、夢ゆ姫きが怒おこってそれを注意するというお決まりの光景が繰くり返されていた。

　そして暑い真夏の盛さかり、自じ堕だ落らくに過ごしていた総太郎たちは夢姫にせかされ、外へ出かけた。行くあてもないので、近所の公園に行ってみた。

　この暑さの中、小学生らしき子供たちが走り回って遊んでいる。元気なことだ、と他ひ人と事ごとのように総太郎は思った。

「えぇ、ミュミュ様焼きいかがっすかぁ。甘くて美お味いしいミュミュ様焼きぃ。今巷ちまたで大人気のミュミュ様焼きぃ」

　意外なことに、公園の屋台には少なくない行列ができるようになってきた。その味と奇き抜ばつな服装が口コミで広がって、今や赤あか霧ぎり市の名物としてローカル局のニュースで紹しよう介かいされるまでになっていた。もっとも、そのうわさが広まったせいで店員は制服を変えることができず、真夏にも暑苦しいカッコウをし続けるハメになっていた。

「よくやるな、あの連中も」

「でもまぁ、しばらく間が空くと、また食べたくなる味ですよね」

　静刃が珍めずらしく好意的な意見を述べてきた。意外と気にいってるらしい。

「確かにな。後を引く味っていうやつかな」

「やはり焼きたてが一番美お味いしいですね」

「クリーム入りが新しくできたのか。悪くない味だ」

「そうですね。暑い盛りに熱いものを食べるのも、なかなかオツですね」

　三人がそろって焼きたてを食べていると、目の前に人ひと影かげが立った。

「って、お前ら！　裏口から来てタダ食いするのはいい加減にしろ!!」

　汗あせを流しながらお菓か子しを焼いていた睦む月つきがそう怒ど鳴なった。静刃はすまし顔でミュミュ様焼きを食べ続けた。

「まぁまぁ。私とあなた方の仲でしょう」

「ふざけるな！　敵対関係だろうが！　いまに見ていろよ、このミュミュ様焼きを全国展開して莫ばく大だいな資金を稼かせぐと同時に、ミュミュ様信者を増やし、勢力拡大を図はかってやる！　そうなってからが本当の勝負だ！」

「そうです、リーダー！　がんばりましょう」

「目標三三三店てん舗ぽ！　一〇〇人のっても大だい丈じよう夫ぶな店を目指しましょう！」

　盛り上がる信者を尻しり目めに、静刃がつぶやいた。

「それだけ稼ぐなら、少しくらい私たちが食べてもいいでしょうに」

「お前たちの食う量は少しとはいわん！　数十個単位で食うやつはバケモノだ！」

「はい、焼きたてを持ってきたっすよ。ヤケドしないようにどーぞっす」

「いつも持ってきてくれてご苦労ですね。どんどん持ってきてください。まだ食べれます」

　静刃に焼きたてを渡わたす信者を見て、睦月が叫んだ。

「木きの下したぁぁぁぁぁ!!　貴様、どうも数が足りないと思ってたら、お前がこいつらに渡していたのかぁぁぁぁぁ!!」

「いーじゃないっすか、リーダー。一応顔見知りっすよ？」

「敵だろうが、お前！」

　そんな言い争いをしていると、公園に高校生のグループがやってきた。

「あ、いたいた、月つく詠よみさん。久しぶりぃ」

「今評判のミュミュ様焼き、裏からなら食べ放題って本当？」

「えぇ、いくらでも食べてください」

「勝手にそんな話を作るんじゃないっ!!」

「みなさんどうぞっす。席を用意するっす」

「木下ぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!　貴様、なに甲か斐い甲が斐いしく働いてるんだぁぁぁぁぁ!!」

「まぁ、月詠さん。さすがに悪いわよ。食べた分はお金払はらわないと」

　夢姫が財さい布ふからお札を数枚取り出して睦月に渡すと、睦月は汗と一いつ緒しよに涙なみだまで流し始めた。

「うぅ、ありがとう、お嬢じようさん。君だけはまともな神経を持ってたんだな。他の奴らみたいになったらダメだぞ」

「ははは」

「ついでに成長したらダメだぞ。その小こ柄がらな姿は貴重……というか、むしろメガネかけてネコミミつけてメイドのカッコウをしてくれ！」

「黙だまれ、ヘンタイ」

「いや、本気で待ってくれ！　そうしたら、君ミュミュ様そっくりじゃないか！　すばらしい。君、うちのキャンペーンガールしないか？　時給二〇〇〇円出すぞ！」

「う、その金額は惹ひかれる……けど、イヤよ！　自分と同じカッコウのものが食べられるのって、いい気分がしないわ！」

　なにをやっているんだか──総太郎は汗をぬぐって、真っ青な空を見上げた。

　結局のところ──世界は確実に小さな変革を常に繰り返している。諸行無常という言葉もあるが、まさにその通りだ。身近な例で言えば、来年になれば会長たちも去っていき、総太郎たちが三年生になる。そうなれば今以上に進路のことを意識せねばならないだろう。

　しかし、総太郎は思うのだ。確かにあらゆるものは変化していくだろう。だがどれだけ変化しても大元はなにも変わらないはずなのだ。会長たちが卒業したところで、彼女たちが先せん輩ぱいであることは変わらない。自分たちだって、幼おさな馴な染じみという関係まで変化するわけではないだろう。

　きっと、そうきっとこれから先──一年、二年、五年、一〇年たっても、自分たちの関係は変わらない、そんな変な確信が、総太郎の胸にはあった。

「どーしたの、ソータ？　ボーっとして、日射病になるわよ？」

「……俺は、臆おく病びようなのかな？　変化ってのがさ、怖こわいんだよ、無む性しように」

「いきなりなに？」

　総太郎の言葉に、幼馴染の少女は首をかしげた。が、そこで静刃が焼きたてのお菓子を頰ほお張ばりながらやってきた。

「それに何の問題があるのです、総太郎様。変化を受け入れるも拒きよ絶ぜつするも全すべては自由。変化せねばならないときがくれば、自ずから変化は始まります。深く悩なやむものではありません」

「そうかな？」

「その通りです、総太郎様。こう言うのはなんですが、総太郎様にはそれこそ大いなる可能性が秘ひめられています」

「可能性だって？」

　静刃はしたり顔でうなずいた。

「そうです。かつての日本を支配していた六ろ刀と氏の正統なる血筋である総太郎様のもつ潜せん在ざい能力は素す晴ばらしいものです。それはある意味、私などとは比べものにならないほどのレベルです」

「俺に、そんな力があるってのか、すげぇ!?」

　のせられやすい総太郎は暑さも忘れて立ち上がった。

「俺って、もしかしなくても、やるときはやるってことか？」

「無論ですとも、総太郎様。総太郎様の秘められた才能が開花すれば、このように小さな島国一つを牛ぎゆう耳じるのもわけないことです」

「すげぇぜ、それこそまさに、俺の夢──全日本女性によるハーレム計画への偉い大だいなる一歩ってわけだな、夢が現実に近づいてきた！」

　総太郎はバカみたいに笑い声を上げた。まぁ、想像するだけなら自由だが。

　幼馴染のそんな姿を見て、夢姫は頭を押さえた。

「月詠さん。このバカはすぐ本気にするんだから、やめてよね、そういうの」

「私は事実を言っただけです。もし総太郎様が本気となれば、私でさえ勝てないほどの力を発揮できるはずです」

「まじ？　俺って静刃より強くなるわけ？」

「その可能性はあります」

　静刃がうなずいた。バケモノじみた強さを誇ほこる静刃よりもさらに強くなれるとは、それはどんなバケモノだ？

「よし、俺は決めたぞ！」

　総太郎は意気込んだ。

「俺はこのまま大学でひたすら勉強して、えらくなって世界中の美女を俺の足元へひざまずかせてみせるぞ！」

　総太郎の進路が決まった──とても人には言えない内容だが。

「よし、それじゃぁさっそく、夢に向かって進むぞ！」

　やる気とともに叫さけぶ総太郎。夢姫は少し表情を明るくした。

「あら？　ようやく勉強する気になったの？」

「いや。取りあえず静刃くらいのとんでもない強さがあったら日本くらい簡単に征せい服ふくできそうだから、当面は静刃の強さに追いつくのを目指すことにする！」

　なんだか話がズレてきた。夢姫は頭痛がひどくなってくるのを自覚した。

「ソータ。あんた正気？」

「当たり前だ。人間なのにビーム撃うったりテレポーテーションできたりすれば、自衛隊だって敵じゃないぜ！」

　確かに静刃なら自衛隊にも負けない気がする。

「よし、静刃！　俺にもなにか忍にん法ぽうを教えてくれ！」

　総太郎に請こわれ、静刃は困ったような顔になった。

「我が月詠流忍術は簡単に身につけることはできませんよ。それでもいいのですか？」

「あぁ、なんでもこいだ。でも取りあえず、俺もビームとか撃ってみたいからあれを教えてくれ」

　静刃はしかたありませんね、とうなずいた。

「よろしいでしょう。忍者ビームの撃ち方は簡単です。自分の努力と根性、略してド根性を気合いとともに口から吐はき出せば、いつか撃てるようになります。一〇〇万年以内には」

　激しく不安な言い方である。総太郎はその言葉に少し考え込んだが、すぐに悩むのをやめた。

「……よくわからんが叫べばいいのか？　忍者ビィィィィィィムッ!!」

　ビィィィィィィッ!!

　叫んだ瞬しゆん間かん、本当にビームが出た。大きく開いた総太郎の口から極ごく太ぶとの光線が発射されたのだ。これには夢姫は無論、撃った本人や静刃でさえも驚おどろいた。

「ウ、ウソでしょ。ソータがビームなんて……」

「これは驚きましたね、総太郎様。まさかこんなすぐに撃てるようになるとは、私の想像以上です」

　総太郎自身、まさか本当にできるとは思ってもいなかったので驚きよう愕がくのあまり開けた口が塞ふさがらなかった。

　総太郎の口から飛び出た極太のビームは公園の地面を大きくえぐりながらはるか彼方かなたまで飛んでいったのだ。その一いち撃げきで公園の景色がすっかり変へん貌ぼうしてしまった。

「お、俺って……いったい何者？」

　もはや自分で自分がわからなくなってきた。

　ゴゴゴゴ……

　と、なにやら低い地じ響ひびきのようなものが聞こえてきた。

「おや、これはこれは、なかなかの威い力りよくだったようですね」

　見上げれば、公園の隣となりに聳そびえ立っていたビル。それがピサの斜しや塔とうのように傾かたむきだしたのだ。しかも現在進行形で傾きは大きくなっている。

「さすが総太郎様です。初めてのビームで、ビル一つを破は壊かいするとはすばらしいですね」

「俺がやったのか!?」

　総太郎は頭を抱かかえたくなった。こんなことをするつもりはまったくなかったのに、どうしてこうなってしまったのだろうか。

「総太郎様。早く逃にげないと危ないですよ」

「え？」

　言われて気付いた。静刃たちはとっくの昔に逃げている。総太郎が頭を抱えているうちにビルは総太郎の頭上へと傾いてきたのだ。

「うお、やべ！」

　総太郎も慌あわてて逃げようとした──が、石につまずいて倒たおれてしまった。そのスキに唸うなる音とともに一気に倒れてくるビル。総太郎はもはや逃げることはできないと本能的に悟さとった。

「え？　ウソ、冗じよう談だんだよな。そうだよな、こんな現実があるはずがないんだ。きっとこれは夢だ。こういう時によくあるやつだよな？　ははは、まったく困っちゃうな。今時夢オチなんてさ。そんなのは変な顔の高校生集団とか、最高学府物語とかで十分だっての」

　いよいよ総太郎の頭上にビルが迫せまり……最後に総太郎はつぶやいた。

「……これ、ホントに夢オチだよな？」








（完）
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